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この報 告書 は,日 本 自転 車振 興 会か ら競輪収 益 の一 部 で あ

る機械工 業振 興 資金の補助 を受 けて,昭 和56年 度 に実 施 した

「情報化 の推 進 に関す る調 査研 究 」 の一 環 と して と りま とめ

た ものであ ります 。



.

.





は じ め に

社会 ・産業の進展す るなか で,コ ンピュータ利 用の高度化が必須 なもの とな って

いる。 とくに通信 回線 を使用 した遠隔情報処理 システムの形成については,電 電公

社の回線交換及び パケ ット交換等新 データ網 サー ビスや昨今の データ通信制度の 自

由化論議 を機にユーザ ーの強 い関心 を集めている。

この ような動 向の なかで,当 協会 「汎 ネ ッ トワーク推進委員会」では,将 来にお

け る遠隔情報処理 システ ムの形成に関 し音声 ・デ ータ ・ファク シミリ等 の総合 ネ ソ

トワー クに ついて調査研究 を行 ってい る。

本年 度は,需 要側 と公共通信事業者 である電電公社のゲス トに よる将来の ネ ット

ワー クの総 合利用構想 と サー ビス問題 について意見交換 を行 った。

本書 は,こ の討論結果 を と りま とめた ものであ る。

最後 にご協力頂いたゲス ト及び委員の各位 に心 より感謝の意を表 します 。

昭和57年3月
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1.調 査 の 概 要
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1.調 査 の 概 要

最 近 の オ ン ライ ン ・シス テ ムで は,音 声 もデ ー タ も画像 もいわ ば混 合 ・複 合

して入 出力 され 伝 達 され る様相 を呈 して きて い る 。そ して また,こ の よ うな ユ

ーザ ー側 の動 向 に 対応 して ,通 信 回線 側 も,電 話 線,公 衆 通 信 回線,専 用線

(特 定 通信 回線),新 デ ー タ網 と錯綜 して きてい る だけ で な く,新 フ ァク シ ミ

リ通 信 網 も実 現 して きて い る。

ユー ザ ー と して は ,ど の形 の情 報 は,あ るいは ど の よ うな組 み 合 わせ の情 報

は,ど の よ うな回 線 を介 して伝 達 しあ る いは入 出 力 す れば 最 も効 率 的 で あろ う

か とい う問題 を考 え ざ る を得 な い。

そ こで当 委 員 会 は,昭 和54年 度 か ら,音 声 ・デ ー タfe画 像 の総 合 ネ ッ トワ

ー ク像 に対 す る ユ ー ザー サ イ ドの ビジ ョンを描 こ うと した
。 まず 昭和54年 度

は専 門 委員 会 に よる本議 題 の 第 一段 階 の討 議 を行 ない,報 告 書 と して ま とめた。

昭和55年 度 は,上 記 専 門 委員 会 に よる討議 を踏 ま え,論 点 をや や整 理 し簡

約 化 して,こ ん どは 多数 の ユ ーザ ーの 方 の ご意見 を伺 う予定 を樹 て た 。

とこ ろが,DDXが54年 度 よ り発 足 し,DDXに 対 す るユ ー ザ ーの反 応 も

調 査 した い との意 向が 出 て きた の で,55年 度 は,上 記総 合 ネ ッ トワー クへ の

ユー ザ ー ビ ジ ョン 一般 調 査 と ,DDXへ の反応 調 査 を併せ て行 な った 。

ま と めの 関 係上,55年 度 にDDX－ 新 デ ー タ網 に 関す る問 題点 調書 を先

に ま とめ た 。

今 年度 は,顕 揚主 題 で あ る総 合 ネ ッ トワー ク ・ビ ジ ョンに つい て ユ ー ザ ーの

熱 心 な ご意 見 をす べ て掲 げ,次 い で代 表 的 なご意 見 を提 出 され た 方 々を ゲ ス ト

と して お招 き し,電 電 公社 側,当 委 員 会側 か らも出席 して の対 話記 録 を掲 げた 。

なお,資 料 と して,今 回 の対 話 の基 礎 とな った 「ア ンケ ー ト見本 」 を付載 し

てあ る 。
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ア ンケ ー トに つ い て

この調 査 に関 す る ア ンケ ー トは,オ ン ラ イン化 ユ ーザ ーの み を対 象 と して ア

ンケー トを昭和55年12月10日 発 送56年2月10日 に〆 切 った 。

発 送 数

2,180

回 収 数

592

回 収 率

27.2%
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2.総 合 ネ ッ ト ワ ー ク に 関 す る

ア ン ケ ー ト調 査 結 果 グ ラ フ

一 末 尾 ・資 料 「ア ン ケ ー ト見本 」 参照 一
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専用線または特定通信回線を使 う次のような組み合わせの複合伝送

音声とファクシミリの複合伝送
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送伝合褄のターデとりこ
、
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ディジ タル化音声の利用

度用利の声音化ルタジイデ
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Q4次 のよ うな組み合 わせの ディジ タル化信号の複合伝送 についての現状

および今後の可能性

の複合伝送レ化 フ ァ ク シ ミタジイテと声音ヒレタジイテ
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ディジタル化音声 とディジタル化ファクシミリとディジタルデータ
の複合伝送

■1

糠 L

100

80

60

40

20

0
非
常
に
多
く
使
用

割
合
多
く
使
用

相
当
程
度
使
用

あ
る
程
度
使
用

殆
ど
使
用
し
な
い

使
用
し
な
い
か

17



通信回線を使 って音声でデー タをコンピュータに入力す る方式の利用度

オンライン遠隔音声入力

 

…
…

80

60

40

20

0

非
常
に
多
く
使
用

割
合
多
く
使
用

相
当
程
度
使
用

あ
る
程
度
使
用

殆
ど
使
用
し
な
い

使
用
し
な
い
か

一18－

Q5

7



'

音声応答装置の利用度

音声応答装置
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フ ァクシ ミリ入力の利用度

 

●リモ ー ト

FAX-OCR式方1第
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コ ン ピュ ー タ出力の フ ァクシ ミ リ伝 送 または ファ クシ ミリ出 力

FAX伝 送図形出力式方1第
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ファクシ ミリ伝送路の選択

電話網(ま たは公衆通信回線電話型)
100

1

現
在

80

60

40

20

0

非
常
に
多
く
使
用

割
合
多
く
使
用

相
当
程
度
使
用

あ
る
程
度
使
用

殆
ど
使
用
し
な
い

使
用
し
な

い
か

専用線(ま たは特定通信回線)
100

80

60

40

20

0

非
常
に
多
く
使
用

割
合
多
く
使
用

相
当
程
度
使
用

あ
る
程
度
使
用

殆
ど
使
用
し
な
い

使
用
し
な
い
か

専用網フ ァ ク シ
100

80

60

40

20

0

非
常
に
多
く
使
用

割
合
多
く
使
用

相
当
程
度
使
用

あ
る
程
度
使
用

殆
ど
使
用
し
な

い

使
用
し
な
い
か

一22－

Q9

「
'



XDD

[
川

U

5
年
後

■

現
在

100

80

60

40

20

非
常
に
多
く
使
用

0
割
合
多
く
使
用

相
当
程
度
使
用

あ
る
程
度
使
用

殆
ど
使
用
し
な
い

使
用
し
な
い
か

、

一23一

,



DEOTEXビジネス版V

XETOEDIV版スネジビ

[

川
]

5
年
後

80

60

非
常
に
多
く
使
用

割
合
多
く
使
用

相
当
程
度
使
用

あ
る
程
度
使
用

殆
ど
使
用
し
な

い

使
用
し
な
い
か

100

40

20

0

一24－

Q10

、



Q11-1企 業 内 オ ンラ イ ンシス テムの 場合 の 集 中 ・分散 型 につ いての 意見

企業内オンラインシステム

10

集 分 集 未
申 散 中 定
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葺

Q11-3民 間の 情報 サ ー ビス ・セ ン ター を介 す る企 業 間 オ ンライ ンシ ステ

ムの 場合 の集 中 ・分散 型 につ い ての意 見
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3.総 合 ネ ッ ト ワ ー ク に 関 す る

ア ン ケ ー ト調 査 結 果 集 計 表

一 末 尾 ・資料 「ア ンケ ー ト見本 」参 照 一
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Q2.専 用線または特定通信 回線 を使 う次の ような組み合わせの

複合伝送音声 とファク シミ リ

現 在 5年 後
'

Q22-13、14

利 用 度

業 種

1.

使 用
照 し
しな
ない
い

か

殆
ど

使

2.

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用

4.

割

合

多

く

使

用

5.

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1.

使用
用 し
しな
ない
いだ

かろ

殆 う
ど

使

2.

あろ
る う

程

度
使
用

す
る
だ

3、

相 ろ
当 う
程

度
使
用

す
る

だ

4.

割 ろ
合 う
多
く

使
用

す
る

だ

5.

非 だ
常 う
に う

多
く
使
用

す
る

合

計

1.農 ・林 ・ 漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1

2.鉱 業 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 2

一 次 産 業 計 2
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2

66.7

3

100.0

4.建 設 業 6 0 0 0 0 6 1 2 2 0 0 5

5.食 品 製 造 業 7 1 3 2 0 13 6 3 4 0 0 13

6.繊 維 工 業 9 1 1 2 0 13 1 3 1 6 2 13

7.紙 ・バ ル ブ ・紙 加 工 品 製 造 業 2 0 1 0 1 4 2 0 1 0 1 4

8.、 新 聞 ・ 業 ・ 出 版 業 1 2 1 0 0 4 1 0 0 2 1 4

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 1 1 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2

10.化 学 工 業 19 8 7 0 0 34 10 3 10 9 3 35

11.石 油 製 品 製 造 業 6 0 2 0 0 8 3 2 1 2 0 8

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 2 1 0 1 0 4 0 1 1 1 1 4

13.鉄 鋼 業 3 3 0 0 0 6 0 1 2 3 0 6

14.非 鉄金 属 製 造 業 ・金属 製 品 製造 業 5 4 2 0 0 11 5 2 2 2 0 11

」

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 8 3 0 0 0 11 3 2 4 1 1 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 15 4 2 5 1 27 5 7 8 4 4 28

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 7 3 3 1 0 14 2 3 4 2 3 14

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 1 3 0 0 0 4 0 1 1 2 0 4

19.そ の 他 の 製 造 業 5 1 0 0 0 6 1 4 0 1 0 6

二 次 産 業 計
97

58.0

35

2LO

22

13.2

11

6.6

2

1.2

167

1000

40

23β

36

214

41

24.5

35

2α8

16

9.5

168

100.0

一29-一
.



一一、

21.卸 業 ・ 商 社
19 9 6 2 1 37 8 9 8 7 5 37

22.小 売 業 14 1 1 0 0 16 5 3 4 1 2 15

一

23.金 融 業
47 14 5 1 0 67 28 13 16 6 5 68

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 1 1 1 2 0 5 0 0 2 2 1 5

25生 命保険業(含 代理業 ・サー ビス業) 2 1 1 0 2 6 1 1 2 1 1 6

2⑤ 損害保険業(含 代理業 ・サ ービス業) 3 1 1 0 0 5 1 1 21 1 0 5

27.不 動 産 業 1 0 1 0 0 2 1 0 0 1 0 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 9 1 2 1 0 13 5 1 4 1 2 臼

29、 電 力 ・ ガ ス 事 業 2 0 0 0 1 3 2 0 0 0 1 3

30.放 送 業
0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1

31,広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビス 業 2 0 0 0 0 2 1 1
.0
0 0 2

32.情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソフ トウ ェア 業 19 7 1 2 1 30 10 8 9 2 1 30

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

34.宗 教 法 人

35高 校

36.大 学 4 1 1 2 0 8 3 1 0 3 1 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 0
'

0 0 0 0

39.法 人 団 体 ・ 農 協
11 1 0 0 1 13

'
7 1 3 1 1 13

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 5 2 0 0 0 7 3 1 2 、1 0 7

三 次 産 業 計
140

64β

39

18.1

21

9.7

10

4.6

6

28

216

1000

75

34.7

40

1&5

54

250

27

12.5

20

9.3

216

100ρ

42.政 府 1 1 1 0 0 3 1 0 2 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 21 2 0 0 0 23 10 6 3 1 0 20

公 務 計
22

84」7

3

11.5

1

3β

0

0.0

0

α0

26

1000

11

47.9

6

26.1

5

2L7

1

43

0

α0

23

1000

全 産 業 計
261

63β

77

1&7

44

10.7

21

5.1

8

10

411

1000

127

309

82

2(LO

100

2▲4

63

1臥4

38

9.3

410

1000
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Q2.専 用線または特定通信回線 を使う次のような組み合わせの
複合伝送音声とデータ

現 在 5年 後

'

Q22-15,16

利 用 度

業 種

1.

使 用
吊 し
しな
ない
い

か

殆
ど

使

2,

あ

る

程

度

使

用

3,

相

当

程

度

使

用

4.

割

合

多

く

使

用

5.

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1,

使用
用 し

しな
ない
いだ

かろ

殆 う
ど

使

2,
s
あろ
る う

程
度

使
用
す
る

だ

3.

相 ろ
当 う

程
度

使
用

す
る
だ

4.

割 ろ
合 う

多
く

使
用
す
る
だ

5.

非 だ
常う
に う

多
く

使
用
す
る

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1

2.鉱 業 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

一 次 産 業 計 2

10α0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0ρ

2

100.0

1

50.0

0

0.0

0

α0

0

00

1

50.0

2

1000

4.建 設 業 5 1 0 0 0 6 0 3 1 2 0 6

5.食 品 製 造 業 7 0 5 0 1 13 6 3 4
.0

0 13

6.繊 維 工 業 8 1 2 1 1 13 4 3 1 3 2 13

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 3 0 1 0 0 4 1 0 2 1 0 4

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 0 3 1 0 0 4 0 0 1 2 1 4

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 0 2 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2

10.化 学 工 業
21 8 3 2 0 34 10 3 9 9 4 35

11.石 油 製 品 製 造 業 6 1 1 0 0 8 2 1 4 1 0 8

12. .窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 2 0 3 0 0 5 o 1 2 1 1 5

13.鉄 鋼 業 3 2 0 1 0 6 1 0 3 2 0 6

14.非 鉄 金 属製 造 業 ・金 属 製品 製 造業 7 3 1 0 0 11 5 1 5 0 o 11

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 8 2 0 1 0 11 3 2 5 0 1 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 15 4 4 2 2 27 7 8 8 4 1 28

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 11 1 2 0 0 14 3 5 4 1 1 14

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 2 2 0 0 0 4 1 1 1 1 0 4

19.そ の 他 の 製 造 業 、6 0 0 0 0 6 2 3 0 1 0 6

二 次 産 業 計
104

618

30

17.9

23

13」

7

4.2

4

2.4

168

100.0

45

26.5

36

2L2

50

29.3

28

1{L5

11

6.5

170

1000
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39

16
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5
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13
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0

2

認

1
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0

13

7

O⑳oo21

3

21

040201

0160041
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2
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3
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0
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1
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7

2

11

1
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1

0

3

1
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0

2

0
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0

3

0
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2

3
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7

3

11

1

1

3

1

3

0

0

0

12

1

0

(

0

1

1

5妬犯

1

4

・

棚

004021

10

4

19

1

0

0

0

2

0

0

1

8

0

0

0

2

3

'70(乙52

0

2
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2卵胞

8

5

20
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2

2

1

1

5

2

0

1

7

0

3

0

5

3

55962

0

11

915141

320V221
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か
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5

6

5

2

13

3

1

2

31

1

8

0

13

7

'0801021

3

24

07020'

0501041

2

0

0

0

2

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

352

0

1

713

4021

2

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

β

0

1

0

0

0

∬83

0

1

'7100

θ631

6

1

5

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

2

0

2

0

3881

1

2

3

…

遍"10

8

1

15

3

0

1

0

3

0

0

0

7

O

2

0

2

2

2μ飢

1

1

427・

36871

19

14

鵠

2

3

4

1

8

2

1

2

21

1

3

0

9

5

53'0461

1

19

」04ワー7

80∨4662

社商
.

業卸肌

業売小2

業融金田

業引取品商
.

業券証別

割白ヂ菓鯉ぽ麟鍬生宏

劇甑テ菓鯉⇔麟離⊇2

業産動不"

業信通
.

輸運怨

業
.事スガ

・

力電四

業送放皿

業スビ
ー

サ供捷報精査溺告広肌

業」け〃業幽
一
サ理処報情Ω

薬療医田

人法数宗鵠.

校高諏

学大頭

関機育
'教の他のぞ訂

関機究研術学鍬

協農
・

体団人才瞼

業スビ
ー

サの他のぞ姐

計業産次三

府政Ω

体団共公方地Ω

計務公

計業産金

一32一



Q2.専 用線 または特定通信回線を使 う次の ような組み合わせの

複合伝送 ファクシ ミリとデータ

後年5

合

計

1

1

02001

6

13

13

5
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2

鈎

8

7

6

11

11

四

14

4

7

0750011

だ
ろ

う5非常に

多
く
使
用

す
る

1

0

0105

1

2

3

2

3

0

5

1

4

0

1

4

4

2

2

2

63620

4

豹
多
く

質
す
る
だ

0

0

000

4

2

4

0

1

1

8

2

1

2

5

0

11

3

0

1

」45肪

3

勤
程
度
使
用
す
る
だ

0

1

-

蜘

1

3

3

1

0

0

14

1

0

2

3

3

6

5

1

2

75542

ろ

う2ある
程

度
使
用

す
る
だ

0

0

000

0

2

2

2

1

1

3

2

0

2

0

2

3

4

1

2

47521

L

用
し
な
い

だ
ろ

う使用しないか殆
ど

使

0

0

000

0

4

1

0

0

0

4

2

2

0

2

2

5

0

0

0

β212

在現

合

計
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0

0
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4

割
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使

用

0

0
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0

1
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2
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0
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あ
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程

度
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0
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000
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1
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吊
し
な
い使用しな
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か
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1

1

02001

2

7

6

3

1

1

19

4

3

、

4

7

8

15

10

1

5

β6595

18既一

度2用利

種Ω業

業殖養産水
水

猟狩
.

漁
.

琳農L

業鉱2

計業産次
一

業設建4

業造製品食5

業工雑載α

業造製品工加紙プルパ鵡7

業版出
・

業間新8

業産連関同
・

業刷印9

業工学化皿

業造製品製油石口

業造製品製本土
.

業窯巳

業鋼鉄は

業造製品製属金
.

業造型属金鉄非"

業造製具器械機殿
一

口

業造型具器械機気電路

業造型具器械機用送輸口

業造製具器械機密精凪

業造製の他のぞ凪

計業産次二

一33一



21.卸 業 ・ 商 社 21 7 6 1 1 36 9 5 14 6 6 40

22.小 売 業 13 1 1 0 1 16 5 2 3 2 4 16

23.金 融 業 45 18 5・ 0 0 68 20 17 16 9 6 68

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 1 1 2 1 0 5 0 0 1 3 1 5

25生 命保 険業(含 代理業 ・サ ービス業) 3 1 0 1 1 6 2 0 2 1 1 6

26.損 害保 険業(含 代理業 ・サ ー ビス業)
、

5 0 0 0 0 5 0 1 2 2 0 5

27.不 動 産 業 1 0 1 0 . 0 2 1 0 0 1 0 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 7 2 3 0 1 13 2 2 4 3 2 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 1 1 0 1 0 3 0 3 0 0 0 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 2 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 2

32.情 報 処 理サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア業 20 5 2 4 0 31 3 11 9 6
.8
37

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1

34.宗 教 法 人

35高 校

36.大 学 4 0 1 1 2 8 2 2 0 2 2 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39.法 人 団 体 ・ 農 協 8 4 0 1 0 13 2 3 4 4 1 14

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 6 0 1 0 0 7 1 2 3 .1 0 7

三 次 産 業 計
139

64.1

40

1&4

22

1《M

10

4δ

6

28

217

100ρ

48

21』

49

21.6

58

255

41

1&1

31

13フ

227

100ρ

42.政 府 1 2 0 0 0 3 1 0 1 0 1 3

43.地 方 公 共 団 体 20 2 2 0 0 24 8 7 1 1 4 21

公 務 計
21
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4

148

2

7.4

0
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0

00
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9

37.5
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1
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5
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全 産 業 計
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1駄4
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17.1
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Q2.専 用線 または特定通信回線 を使 う次の ような組み合わせの
音声 とファク シミリとデー タ

ー

後年5

合

計
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度2用利

種鑓業

業殖養産水
.

猟狩
.

漁
・

琳農工

業鉱2

計業産次一

業設建4

業造製品食5

業工維繊6

業造製品工加紙プルパ鵡7

業販出
・

業間
.新&

業産連関同
・

業刷印⑨

業工学化皿

業造製品製油石H

業造製品梨木土
.

業窯昆

業鋼鉄凪

業造製品製属金
・

業造製属金鉄非M

業造型具器械機船
一

品

業造型具器械機気電品

業造型具器械機用送輸口

業造製具器械機密精凪

業造製の他のぞ凪

針葉産次二
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21.卸 業 ・ 商 社 28 3 5 1 0 37 11 8 6 10 6 41

22.小 売 業 15 1 1 0 0 17 5 2 4 3 3 17

23.金 融 業 56 12 0 0 0 68 29 13 12 9 5 68

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 2 2 1 0 0 5 1 0 2 2 0 5

25.生 命保険業(含 代理業 ・サー ビス業) 3 1 0 0 2 6 2 0 0 2 2 6

26,損 害保 険業(含 代理業 ・サー ビス業) 5 0 0 0 0 5 2 0 3 0 0 5

27.不 動 産 業 1 1 0 0 0 2 1 0 1 0 0 2

2&運 輸 ・ 通 信 業 9 2 2 0 0 13 4 0 4 2 3 13

29、 電 力 ・ ガ ス 事 業 2 0 0 0 1 3 2 0 0 1 0 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 2 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 2

32.情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア業 22 5 2 1 0 30 7 10 8 4 2 31

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

34.宗 教 法 人

35高 校

36.大 学 5 1 0 2 0 8 3 2 0 2 1 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 12 1 0 0 0 13 5 2 3 2 1 13

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 6 1 0 0 0 7 3 3 1 0 0 7

三 次 産 業 計 170

7&0

30

138

11

5.0

4

18

3

1.4

218

10《瓦0

77

345

41

18.4

45

20.2

訂

16.6

23

103

223

10α0

42.政 府 2 1 0 0 0 3 1 1 1 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 24 1 0 0 0 25 12 5 5 1 0 23

公 務 計
26

92.9

2

7.1

0

0.0

0

00

0

0.0

宏

100.0

13

50.0

6

23.1

6

23.1

1

38

0

0.0

26

100.0

全 産 業 計
326

78.0

51

122

27

6.5

ll

2惑

3

0.7

418

1000

134

32.0

79 93

18822.11

72

17.1

42

10.0

420

100.9

一36一



Q3.デ ィジタル化音声の利用

現 在 5年 後

Q32-21,22

利 用 度

業 種

1,

使用
閉 し
しな

ない
い

か
殆
ど

使

2.

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用

4.

割

合

多

く

使

用

5.

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1,

使用
用 し
しな
ない
いだ

か ろ

殆 う
ど

使

2,

あろ
るう

程

度
使
用
す
る

だ

3.

相 ろ

当 う
程
度

使
用
す
る

だ

4.

割 ろ

合 う
多
く

使
用
す
る

だ

5,
合非 だ1

常う
に う
多

く
使
用

す
る
計

1.農 ・林 ・ 漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

2.鉱 業 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

一 次 産 業 計
2

1000

0

0.0

0

α0

0

0.0

0

0.0

2

10α0

1

10《LO

0

00

0

0.0

0

0.0

0

α0

1

1000

4.建 設 業 5 1 0 0 0 6 0 2 2 2 0 6

5,食 品 製 造 業 7 3 1 1 1 13 2 5 1 3 2 13

6.繊 維 工 業 13 0) 0 0 0 13 2 3 4 4
`0
13

7.紙 ・バ ル ブ ・紙 加 工 品 製 造 業 3 0 1 0 0 4 1 1 1 0 2 5

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 4 1 .0 0 0 5 0 1 1 2 1 5

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 0 2 0 0 0 2 0 1 0 1 0 2

10.化 学 工 「業 32 2 2 0 0 36 7 7 14 5 3 36

11.石 油 製 品 製 造 業 9 0 0 0 0 9 0 3 4 1 1 9

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 4 1 0 0 0 5 2 3 2 0 0 7

13.鉄 鋼 業 5 1 0 0 0 6 0 3 2 1 0 6

14.非 鉄 金 属 製 造 業 ・金属 製 品 製 造業 10 2 0 0 0 12 3 2 4 2 1 12

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 9 1 0 1 0 11 2 4 2 2 1 ll

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 25 3 1 0 0 29 3 7 12 3 3 28

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 11 2 0 1 0 14 4 3 3 3 1 14

、

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 3 1 0 0 0 4 1 1 1 1 0 4

19.「 そ の 他 の 製 造 業 7 0 0 0 0 7 2 2 2 0 0 6

二 次 産 業 計
147

83.5

⑳

114

5

2.8

3

1.7

1

06

176

100.0

29

16.4

48

27.1

55

31.1

30

16.9

15

8.5

177

1000
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一一

21.卸 業 ・ 商 社 33 7 1 0 1 42 9 15 9 7 4 44

22.小 売 業 16 1 0 0 0 17 7 2 7 0 1 17

23.金 融 業 56 10 3 0 0 69 19 16 16 11 7 69

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 2 3 0 0 0 5 0 0 3 2 0 5

25生 命保 険業(含 代理業 ・サー ビス業) 5 0 0 0 1 6 2 1 1 1 1 6

26,損 害保 険業(含 代理業 ・サー ビス業) 5 0 0 0 0 5 2 0 3 0 0 5

27.不 動 産 業 2 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 13 0 0 0 0 13 3 5 3 2 0 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 2 1 0 0 0 3 2 0 0 1 0 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 2 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 2

32,情 報 処 理サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア業 24 6 1 0 0 31 6 10 8 5 2 31

33.医 療 業

34.宗 教 法 人

35.高 校

36.大 学 7 1 0 0 0 8 3 1 1 3 0 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 12 2 0 0 0 14 7 2 3 2 1 15

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 5 2 0 0 0 7 2 3 1 1 0 7

三 次 産 業 計
185

822

33

14フ

5

22

0

0.0

2

09

225

100.0

65

28.3

56

24.5

57

24.9

35

15.3

16

7.0

229

1000

42.政 府 3 0 0 0 0 3 1 1 1 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 24 1 0 0 0 25 13 6 3 1 0 23

公 務 計
27

96.4

1

3㊨

0

0.0

0

00

0

00

28

100.0

14

53.9

7

26.9

4

15.4

1

38

0

α0

26

1000

全 産 業 計
361

83.8

54

12.5

10

23

3

07

3

α7

431

10α0

109

252

ll1

25.6

116

26.8

66

152

31

7.2

433

10《LO

ノ
ー38-

..



Q4.次 の ような組み合わせのデ ィジタル化信号の複合伝送につい ての現状
お よび今後の可能性

デ ィジタル化音声 とデ ィジタル化 ファク シミリ

寸

現 在 5年 後

'

Q4.2-23,24

利 用 度

'

業 種

1.

使 用
用 し

しな

ない
・い'

か

殆

ど

使

2,

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用.

4.

割

合

多

く

使

用

5.

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1.

使用
用 し
しな
ない
いだ

かろ

殆 う
ど
使

2.

あろ
る う

程
度

使
用
す
る

だ

3.

相 ろ
当 う

程
度

使
用

す
る
だ

4,

割 ろ
合 う

多
く

使
用

す
る
だ

5,

非 だ
常う
に う

多
く
使
用

す
る

合

計

1,農 ・林 ・漁 ・ 狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1

2.鉱 業 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1

一 次 産 業 計
1

50.0

0

00

1

50.0

0

0ρ

0

0.0

2

100.0

0

00

0

0.0

1

5α0

1

50.0

0

0.0

2

'ooo

4.建 設 業 6 0 0 0 0 6 0 2 2 1 0 5

5食 品 製 造 業 8 2 3 0 0 13 4 4 2 1 2 13

6.繊 維 工 業 11 2 0 0 0 13 3 3 4 3 0 13

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 3 0 0 0 0 3 2 1 1 0 0 4

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 2 2 0 0 0 4 0 0 2 2 0 4

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 0 0 2 0 1 1 0 0 2

10.化 学 工 業 28 2 4 0 0 34 8 10 9 5 3 35

11.石 油 製 品 製 造 業 7 0 0 0 0 7 3 0 3 0 1 7

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 4 0 0 0 0 4 0 3 1 1 0 5

13.鉄 鋼 業 5 1 0 0 0 6 0 4 1 1 0 6

14.非 鉄 金 属 製 造業 ・金 属 製 品 製 造 業 10 1 0 0 0 11 4 2 2 3 0 11

、

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 9 2 0 0 0 11 4 2 5 0 0 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 箆 4 1 0 0 27 4 9 10 3 1 27

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 11 2 0 1 0 14 3 2 5 3 1 14

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 1 1 2 0 0 4 1 0 1 2 0 4

19.そ の 他 の 製 造 業 6 0 0 0 0 6 3 0 1 1 0 5

二 次 産 業 計
135

81β

19

'1.5

10

6.1

1

0.6

0

0.0

165

'00.0

39

23.5

43

25.9

50

30.1

26

15フ

8

48

166

100ρ
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21.卸 業 ・ 商 社 29 6 3 0 0 38 8

1

11 9 8 2 38

22.小 売 業 14 1 0 0 0 15 5 5 3 1 1 15

23.金 融 業 51 12 3 0 0 66 24 11 18 8 4 65

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 2 3 0 0 0 5 0 0 3 2 0 5

25生 命保険業(含 代理業 ・サ ービス業) 4 1 0 0 1 6 1 1 2 1
`

0 5

26.損 害保 険業(含 代理業 ・サ ービス業) 5 0 0 0 0 5 2 2 0 0 0 4

27.不 動 産 業 2 0 0 0 0 2 1 0 0 1 0 2

2&運 輸 ・ 通 信 業 12 1 0 0 0 13 5 2 3 2 0 12

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 2 1 0 0 0 3 2 0 0 1 0 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

31,広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビス 業 2 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2

32.情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア 業 25 4 0 n 1 30 9 10 9 2 1 31

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

34.宗 教 法 人

35.高 校

36.大 学 6 2 0 0 0 8 3 0 2 3 0 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

3&学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39.法 人 団 体 ・ 農 協 11 2 0 0 0 13 6 2 1 2 1 12

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 5 1 0 0 0 6 2 3 1 0 0 6

三 次 産 業 計
172

8α4

34

150

6

28

0

砿0

2

09

214

1000

68

32.4

49

23.3

53

25.2

31

14.8

9

43

210

1000,

42.政 府 3 0 0 0 0 3 1 2 0 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 22 1 0 0 0 23 13 3 4 1 0 21

公 務 計
25

96.2

1

38

0

α0

0

00

0

0ρ

26

1000

14

58.3

5

208

4

16.7

1

42

0

0.0

24

10α0

全 産 業 計
333

8L8

54

13.3

17

4.2

1

α2

2

α5

407

100ρ

121

3α1

97

24.1

108

26θ

59

14.7

17

4.2

402

ハ0α0

一40一



Q4.次 の ような組み合わせのデ ィジタル化信号 の複合伝送についての
現状 お よび今後の可能性デ ィジタル化音声 とディジタルデー タ

現 在 5年 後

Q4.2-25,26

利 用 度

業 種

1.

使 用
用 し
しな
ない
い

か

殆
ど

使

2,

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用

4,

割

合

多

く

使

用

5,

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1,

使用
用 し
しな
ない
いだ

かろ
殆 う

ど

使

2,

あろ
る う

程
度

使
用
す
る

だ

3.

相 ろ

当 う
程
度

使
用
す
る

だ

4,

割 ろ

合 う
多
く

使
用
す
る
だ

5。

非だ

常 う
に う

多
く

使
用
す
る

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1

無

0 0
'0

0 1 0 0 0 1 0 1

2.鉱 業 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1

一 次 産 業 計
1

5《LO

0

0ρ

1

50.0

0

0.0

0

α0

2

10〔LO

0

α0

0

0.0

1

5《LO

1

50ρ

0

α0

2

10α0

4.建 設 業 6 0 0 0 0 6 0 2 2 1 0 5

5.食 品 製 造 業 8 2 3 0 0 13 4 4 2 1 2 13

6.繊 維 工 業 11 2 0 0 0 13 3 3 6 1 0 13

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 3 0 0 0 0 3 1 1 1 1 0 4

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 4 1 0 0 0 5 0 1 2 1 0 4

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2

10.化 学 、 工 業 29 2 3 0 0 34 9 9 9 5 3 35

11.石 油 製 品 製 造 業 7 0 0 0 0 7 2 1 3 0 1 7

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 4 1 0 0 0 5 0 2 2 1 0 5

13.鉄 鋼 業 5 1 0 0 0 6 0 4 1 1 0 6

14.非 鉄 金 属 製造 業 ・金 属 製品 製 造 業 10 1 0 0 0 11 4 1 2 3 1 i1

15.一 般 機 械 器 具 製 造 業 9 2 0 0 0 11 2 `2 6 1 0 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 24 1 2 1 0 28 5 6 12 3 2 28

17,輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 12 2 0 0 0 14 4 3 5 2 0 ・14

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 1 1 2 0 0 4 1 0 1 2 0 4

19・ そ の 他 の 製 造 業 6 0 0 0 0 6 2 1 1 0 1 5

二 次 産 業 計
141

830

15

8.9

10

60

2

L2

0

0.0

168

100.0

37

22.2

42

251

55

329

23

13.8

10

6ρ

167

10α0
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21.卸 業 ・ 商 社 26 7 3 1 0 37 5 8 12 9 4 38

22.小 売 業 15 0 0 0 0 15 5 5 3 0 1 14

23.金 融 業 52 12 2 0 0 66 17 17 15 9 6 64

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 2 3 0 0 0 5 0 0 3 1 1 5

25生 命保険業(含 代理業 ・サービス業) 4 1 0 0 1 6 1 1 2 1. 0 5

26,損 害保険業(含 代理業 ・サ ービス業) 5 0 0 0 0 5 1 3 0 0 0 4

27.不 動 産 業 2 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 12 1 0 0 0 13 5 3 3 2 0 131

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 2 1 0 0 0 3 2 0 0 1 0 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 2 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2

32.情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア業 24 5 0 0 1 30 9 7 13 1 1 31

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

34.宗 教 法 人

35.高 校

36.大 学 6 2 0 0 0 8 3 0 2 3 0 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39.法 人 団 体 ・ 農 協 11 3 0 0 0 14 6 1 1 4 1 13

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 5 1 0 0 0 6 3 2 1 0

'

0 6

三 次 産 業 計 170

795

36

1航8

5

23

1

α5

2

0刃

214

1000

58

27.5

51

24.3

56

26.7

31

14.8

14

6.7

210

100.0

42.政 府 2 1 0 0 0 3 0 2 1 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 2 1 0 0 0 24 13 4 3 2 0 22

公 務 計
25

926

2

74

0

α0

0

α0

0

0.0

27

10α0

13

520

6

24.0

4

160

2

&0

0

00

25

1000

全 産 業 計
337

820

53

12.9

16

3ぶ

3

03

2

0.5

411

1000

108

26.7

99

245

116

2&8

57

14.1

24

59

404

10《LO

－42一



Q4.次 の ような組み合わせのデ ィジタル化信号 の複合伝送につい ての現状
お よび今後 の可能性

デ ィジタル化 ファク シミリとデ ィジタルデ ータ

現'在 5年 後

Q42-27,28

利 用 度

業 種

1.

使 用
用 し
しな
ない
い

か
殆
ど

使

2.

あ

る

程

度

使

用

3,

相

当

程

度

使

用

4.

割

合

多

く

使

用

5,

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1.

使用
用 し
しな
ない
いだ

かろ

殆 う
ど

使

2,

あろ
る う

程

度
使
用

す
る

だ

3.

相 ろ

当 う
程
度

使
用

す
る

だ

4,

割 ろ

合 う
多
く

使
用

す
る

だ

5.

非 だ

常う
に う
多
く

使
用
す
る

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・ 狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1

2.鉱 業 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1

一 次 産 業 計
1

5{LO

0

α0

0

00

1

50.0

0

00

2

1000

0

α0

0

0.0

0

α0

0

0』

2

1000

2

10《LO

4.建 設 業 5 1 0 0 0 6 0 0 3 1 1 5

5食 品 製 造 業 6 3 2 2 0 13 4 1 3 3 2 13

6.繊 維 工 業 10 2 0 0 0 12 2 1 5 4 1 13

7.紙 ・バ ル ブ ・紙 加 工 品 製 造 業 2 0 1 0 0 3 0 2 1 0 1 4

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 2 2 0 0 0 4 0 0 1 2 2 5

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 0 0 2 0 1 0 1 0 2

10.化 学 工 業 27 3 4 1 0 35 5 4 12 8 6 35

11.石 油 製 品 製 造 業 6 0 1 0 0 7 2 1 1 1 3 8

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 4 1 0 0 0 5 0 2 2 0 3 7

13.鉄 鋼 業 4 0 2 0 0 6 0 2 1 3 0 6

14.非 鉄 金 属 製 造 業 ・金 属製 品 製 造業 8 2 1 0 0 11 1 2 1 7 0 11

15.一 般 機 械 器 具 製 造 業 8 1 1 0 1 11 0 3 3 2 3 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 21 5 2 0 0 田 0 6 11 7 4 28

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 12 1 1 0 0 14 2 1 4 5 2 14

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 1 0 2 1 0 4 1 0 0 1 2 4

19.そ の 他 の 製 造 業 5 0 0 0 1 6 1 1 2 1 1 6

二 次 産 業 計
1鴉

7a6

21

1a6

17

102

4

24

2

L2

167

1000

18

105

27

157

50

29.ユ

46

26π

31

1&0

172

1000

一43一



21.卸 業 ・ 商 社 18 6 4 0 0 28 8 6 13 10 3 40

22.小 売 業 13 1 0 1 0 15 2 4 6 1 2 15

23.金 融 業 51 11 3 1 0 66 18 14 18 6 9 65

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 1 2 1 1 0 5 0 0 2 2 1 5

25.生 命保険業(含 代理業 ・サ ービス業) 4 1 0・ 1 0 6 1 1 3 0 0 5

26.損 害保 険業(含 代理業 ・サー ビス業) 4 1 0 0 0 5 0 2 1 1 0 4

27.不 動 産 業 1 0 1 0 0 2 1 0 0 1 0 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 9 3 0 0 0 12 2 5 1 5 0 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 2 0 1 0 0 3 1 1 0 1 0 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

31.広 告 ・調 査'情 報 提 供 サ ー ビス 業 2 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2

32.情 報 処 理 サ ー ビス 業 ・ソ フ トウ ェア 業 24 3 2 0 1 30 6 7 10. 5 3 31

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1.

34.宗 教 法 人

35高 校

36.大 学 5 3 0 0 0 8 2 2 2 2 0 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39.法 人 団 体 ・ 農 協 9 3 2 0 0 14 4 2 2 2 5 15

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 5 1 0 0 0 6 3 2 1 0 0 6

三 次 産 業 計
150

73.4

35

172

14

63

4

助

1

0.5

204

100.0

48

222

49

227

59

274

37

17.1

23

1《瓦6

216

10α0

42.政 府 馳 1 2 0 0 0 3 0 2 0 1 0 3

43.地 方 公 共 団 体 22 1 1 0 0 24 10 6 4 0 2 22

公 務 計
23

852

3

11.1

1

3.7

0

00

0

0.0

勿

1000

10

4α0

8

3ao

4

16.0

1

40

2

&0

25

100ρ

全 産 業 計
297

74.1

59

14£

32

&0

9

2.3

3

0.8

400

100.0

76

1&3

84

2α2

113

27.3

84

202

58

14.0

415

1000
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Q4.次 の ような組み合わせ のデ ィジタル化通信の複合伝送についての現状
お よび今後の可能性

デ ィジタル化音声 とデ ィジタル化 ファクシミ リとデ ィジタルデータ

現 在 5年 後

Q42-29,30

利 用 度

業 種

1.

使 用
用 し
しな
ない
い

か

殆
ど

使

2.

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用

4,

割

合

多

く

使

用

5.

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1,

使用
用 し

しな
ない
いだ

かろ
殆 う
ど

使

2,

あろ
る う

程
度

使
用
す
る

だ

3.

相 ろ
当 う
程

度

使
用

す
る
だ

4.

割 ろ
合 う

多
く

使
用

す
る
だ

5.

非だ
常 う
に う

多
く

使
用

す
る

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1

2.鉱 業 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

一 次 産 業 計
2

10α0

0

似0

0

00

0

α0

0

砿0

2

1000

0

α0

0

ぴ0

1

50.0

1

5{LO

0

00

2

1000

4.建 設 業 6 0 0 0 0 6 1 1 3 0 0 5

5.食 品 製 造 業 9 1 1 1 1 13 4 3 0 4 2 13

6.繊 維 工 業 12 1 0 0 0 13 3 3 4 2 1 13

7.紙 ・パ ル プ ・ 紙 加 工 品 製 造 業 3 0 0 0 0 3 2 0 1 0 1 4

8.新 聞 ・ 業 ・ 出 版 業 3 1 0 0 0 4 1 0 2 1 0 4

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2

10.化 学 工 業 27 3 3 1 0 34 8 7 11 6 3 35

11.石 油 製 品 製 造 業 7 0 0 0 0 7 1 0 5 0 1 7

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 4 1 0 0 0 5 0 2 3 1 0 6

13.鉄 鋼 業 5
1
0 0 0 6 2 2 1 1 0 6

14.非 鉄 金 属 製 造 業 ・金 属 製品 製 造業 11 1 0 0 0 12 5 3 0 3 1 12

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 8』 3 0 0 0 11 2 3 3 2 1 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 23 3 1 0 0 27 5 7 8 5 3 28

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 12 1 1 0 0 14 4 3 3 4 0 14

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 1 1 2 0 0 4 1
噛1

0 1 1 4

19.そ の 他 の 製 造 業 6 0 0 0 0 6 2 3 2 0 0 7

二 次 産 業 計
139

83.2

17

1α2

8

4.8

2

12

1

α6

167

1000

41

24.0

40

234

46

262

30

17.5

14

&2

171

10ρ0
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一ーー一.・一

21.卸 業 ・ 商 社 30 7 2 1 0 40 9 8 11 8 6 42

22.小 売 業 15 1 0 0 0 16 6 3 3 2 1 15

23.金 融 業 55 10 1 0 0 66 田 15 14 9 5 64

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 2 2 1 0 0 5 0 0 3 1 1 5

25,生 命保険業(含 代理業 ・サービス業) 4 1 0 0 1 6 1 1 2 1
1

1 6

26.損 害保険業(含 代理業 ・サービス業) 5 0 0 0 0 5 0 4 0 0 0 4

27.不 動 産 業 2 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 11 1 0 0 0 12 2 6 3 2 0 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 2 0 1 0 0 3 2 0 0 0 1 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビス 業 2 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2

32,情 報 処 理 サ ー ビス 業 ・ソフ トウ ェア 業 24 4 1 0 1 30 10 9 6 4 2 31

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

34.宗 教 法 人

35高 校

36.大 学 5 3 0 0 0 8 3 0 2 3 0 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0

、

0 0 0 1 0 0 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 11 2 1 0 0 14 5 3 3 1 1 13

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 5 1 0 0 0 6 3 2 1 0 0 6

三 次 産 業 計
175

8α7

32

14.7

7

3.2

1

α5

2

0.9

217

10α0

64

29.5

54

24.9

50

230

31

1▲3

18

&3

217

10⑰0

42.政 府 3 0 0 0 0 3 1 2 0 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 24 0 0 0 0 24 12 6 3 0 1 2

公 務 計
27

100.0

0

0.0

0

α0

0

α0

0

⑰0

27

10α0

13

52.0

8

32.0

3

i2.0

0

00

1

4.0

25

100.0

全 産 業 計
343

83.1

49

11θ

15

3～6

3

0フ

3

⑰7

413

100.0

118

2&4

102

2↓6

100

24.1

62

14.9

33

8.0

415

10{LO
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Q5.通 信回線 を使 って音声でデー タをコンピュータに入力す る方式の利用度

現 在 5年 後

Q52-31,32

利 用 度

業 種

1,

使用
吊 し
しな
ない
い

か

殆
ど
使

2.

あ

る

程

度

使

用

3.

'相

当

程

度

使

用

4,

割

合

多

く

使

用

5.

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1.

使用
用 し

しな
ない
いだ

か ろ

殆 う
ど

使

2.

あろ
る う

程
度
使
用

す
る
だ

3.

相 ろ
当 う
程

度
使
用

す
る
だ

4.

割 ろ
合 う

多
く
使
用

す
る
だ

5,

非 だ
常う
に う

多
く

使
用

す
る

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1・ 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

2.鉱 業 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

一 次 産 業 計
2

10α0

0

00

0

砿0

0

α0

0

α0

2

10α0

0

α0

1

5α0

1

50.0

0

(LO

0

0.0

2

1000

4.建 設 業 6 0 0 0 0 6 0 4 2 0 0 6

5.食 品 製 造 業 9 3 1 0 0 13 4 5 1 2 1 13

6.繊 維 工 業 13 0 0 0 0 13 2 5 5 1 0 13

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 .4 1 0 0 0 5 1 1 1 1 1 5

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 4 1 0 0 0 5 0 3 2 0 0 5

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2

10.化 学 工 業 32 3 1 0 0 36 13 12 7 3 2 37

11.石 油 製 品 製 造 業 6 2 0 0 0 8 2 4 1 0 2 9

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 5 0 0 0 0 5 1 1 5 0 0 7

13.鉄 鋼 業 6 0 0 0 0 6 1 3 2 0 0 6

14.非 鉄金 属 製 造 業 ・金 属製 品 製 造 業 10 0 2 0 0 12 3 1 4 3 1 12

15.一 般 機 械 器 具 製 造 業 8 2 0 0 1 11 1 3 3 2

'

2 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 27 2 0 0 0 29 10 8 9 2 0 29

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 11 2 1 0 0 14 2 6 2 3 1 14

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 2 2 0 0 0 4 0 1 2 1 0 4

19.そ の 他 の 製 造 業 5 1 0 0 0 6 2 1 1 2 0 6

二 次 産 業 計
150

85.6

19

1(L9

5

29

0

0.0

1

0δ

175

10αOl

42

23.5

60

33.4

47

26.3

20

11.2

10

5⑮

179

10α0
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18

69

5
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4

2

13

3

1

2
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1
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3
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1
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0
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0
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0

1

0

6292

0

1

'
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2

0

8

0
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0
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0
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1

0
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0
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』00
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2

7

0

15

1

0
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0

0
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0

0
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0
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17
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Q6.音 声応答装置の利用度

現 在 5年 後

Q62-33,34

利 用 度

業 種

1.

使用
用 し
しな

ない
い

か
殆
ど

使

2.

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用'

4,

割

合

多

く

使

用

5,

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1,

使用
用 し
しな
ない
いだ

かろ

殆 う
ど

使

2.

あろ
る う

程
度

使
用
す
る

だ

3.

相 ろ
当 う

程
度

使
用
す
る

だ

4.

割 ろ
合 う

多
く

使
用
す
る

だ

5

非だ
常 う
にう

多
く

使
用
す
る

合

計

1.農 ・林 ・ 漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

2.鉱 業 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1

一 次 産 業 計
1

50.0

0

α0

1

5α0

0

00

0

0.0

2

1000

0

砿0

0

0.0

2

100.0

0

α0

0

α0

2

100.0

4.建 設 業
6 0 0 0 0 6 1 1 3 0 0 5

5食 品 製 造 業 9 1 2 1 0 13 2 6 2 2 1 13

6,繊 維 工 業 12 1 0 0 0 13 3 3 5 1 1 13

7.紙 ・バ ル ブ ・紙 加 工 品 製 造 業 3 1 0 0 0 4 1 2 1 0 1 5

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 4 1
'0
0 0 5 0 2 3 0 0 5

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 2

10.化 学 工 業 30 4 2 0 0 36 ll 10 13 1 2 37

11.石 油 製 品 製 造 業 6 1 1 0 0 8 0 3 4 0 2 9

.12窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業
5 0 0 0 0 5 1 1 4 1 0 7

13.鉄 鋼 業 4 2 0 0 0 6 1 0 3 2 0 6

14.非 鉄 金 属 製 造 業 ・金属 製 品 製造 業 9 2 1 0 0 12 1 3 5 2 1 12

15.一 ・般 機 械 器 具 製 造 業 8 1 1 1 0 11 1 2 5 2 1 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 23 4 2 0 0 29 6 8 10 4 1 29

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 11 2 1 0 0 14 3 3 3 5 0 14

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 2 0 2 0 0 4 0 0 2 1 1 4

19.そ の 他 の 製 造 業 6 1 0 0 0 7 2 3 2 0 0 7

二 次 産 業 計
140

8〔LO

21

12.0

12

甑9

2

1.1

0

《LO

175

100.0

34

19.0

48

26.8

65

36.4

21

11.7

11

鼠1

179

1000

一49一



21.卸 業 ・ 商 社 30 9 2 1 0 42 11 10 14 5 4 44

22.小 売 業 15 1 1 0 0 17 6
'4

5 0 3 18

23.金 融 業 47 13 8 0 1 69 9 16 19 14 11 69

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 3 2 0 0 0 5 0 0 4 1 0 5

25生 命 保険業(含 代理業 ・サービス業) 4 1 0 0 1 6 1 2 0 3
1

0 6

26.損 害保険業(含 代理業 ・サ ービス業) 5 0 0 0 0 5 1 2 1 0 0 4

27.不 動 産 業 2 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 11 2 0 0 0 13 5 2 3 ,2 1 13・

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 2 1 0 0 0 3 2 0 0 1 0 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

31,広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 2 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2

32.情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア業 26 4 0 0 0 30 6 12 7
'6

0 31

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1

34.宗 教 法 人

35高 校

36.大 学 4 2 1 1 0 8 2 1 1 4 0 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 12 1 1 0 0 14 3 5 3 3 1 15

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 5 1 1 0 0 7 5 0 0 1 1 7

三 次 産 業 計
170

75δ

37

164

14

ぴ2

2

α9

2

α9

225

1000

52

22.6

58

25.2

58

252

40

174

22

9.6

230

1000

42.政 府 3 0 0 0 0 3 1 1 0 1 0 3

43.地 方 公 共 団 体 24 1 0 0 0 お 13 5 3 2 1 24

公 務 計
27

9&4

1

3遍

0

00

0

α0

0

α0

28

100⑩

14

51θ

6

222

3

11.1

3

1L1

1

3.7

27

1000

全 産 業 計
338

7&6

59

'3.7

27

63

4

α9

2

0.5

430

1000

100

22.8

112

25δ

128

292

64

14.6

34

78

綴

10α0

一50一



Q7.リ モ ー ト ・ファク シ ミリ入力 の利用度
第一方式FAX-OCR

現 在 5年 後

Q72-35,36

利 用 度

業 種

1.

使 用
用 し
しな

ない
い

か

殆
ど

使

2,

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用

4.

割

合

多

く

使

用

5.

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1.

使用
用 し

しな
ない
いだ

か ろ

殆 う
ど

使

2.

あろ
る う

程
度

使
用
す
る

だ

3.

相 ろ
当 う

程
度

使
用
す
る

だ

4,

割ろ
合 う

多
く

使
用
す
る
だ

5.

非だ
常う
に う

多
く

使
用
す
る

合

計

1.農 ・林 ・ 漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1

2.鉱 業 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1

一 次 産 業 計 1

5{LO

0

α0

1

500

0

00

0

α0

2

1000

0

α0

0

α0

1

500

0

00

1

5α0

2

1000

4.建 設 業 6 0 0 0 0 6 1 3 2 0 0 6

5食 品 製 造 業 9 2 1 1 0 13 4 3 5 1 0 13

6.繊 維 工 業 12 1 0 0 0 13 1 4 5 3 0 13

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 2 0 1 0 0 3 1 0 2 0 0 3

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 4 1 0
・

0 0 5 0 2 3 0 0 5

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 2

10、 化 学 工 業 30 2 1 1 0 34 12 11 6 2 3 34

1L石 油 製 品 製 造 業 4 2 2 0' 0 8 2 3 4 0 0 9

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 4 1 0 0 0 5 0 2 3 1 0 6

13.鉄 鋼 業 4 2 0 0 0 6 1 0 3 2 0 6

14,非 鉄 金 属 製造 業 ・金属 製 品 製 造 業 10 2 0 0 0 12 2 1 8 0 0 11

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 8 1 1 0 1 11 1 4 3 2 1 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 21 7 1 0 0 29 9 9 8 3 0 29

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 11 1 2 0 0 14 3 4 5 1 1 14

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 2 1 1 0 0 4 1 0 3 0 0 4

19.そ の 他 の 製 造 業 5 2 0 0 0 7 1 2 3 1 0 7

二 次 産 業 計
134

πぶ

25

14.5

10

58

2

12

1

α6

172

100.0

40

23.1

49

28.3

63

36.5

16

9.2

5

29

173

100.0

一51一



21.卸 業 ・ 商 社 35 4 2 1 1 43 15 10 10 4 3 42

22.小 売 業 16 2 0 0 0 18

.

7 3 6 1 1 18

23.金 融 業 51 13 4 1 0 69 25 18 15 8 3 69

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 5 0 0 0 0 5 1 3 1 0 0 5

25,生 命保険業(含 代理業 ・サ ービス業) 5 0 0 0 1 6 3 1 1 1 0 6

26.損 害保 険業(含 代理業 ・サ ービス業) 4 1 0 0 0 5 0 2 3 0 0 5

27.不 動 産 業 2 0 0 0 0 2 0 1 1 0 0 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 12 0 1 0 0 13 6 1 2 3 1 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 2 1 0 0 0 3 2 0 0 1 0 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 2 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 2

32.情 報処 理サ ー ビス 業 ・ソ フ トウ ェア業 25 3 1 0 1 30 10 8 ll 1 0 30

33.医 療 業 1 0 0 0 o
.
1 0 1 0 0 0 1

34.宗 教 法 人

35高 校

36.大 学 も 1 乏 0 0 8 2 3 1 2 0 8

37。 そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39.法 人 団 体 ・ 農 協 10 4 0 0 0 14 5 5 3 1 1 15

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 5 2 0 0 0 7 3 2 2, 0 0 7

三 次 産 業 計
181

79.7

31

137

10

4.4

2

α9

3

1.3

卿

100.0

81

35.6

59

2航0

56

24.7

22

9.7

9

4.0

卿

100.0

42.政 府 2 1 0 0 0 3 1 1 0 0 1 3

43.地 方 公 共 団 体 25 0 0 0 0 25 10 6 4 1 2 23

公 務 計
27

964

1

3.6

0

0.0

0

砿0

0

α0

28

100.0

11

42.4

7

26.9

4

15.4

1

3.8

3

11L5

26

1000

全 産 業 計
343

80.0

57

瑠.3

21

4.9

4

0.9

4

09

429

1000

132

308

115

26.9

124

290

39

9.1

18

42

428

100.0

一52一



Q7リ モー ト ・ファク シミ リ入 力の利用度
第2方 式FAX信 号IC信 号変換

後年5

合

計

1

1

ρ2010

6

13

13

5

4

2

36

7

6

6

11

11

四

13

4

7

ρ307011

だ
ろ

う5非常に
多
く

使
用

す
る

0

1

-

蜘

1

3

2

2

0

0

3

2

1

1

1

4

1

2

1

0

θ摺13

・

豹
多
く
使
用
す
る
だ

0

0

000

1

3

2

0

2

0

5

1

3

0

0

3

7

3

0

3

』田19

3

ろ
う相当

程
度

使
用

す
る

だ

1

0

0150

1

3

6

1

2

0

9

0

1

3

3

3

9

1

2

2

'56642

ろ
う2ある

程
度

使
用
す
る

だ

0

0

000

2

2

0

1

0

1

12

3

1

2

4

0

8

4

0

1

π1342

L

驚
は

畿

㌶
ど
使

0

0

000

1

2

3

1

0

1

7

1

0

0

3

1

4

3

1

1

潟四16

在現

合

計

1

1

02帆1

6

13

12

4

4

2

35

6

5

6

12

11

29

13

4

7

0・690011

5

非

常

に

多

く

使

用

0

0

000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

510

4

割

合

多

く

使

用

0

0

ρ00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

000

3

相

当

程

度

使

用

1

1

02001

0

2

0

1

0

0

2

0

0

0

0

0

2

0

0

0

」74

2

あ

る

程

度

使

用

0

0

ρ00

0

2

0

0

1

0

2

2

0

0

2

2

1

0

1

0

3(」71

L

用
し
な
い使用しな

い

か
殆
ど

使

0

0

000

6

9

12

3

3

2

31

4

5

6

10

8

26

13

3

7

ぷ烙871

38訂一

度2用利

種口業

業殖養産水
.

猟狩
.

漁
・

淋農L

葉越2

計業産次
一

業設建41

業造製品食5

業工雑載6.

業造製品工加紙プルパ鵡7

業版出
.

業間新a

業産連関同
・

業刷印軌

業工学化皿

業造製品製油石柱

業造製品製木土
・

業窯肱

業鋼鉄口

業造製品製属金
・

業造製属金鉄非M

業造型具器械機船
一

口

業造型具器械機気電凪

業造製具器械機月送輪口

業造型具器械機密精凪

業造製の他のぞ皿

計
,業産次二

一53一



21.卸 業 ・ 商 社 31 4 3 4 1 43 6 14 9 7 7 43

22.小 売 業 15 0 0 0 1 16 0 0 0 0 0 0

23.金 融 業 56 9 3 1 0 69 22 9 14 16 8 69

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 4 1 0 0 0 5 0 2 0 3 0 5

25生 命保険業(含 代理業 ・サー ビス業) 3 1 0 0 1 5 1 1 1 1 2 6

26.損 害保険業(含 代理業 ・サー ビス業) 4 1 0 0 0 5 0 2 3 0 0 5

27.不 動 産 業 2 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 12 0 1 0 0 13 6 1 2 3 1 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 3 0 0 0 0 3 1 1 0 0 1 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

31,広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 2 0 0 0 0 2 0 1 1 0 0 2

32,情 報 処 理 サ ー ビス 業 ・ソ フ トウ ェア 業 27 2 1 0 1 31 9 2 11 6 3 31

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1

34,宗 教
.法 人

35高 校

36.大 学 6 0 0 2 0 8 3 1 1 2 1 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 13 1 0 0 0 14 6 2 2 3 2 15

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 6 1 0 0 0 7 1 4 2 0 0 7

三 次 産 業 計
186

826

20

&9

8

3.6

7

3.1

4

1A

225

100迫

57

27⑩

41

193

48

22.6

41

193

25

118

212

1000

42.政 府 3 0 0 0 0 3 0 2 1 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 25 0 0 0 0 25 10 6 4 1 2 23

公 務 計
28

100ρ

0

α0

0

0.0

0

00

0

00

28

1000

10

3&5

8

3α8

5

192

1

38

2

7.7

26

1000

全 産 業 計 362
85.3

33

7β

17

4.0

7

1.7

5

12

砲

1000

96

232

90

218

100

24.2

75

1&2

52

126

413

100ρ

一一54一



、

Q8.コ ンピュー タ出力の ファク シミリ伝送 または ファクシ ミリ出力

第一方式 図形 出カ ーFAX伝 送
・

現 在 5年 後

Q82-39,40

利 用 度

業 種

1.

使 用
用 し
しな

ない
い

か
殆
ど

使

2,

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用

4.

割

合

多

く

使

用

5,

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1.

使用
用 し
しな
ない
いだ

か ろ

殆 う
ど

使

2.

あろ
るう

程

度
使
用
す
る

だ

3.

相 ろ
当 う

程
度

使
用
す
る

だ

4.

割ろ
合 う

多
く

使
用
す
る
だ

5,

非だ
常 う
に う

多
く

使
用

す
る

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1

2.鉱 業 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1

一 次 産 業 計
0

00

0

0.0

1

50.0

0

α0

1

50〔0

2

100ρ

0

0.0

0

00

2

1000

0

00

0

α0

2

100ρ

4.建 設 業 6 0 0 0 0 6 0 2 1 2 1 6

5.食 品 製 造 業 7 5 0 1 0 13 4 5 2 1 0 12

6.繊 維 工 業 9 3 0 0 0 12 2 3 6 2 0 13

ひ 紙 ●パ ル プ ●紙 加 工 品 製 造 業
2 0 1 0 0 3 1 1 1 0 0 3

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 1 2
'1 0 0 4 0 0 4 0 0 4

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 0 0 2 1 0 0 1 0 2

10.化 学 エ 業 28 2 3 1 0 34 13 5 13 1 2 34

11.石 油 製 品 製 造 業 5 1 2 0 0 8 1 4 3 0 1 9

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 3 1 1 0 0 5 1

●

0 3 1 0 5

13.鉄 鋼 業 4 2 0 0 0 6 0 2 3 1 0 6

14.非 鉄 金 属 製造 業 ・金 属 製 品 製 造業 9 0 2 0 0 11 3 4 2 2 1 12・

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 6 4 0 0 1 11 3 0 3 3 2 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 19 6 2 0 0 27 14 12 6 5 1 38

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 12 1 1 0 0 14 3 5 4 1 1 14

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 2 1 1 0 0 4 1 0 1 1 1 4

19.そ の 他 の 製 造 業 4 3 0 0 0 7 2 3 1 1 0 7

二 次 産 業 計
119

71.2

31

18.6

14

&4

2

1.2

1

0β

167

1000

49

272

46

256

53

294

22

12.2

10

5.6

180

100ρ

一55一



21.卸 業 ・ 商 社 24 4 3 0 2 33 13 14 10 4 2 43

22.小 売 業 14 1 1 0 0 16 0 0 0 0 0 0

23.金 融 業 52 13 4 0 0 69 32 11 20 7 2 72

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 5 0 0 0 0 5 3 2 0 0 0 5

25生 命保 険業(含 代理業 ・サー ビス業) 4 1 0 0 1 6 2 2 1 11 0 6

26.損 害保険業(含 代理業 ・サー ビス業) 4 1 0 0 0 5 0 2 3 0 0 5

27.不 動 産 業 1 0 0 0 1 2 1 0 0 0 1 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 10 1 2 0 0 13 5 3 3 2 0 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 3 0 0 0 0 3 2 0 0 1 0 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

31,広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビス 業 2 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 2

32.情 報処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア 業 24 3 3 0 1 31 7 10 10 4 0 31

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

34.宗 教 法 人

35・ 高 校

36.大 学 4 3 1 0 0 8 3 1 3 1 0 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 10 3 1 0 0 14 5 3 3 2 1 14

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 5 1 0 0 0 6 2 2 2 0 0 6

三 次 産 業 計
164

76.3

31

144

15

70

0

00

5

23

215

1000

77

36.2

53

2▲9

55

258

22

10.3

6

28

213

1000

42.政 府 2 1 0 0 0 3 1 1 0 0 1 3

43.地 方 公 共 団 体 23 2 0 0 0 25 11 8 2 2 0 23

公 務 計 25

362

3

249

0

258

0

1α3

O

a8

28

1000

12

462

9

34.6

2

7.7

2

77

1

38

26

10α0

全 産 業 計 308

74.7

65

158

30

73

2

0.5

7

1.7

412

100ρ

138

328

108

257

112

26㊨

46

1α9

17

40

421

10α0
1
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Q8.コ ンピュータ出力の ファク シミリ伝送または ファク シミリ出力

第2方 式 出力信号/FAX信 号変換

後年5

合

計

1

1

02001

6

12

13

5

5

2

36

9

6

6

12

11

⑳

14

4

7

0770011

だ
ろ

う5非常に
多
く

使
用

す
る

1

1

02001

1

2

2

2

1

0

3

0

1

0

1

1

4

1

1

1

01121

・

豹
多
く
使
用
す
る
だ

0

0

000

2

3

4

0

3

1

2

1

2

1

3

4

3

4

0

2

8額19

3

ろ
う相当

程
度

使
用

す
る

だ

0

0

000

1

3

5

1

0

0

14

3

2

4

5

4

8

3

2

1

βρ0153

ろ
う2ある

程
度

使
用
す
る

だ

0

0

ρ00

2

2

1

1

1

0

9

3

1

1

2

1

11

4

0

1

ぷ0242

L

用
し

な
い

だ
ろ

う使用しないか殆

ど
使

0

0

000

0

2

1

1

0

1

8

2

0

0

1

1

3

2

1

2

ユお14

在現

合

計

1

1

020ω

6

13

11

4

5

2

語

8

5

6

11

11

宏

14

4

7

0700011

5

非

常

に

多

く

使

用

0

0

000

0

0

0

0

0.

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

洛10

4

割

合

多

く

使

用

0

0

000

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

β10

3

相

当

程

度

使

用

0

1

・

蜘

0

1

0

1

0

0

2

0

0

0

2

0

1

1

1

0

395

2

あ

る

程

度

使

用

0

0

000

0

4

1

0

2

0

1

2

0

0

1

4

2

0

0

0

07011

L

吊
し
な
い使用しな

い

か
殆
ど

使

1

0

・

蜘

6

8

10

3

3

2

31

6

5

6

8

6

25

13

3

7

5蛇田1

42社一

度2用利

種㏄業

業殖養産水
・

猟狩
・

漁
.

琳農L

業鉱2

計業産次
一

業設建4

業造製品食5

業工維繊6

業造製品工加紙
.

プルパ始7

業版出
.

業間新&

業産連関同
.

業刷印⑨

業工学化皿

業造製品製油石口

築造製品製本土
`

業窯臣

業鋼鉄旦

業造製品製属金
・

業造型属金鉄非U

業造型具器械機船
一

口

業造型具器械機気電品

業造製具器械機用送輸口

業造
・製具器械機密精凪

業造製の他のぞ凪

計業産次二
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56
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4
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2
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6

ユ86田1

3

宏

O羽oo1

274583

社商
.

業卸肌

薬売小2

業融金Ω

業引取品商
・

業券証触

)蝶ぜ↓蝶舗酬甥お

割白卜菓鯉⇔ぱ獣哺2

業産動不既

業信通
・

輸運鰍

業事スガ
・

力電四

業送放⑮

業スビ
ー

サ供提報精査胡告広註

業口け〃菓白
一
サ理処報情Ω

薬療医脇

人法数宗誕

校高話

学大託

関機育教の他のぞ訂

関機究研術学鍬

協農
.

体団人法語

業スビ
ー

サの他のぞ姐

計業産次三

府政Ω

体団共公方地Ω

計務公

計業産全
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Q9.フ ァク シミリ伝送路 の選択
1-1電 話網(ま たは公衆通信回線電話型)

現 在 5年 後

Q92-43,44

利 用 度

業 種

1,

使 用
用 し

しな
ない
い

か
殆
ど

使

2.

あ

る

程

度

使

用

3,

相

当

程

度

使

用

4.

割

合

多

く

使

用

5,

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1.

使用
用 し

しな
ない
いだ

かろ
殆 う
ど

使

2.

あろ
る う

程
度

使
用
す
る
だ

3,

相 ろ
当 う
程

度
使
用

す
る
だ

4.

割ろ
合 う

多
く

使
用

す
る

だ

5。

非だ
常う
に う

多
く

使
用

す
る

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1

2.鉱 業 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1

一 次 産 業 計 0

00

0

α0

1

5《LO

0

ρ0

1

5α0

2

100.0

0

α0

0

α0

0

00

1

50⑰

1

5砿0

2

100.0

4.建 設 業 1 0 0 5 0 6 0 1 0 4 1 6

5.食 品 製 造 業 3 3 3 3 1 13 0 7 2 3 0 12

6.繊 維 工 業 3 2 4 4 0 13 1 4 2 4 2 13

7、 紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 2 0 1 0 1 4 1 0 1 0 1 3

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 0 1 1
'

1 1 4 0 2 1 1 0 4

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 0 0 1 0 1 2 0 0 1 0 1 2

10.化 学 工 業 5 5 13 4 7 34 4 8 10 10 3 35

11.石 油 製 品 製 造 業 1 2 2 2 0 7 0 2 3 2 1 8

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 、1 1 1 2 1 6 1 2 1 0 1 5

13.鉄 鋼 業 2 2 1 1 0 6 0 3 2 1 0 6

14.非 鉄 金 属 製 造業 ・金 属 製 品製 造 業 3 0 4 1 2 10 4 0 4 1 1 10

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 2 0 6 2 1 11 1 2 5 1 2 11

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 4 7 5 6 4 26 2 4 7 8 6 27

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 2 4 4 2 2 14 1 4 5 2 1 13

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 1 0 2 0 0 3 1 0 0 2 0 3

19.そ の 他 の 製 造 業 0 2 1 0 3 6 0 2 2 0 2 6

二 次 産 業 計
30

1&2

29

17.6

49

29.7

33

20.0

24

14.5

165

'0α0

16

息8

41

25.0

46

28.0

39

23.8

22

1乱4

164

100.0
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21.卸 業 ・ 商 社 16 11 10 2 3 42 6 11 13 4 7 41

L

22.小 売 業 5 3 4 2 2 16 0 4 7 3 2 16

23.金 融 業 24 19 12 6 3 64 18 19 14 14 2 67

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 1 1 1 1 1 5 0 0 2 3 0 5

25生 命保 険業(含 代理業 ・サー ビス業) 2 1 1 1 1 6 1 2 2 1
`

0 6

26,損 害保険業(含 代理業 ・サ ービス業) 2 1 1 0 0 4 1 3 0 0 0 4

27.不 動 産 業 0 0 0 1 1 2 0 0 0 1 0 1

28.運 輸 ・ 通 信 業 3 5 3 2 0 13 1 6 3 2 1 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 0 1 1 0 1 3 0 1 1 0 1 3

30.放 送 業 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

31,広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 1 1 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2

32.情 報処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア 業 12 2 3 4 3 24 5 8 11 5 1 30

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1

34.宗 教 法 人

35高 校

36.大 学 4 1 2 0 1 8 3 0 0 2 3 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

3&学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 5 2 3 1 2 13 3 1 1 7 2 14

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 4 1 2 0 0 7 1 2 3 0 1 7

三 次 産 業 計
80

37∬

50

23フ

43

2《M

20

9.5

18

&5

211

100ρ

41

18.6

59

26.9

57

25⑨

43

19.5

20

9」

220

1000

42.政 府 0 1 2 0 0 3 0 1 0 2 0 3

43.地 方 公 共 団 体 17 6 0 0 1 24 9 3 7 2 1 2

公 務 計
17

630

7

25⑨

2

7.4

0

00

1

3フ

27

1000

9

360

4

16.0

7

2&0

4

16.0

1

4.0

25

100.0

全 産 業 計
127

31.3

861

21.2

95

23.5

53

1a1

44

1α9

405

100ρ

66

16」

104

25.3

110

26フ

87

21.2

44

10.7

411

1000
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Q9.フ ァクシ ミリ伝送路の選 択
1-2専 用線(ま たは特定通信回線)

現 在 5年 後

Q92-45,46

利 用 度

業 種

1.

使 用
用 し
しな

ない
い

か
殆
ど

使

2,

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用一

4.

割

合

多

く

使

用

5,

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1.

使用
用 し
しな

ない
いだ

かろ

殆 う
ど

使

2,

あろ
るう

程
度

使
用
す
る
だ

3,

相 ろ
当 う
程

度

使
用

す
る
だ

4.

割ろ
合 う

多
く

使
用

す
る
だ

5.

非 だ
常う
に う

多
く

使
用
す
る

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・ 水 産 養 殖 業 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1

2.鉱 業 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

一 次 産 業 計 0

0.0

1

50.0

0

0.0

0

0.0

1

50.0

2

100ρ

0

0.0

1

50.0

0

0.0

0

0.0

1

500

2

100.0

4.建 設 業 4 0 1 1 0 6 2 1 0 2 1 6

5食 品 製 造 業 7 4 2 0 0 13 5 1 5 1 0 12

6.繊 維 工 業 6 3 3 0 1 13 6 4 2 1 0 13

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 2 0 0 1 0 3 1 1 0 1 0 3

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 0 2 .0 2 1 5 1 2 1 0 0 4

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2

10.化 学 工 業 17 11 3 1 0 32 10 8 7 4 1 30

11.石 油 製 品 製 造 業 2 1 4 0 0 7 2 2 4 0 0 8

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 2 3 0 0 0 5 0 1 2 1 0 4

13.鉄 鋼 業 4 0 2 0 0 6 1 1 2 2 0 6

14.非 鉄 金 属 製 造 業 ・金 属 製 品製 造 業 6 1 3 0 0 10 5 1 3 0 0 9

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 5 1 3 1 0 10 6 2 0 2 0 10

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 14 8 3 2 0 27 6 10 3 8 1 28

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 9 4 1 0 0 14 4 6 1 1 0 12

18・ 精 密 機 械 器 具 製 造 業 1 2 0 0 0 3 0 2 0 1 0 3

19.そ の 他 の 製 造 業 3 3 0 0 0 6 3 2 1 0 0 6

二 次 産 業 計
84

52ρ

43

26.5

25

15.4

8

4.9

2

1.2

162

100.0

54

34.6

44

28.2

31

19.9

24

15.4

3

1.9

156

100ρ
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21.卸 業 ・ 商 社 頒 6 6 0 1 39 13 8 13 4 1 39

22.小 売 業 8 1 6 0 0 15 3 5 5 1 0 14

23.金 融 業 39 15 7 2 1 64 26 16 16 7 1 66

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 0 2 2 1 0 5 0 1 3 1 0 5

25生 命保 険業(含 代理業 ・サービス業) 3 0 1 0 2 6 2 1 1 0 2 6

26損 害保 険業(含 代理業 ・サ ービス業) 3 0 2 0 0 5 2 2 0 0 0 4

27.不 動 産 業 2 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 1

28.運 輸 ・ 通 信 業 7 3 2 1 0 13 3 4 5 1 0 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 1 0 0 1 1 3 0 1 1 0 1 3

30.放 送 業 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビス 業 2 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 2

32.情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア 業 17 6 4 1 1 29 12 1 6 0 1 ⑳

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

34.宗 教 法 人

35.高 校

36.大 学 4 2 2 0 0 8 2 2 2 2 0 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39.法 人 団 体 ・ 農 協
19

2 2 0 0 13 5 4 2 2 0 13

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 5 1 1 0 0 7 4 1 1 1 0 7

三 次 産 業 計
127

59.7

38

17.8

36

1庄9

6

28

6

28

213

1000

74

364

48

23遍

56

27.6

19

94

6

30

203

1004D

42.政 府 0 1 1 1 0 3 0 0 1 2 0 3

43.地 方 公 共 団 体 17 5 2 0 0 24 7 8 5 0 2 22

公 務 計
17

630

6

22.2

3

1L1

1

3」

0

《LO

27

10α0

7

28ρ

8

320

6

24.0

2

&0

2

&0

25

100.o

全 産 業 計
228

565

88

218

64

15A

15

3.7

9

Ω

404

100ρ

1錫

340

101

262

93

24』

45

11フ

12

3.1

386

10α0
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Q9.フ ァクシミリ伝送路 の選択
2フ ァクシ ミリ専用網

現 在 5年 後

Q92-47,48

利 用 度

業 種

1.

使用
用 し
しな
ない
い

か

殆
ど

使

2,

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用

4,

割

合

多

く

使

用

5.

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1.

使用
用 し
しな
ない
い だ

か ろ

殆 う
ど

使

2.

あろ
る う

程

度
使
用
す
る

だ

3,

相 ろ

当 う
程
度

使
用

す
る

だ

4.

割 ろ

合 う
多
く

使
用
す
る

だ

5.

非 だ

常 う

に う

多 、

く

使

用

す

る

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

2.鉱 業 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

一 次 産 業 計 1

5α0

1

5α0

0

α0

0

α0

0

0.0

2

10α0

0

0.0

2

100.0

0

0.0

0

0.0

0

00

2

10α0

4.建 設 業 5 1 0 0 0 6 3 1 1 1 0 6

5食 品 製 造 業 9 3 1 0 0 13 5 0 3 4 1 13

6.繊 維 工 業 11 1 1 0 0 13 5 3 2 3 0 13

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 3 0 0 0 0 3 2 1 0 0 1 4

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 2 0 .0 0 1 3 0 1 1 2 1 5

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2

10.化 学 工 業 26 3 0 1 0 30 14 5 4 4 3 30

1L石 油 製 品 製 造 業 5 0 0 0 1 6 3 3 1 0 1 8

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 4 1 0 0 0 5 0 2 2 0 0 4

13.鉄 鋼 業 5 1 0 0 0 6 2 3 0 1 0 6

14.非 鉄金 属製 造 業 ・金 属製 品 製 造 業 8 0 1 1 0 10 4 1 3 1 0 9

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 7 0 1 1 0 9 5 0 1 2 2 10

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 24 2 0 0 0 26 8 9 5 3 0 25

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 9 3 1 0 1 14 4 4 2 1 1 12

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 2 1 0 0 0 3 1 0 1 1 0 3

19.そ の 他 の 製 造 業 6 0 0 0 0 6 5 0 1 0 0 6

二 次 産 業 計
128

82.7

16

10.3

5

3.2

3

19

3

1.9

155

10α0

63

40.4

33

212

27

17.3

23

14.7

10

64

156

1000
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000
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0
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2
`

1

0

3

0

0
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9

1

3

0

1

0

β2913

0

0

000

22351
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4

15

1

1

2

0

3

0
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1

4

0

1

0

1

2

ユ7・24(乙

1

5

6
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1
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1

1
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0

2

1

0

1
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0

2

0

2

2
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1

4

5

棚
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2

1

1

1

5

1

1

0

9

0

2

0

8

3

58037

1

12

213"

4託391

36

15

65

5

6

5

2

12

3

1

2

四

1

8

0

'

13

6

{加m

3

田

£勿oo1

09200へ01

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0'

0

510

0

0

』00

X41

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

1

0

0

0

941

1

0

潟13

082

3

2

5

1

0

0

0

1

0

0

0

1

0

1

0

1

0

2571

0

1

渇13

41ぞ02

5

2

12

0

0

2

0

1

1

0

0

0

0

0

0

2

1

4ρ02ウー-

0

2

』27

賃鴫5141
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Q9.フ ァク シミ リ伝送路の選択
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21.卸 業 .・ 商 社
31 2 6 1 0 40 3 9 13 13 4 42

22.小 売 業 13 2 0 0 0 15 3 3 6 1 2 15

23.金 融 業 47 13 3 1 0 64 22 8 14 15 7 66

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 3 2 0 0 0 5 0 0 3 2 0 5

25.生 命保険業(含 代理業 ・サー ビス業) 5 0 0 0 1 6 0 2 1 1 2 6

,26損 害保険業(含 代理業 ・サー ビス業)
3 1 1 0 0 5 0 0 2 2 0 4

27.不 動 産 業 2 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 1

28.運 輸 ・ 通 信 業 11 0 1 0 0 12 2 3 2 3 3 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 2 0 1 0 0 3 0 2 0 0 1 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

31,広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 2 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 2

32.情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア 業 27 0 0 0 0 27 7 8 9 4 1 29

33.医 療 業 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

34.宗 教 法 人

35.高 校

36.大 学 6 0 2 0 0 8 3 0 2 2 1 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1'

39.法 人 団 体 ・ 農 協 12 1 1 0 0 14 4 2 1 3 4 14

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 6 1 0 0 0 7 3 1 2 1 0 7

三 次 産 業 計
172

81.1

22

1α4

15

7.1

2

09

1

α5

212

1000

51

23.4

38

174

57

26.1

47

21.6

25

11.5

218

100.0

42.政 府 2 1 0 0 0 3 1 0 2 0 0 3

43、 地 方 公 共 団 体 21 1 1 0 0 23 12 0 5 2 2 21

公 務 ・ 計
23

88.5

2

7フ

1

3β

0

α0

0

0ρ

26

10α0

13

54.2

0

軌0

7

292

2

8.3

2

&3

24

1000

全 産 業 計
328

814

43

1α7

27

底7

4

1.0

1

02

403

100.0

83

2α0

72

17.4

117

28.3

94

22.7

48

11.6

414

10《LO
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Qlo.ビ ジネス版VIDEOTEX

1

5年 後 にVIDEOTEXが

実 現 し て い る と し て

Q102-51

利 用 度

業 種

1.

使用
用し
しな

ない
い

か

殆
ど

使

2.

あ

る

程

度

使

用

3.

相

当

程

度

使

用

4,

割

合

多

く

使

用

5.

非

常

に

多

く

使

用

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・ 狩 猟 ・水 産 養 殖 業 0 0 0 0 1 1

2.鉱 業 0 0 0 1 0 1

一 次 産 業F計
0 0 0 1 1 2

4.建 設 業 1 2 2 0 1 6

5食 品 製'造 業 3 4 3 3 0 13

6.繊 維 工 業 0 6 6 1 0 13

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 1 2 1 0 1 5

8.新 聞 業 ・ 出 版 業
0 2 2 0 1 5

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 0 0 0 2 0 2

10.化 学 工 業 11 13 11 1 0 36

1L石 油 製 品 製 造 業 2 3 3 0 1 9

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 1 4 2 0 0 7

13.鉄 鋼 業 2 2 2 0 0 6

14,非 鉄 金 属 製造 業 ・金 属 製 品 製 造 業 3 5 1 1 2 12

15一 般 機 械 器 具 製 造 業 2 3 2 3 2 12

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 4 9 12 4 0 29

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 3 7 3 1 0 14

1&精 密 機 械 器 具 製 造 業 1 0 2 1 0 4

19.そ の 他 の 製 造 業 1 3 3 0 0 7

二 次 産 業 計
35

19.4

65

36.2

55

306

17

94

8

4.4

180

1000
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21.卸 業 ・ 商 社 ll 15 14 2 1 43

22.小 売 業 7 3 4 0 4 18

23.金 融 業 19 26 15 7 1 68

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 1 3 1 0 0 5

25生 命保 険業(含 代理業 ・サ ービス業) 1 2 2 0 1 6

26,損 害保 険業(含 代理業 ・サ ービス業) 1 4 0 0 0 5

27.不 動 産 業 0 1 1 0 0 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 6 3 3 1 0 13

29、 電 力 ・ ガ ス 事 業 0 2 1 0 0 3

30.放 送 業 1 0 0 0 0 1

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビス 業 0 1 1 0 0 2

32.情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア 業 も 13 6 6 0 31

33.医 療 業 0 0 1 0 0 1

34.宗 教 法 人

35.高 校

36.大 学 1 2 1 2 2 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 1 0 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 3 7 3 1 1 15

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 4 0 3 0 0 7

三 次 産 業 計
61

26ぷ

83

362

56

24.5

19

8.3

10

4.4

鋤

10α0

42.政 府 0 2 1 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 13 7 4 1 0 25

公 務 計
13

464

9

32.1

5

17.9

1

3ぷ

0

0.0

28

100ρ

全 産 業 計
109

248

157

35.8

116

26.4

38

8.7

19

4.3

439

1000
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Q11-1企 業内オンラインシステムの場合の集 中 ・分散型 についての意見

現 在 5年 後

Q11-12-52,53

業 種

1.

集

中

型

2.

分

散

型

1.2.

集

中

/

分

散

合

計

1.

集

中

型

2.

分

散

型

L2.

集

中

/

分

散

3.

未

定

合

計

1.農 ・林 ・ 漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 1 1 0 0 0 1

2.鉱 業 0 1 0 1 0 1 0 0 1

一 、 次 産 業 計 1

50ρ

1

5α0

0

α0

2

10●0

1

50.0

1

500

0

α0

0

0.0

2

10α0

4.建 設 業 4 2 0 6 0 4 0 1 5

5食 品 製 造 業 4 6 0 10 2 4 0 5 11

6.繊 維 工 業 8 5 0 13 2 10 0 1 13

7.紙 ・バ ル ブ ・紙 加 工 品 製 造 業 1 2 0 3 2 0 1 1 4

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 0 4マ 0 4 1 4 0 0 5

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 2 0 0 2 0 1 0 1 2

10.化 学 工 業 27 8 0 35 4 21 0 8 33

1L石 油 製 品 製 造 業 5 3 1 9 2 3 1 2 8

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 3 3 0 6 1 5 0 1 7

13.鉄 鋼 業 2 4 0 6 2 2 1 1 6

14.非 鉄 金 属 製造 業 ・金 属 製品 製 造 業 6 4 0 10 1 8 0 1 10

s

15.一 般 機 械 器 具 製 造 業 7 5 0 12 2 7 1 2 12

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 17 12 0 29 8 19 0 2 29

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 8 4 0 12 11 2 0 0 13

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 3 1 0 4 1 3 0 0 4

19.そ の 他 の 製 造 業 5 1 1 7 1 3 1 2 7

二 次 産 業 計
102

6(L7

64

38.1

2

1.2

168

1000

40

2a7

96

56.7 ,

5

3.0

28

1ぽ6

169

10似0
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21.卸 業 ・ 商 社 26 13 0 39 11 22 1 9 43

22.小 売 業 13 4 0 17 3 11 0 4 18

23.金 融 業 56 11 1 68 31 23 2 14 70

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 3 2 0 5 1 3 0 1 5

25生 命保険業(含 代理業 ・サ ービス業) 4 1 1 6 5 1 0 0 6

26.損 害保険業(含 代理業 ・サー ビス業) 3 2 0 5

1

0 3 0 2 5

27,不 動 産 業 2 0 0 2 0 0 0 2 2

28.運 輸 ・ 通 信 業 9 4 0 13 5 4 0 4 13

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 1 2 0 3 1 2 0 0 3

30.放 送 業 1 0 ,0 1 1 0 0 0 1

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー'ビ ス 業 1 1 0 2 1 1 0 0 2

32.情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア業 16 9 0 25 8 15 0 3 26

33.医 療 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

34.宗 教 法 人

35.高 校

36.大 学 4 4 0 8 1 5 0 2 8

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 1 0 1 0 1 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 12 1 0 13 5 4 2 4 15

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 4 2 0 6 3 1 0 2 6

三 次 産 業 計
155

72.5

57

26θ

2

α9

214

1000

1

76

33.9

96

42.9

5

2.2

47

2LO

224

10α0

42.政 府 2 0 0 2 2 1 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 11 2 0 13 7 7 0 3 17

公 務 計
13

8ぽ7

2

13.3

0

0.0

15

10《LO

9

45.0

8

4α0

0

砿0

3

15.0

20

100.0

全 産 業 計
271

67.9

124

31.1

4

1.0

399

100.0

126

3α4

201

48.4

10

2.4

78

18.8

415

100.0
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Q11-2企 業間 オンラインシステ ムの場合(直 接結合で営業 センターを介 さない)
の集中 ・分散 についての意見

現 在 5年 後

Q11-22-54,55

業 種

1.

集

中

型

2.

分

散

型

1.2.

集

中

/

分

散

合

計

1,

集

中

型

2.

分

散

型

1.2.

集

中

/

分

散

3.

未

定

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 0 0 0 0 0 0 0 1 1

2.鉱 業 1 0 0 1 1 0 0 0 1

一 次 産 業 計 1

100.0

0

α0

0

α0

'1

10α0

1

50.0

0

0.0

0

α0

1

50.0

2

10(LO

4.建 設 業 2 2 0 4 1 3 0 0 4

5.食 品 製 造 業 3 5 0 8 4 2 0 4 10

6.繊 維 工 業 4 4 0 8 3 5 0 3 11

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 1 1 0 2 2 1 1 1 5

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 0 4 0 4 1 4 0 0 5

9.印'刷 業 ・ 同 関 連 産 業 0 1 0 1 0 1 01 0 1

10.化 学 工 業 13 12 0 25 4 20 0 7 31

11.石 油 製 品 製 造 業 2 2 0 4 0 0 0 0 0

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 3 2 0 5 0 5 0 2 7

13.鉄 鋼 業 3 2 0 5 1 4 0 1 6

14.非 鉄 金 属 製 造 業 ・金 属 製品 製 造 業 4 3 0 7 2 4 0 3 9

15.一 般 機 械 器 具 製 造 業 4 5 0 9 1 7 1 1 10

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 14 11 0 25 0 0 0 0 0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 10 3 0 13 2 9 0 2 13

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 1 2 0 3 1 1 0 2 4

19.そ の 他 の 製 造 業 3 3 0 6 0 4 0 3 7

二 次 産 業 計
67

51ぷ

62

48.1

0

α0

129

100ρ

22

17.9

70

5ag

2

1.6

29

23.6

123

10立0
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21.卸 業 ・ 商 社 15 18 0 33 7 25 0 9 41

22.小 売 業 8 5 0 13

1

2 9 0 4 15

23.金 融 業 33 13 0 46 18 22 1 18 59

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 3 2 0' 5 0 3 0 2 5

25.生 命保 険業(含 代理業 ・サー ビス業) 2 0 0 2 3 1 0 0 4

26,損 害保 険業(含 代理業 ・サー ビス業) 2 1 0 3 0 2 0 2 4

27.不 動 産 業 0 1 0 1 0 1 0 1 2

2&運 輸 ・ 通 信 業 6 5 0 11 0 9 0 3 12

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 0 2 0 2 0 1 0 3 4

30.放 送 業 0 1 0 1 0 1 0 0 1

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 1 1 0 2 0 2 0 0 2

32,情 報処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェア 業 14 9 0 23 7 12 0 6 25

33.医 療 業 1 0 0 1 0 1 0 0 1

34.宗 教 法 人

35.高 校

36.大 学 3 3 0 6 1 5 0 1 7

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 1 0 1 0 1 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 6 5 1 12 4 4 0 5 13

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 3 3 0 6 3 2 0 2 7

三 次 産 業 計
97

57」

70

41.7

1

0β

168

10《LO

45

22.2

101

49.7

1

b.5

56

27.6

203

10α0

42.政 府 2 0 0 2 0 3 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 6 1 0 7 4 3 0 8 15

公 務 計
8

88.9

1

11.1

0

0.0

9

10α0

4

222

6

33.3

0

0.0

8

44.5

18

100.0

全 産 業 計
173

564

133

43.3

1

0.3

307

1000

72

20.8

177

5L1

3

α9

94

27.2

346

100.0
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Q11-3民 間の情報サー ビス ・セ ンターを介す る企業間オンラインシス テムの場合
の集 中 ・分散型 についての意見

現 在 5年 後

Qll-32-56,57

業 種

1.

集

中

型

2.

分

散

型

L2.

集

中

/

分

散

合

計

1.

集

中

型

2.

分

散

型

1.2.

集

中

/

分

散

3。

未

定

合

計

1.農 ・林 ・ 漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業 1 0 0 1 1 0 0 0 1

2.鉱 業 1 0 0 1 1 0 0 0 1

一 次 産 業 計 2

1000

0

α0

0

00

2

1000

2

10α0

0

00

0

0.0

0

0.0

2

1000

4.建 設 業 1 2 0 3 1 1 0 1 3

5食 品 製 造 業 4 3 0 7 6 1 0 2 9

6.繊 維 工 業 3 3 0 6 2 3 0 3 8

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 2 0 0 2 2 1 0 0 3

8.新 聞 業 ・ 出 版 業 0 4 0 4 0 5 0 0 5

9.印 刷 業 ・ 同 関 連 産 業 1 0 0 1 0 0 0 1 1

10.化 学 工 業 12 13 0 25 6 17 0 7 30

11.石 油 製 品 製 造 業 2 1 0 3 1 2 0 2 5

12.窯 業 ・ 土 木 製 品 製 造 業 2 1 0 3 0 3 0 3 6

13.鉄 鋼 業 3 2 0 5 2 2 0 2 6

14.非 鉄 金 属 製 造 業 ・金 属 製品 製 造 業 4 3 0 7 3 3 0 3 9

15.一 般 機 械 器 具 製 造 業 3 4 0 7 0 6 0 4 10

16.電 気 機 械 器 具 製 造 業 15 8 0 23 9 11 0 8 28

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 11 1 0 12 5 6 0 2 13

18.精 密 機 械 器 具 製 造 業 2 1 0 3 1 1 0 2 4

19.そ の 他 の 製 造 業 2 2 0 4 1 3 0 1 5

二 次 産 業 計
67

58.3

48

41.7

0

0.0

115

100.0

39

26.9

65

44.8

0

0.0

41

28.3

145

100.0
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21.卸 業 ・ 商 社 21 10 0 31 16 14 0 7 37

22.小 売 業 5 7 0 12 1 10 0 3 !4

23.金 融 業 31 13 0 44 21 16 1 22 60

24.証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 3 1 0 4 1 3 0 1 5

25生 命保険業(含 代理業 ↓サ ービス業) 1 1 0 2 3 1 0 0 4

26.損 害保険業(含 代理業 ・サ ービス業) 2 1 0 3 0 3 0 1 4

27.不 動 産 業 0 1 0 1 0 1 0 1 2

28、 運 輸 ・ 通 信 業 5 5 0 10 2 7 0 3 12

29.電 力 ・ ガ ス 事 業 0 1 0 1 1 0 0 2 3

30.放 送 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0
・

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス 業 1 1 0

-

2 0 2 0 0 2

32情 報処理サ ービス業 ・ソフ トウェア業 16 8 0 24 11 10 1 4 26

33.医 療 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

34.宗 教 法 人

35.高 校

36.大 学 2 3 0 5 2 3 0 0 5

37.そ の 他 の 教 育 機 関

38.学 術 研 究 機 関 0 1 0 1 0 1 0 0 1

39.法 人 団 体 ・ 農 協 8 2 1 11 4 1 0 8 13

40.そ の 他 の サ ー ビ ス 業 4 2

『

0 6 3 2 0 2 7

三 次 産 業 計
99

63.1

57

36.3

1

砿6

157

100.0

65

33.3

74

38.0

2

LO

54

27.7

195

100.0

42.政 府 2 0 0 2 1 2 0 0 3

43.地 方 公 共 団 体 5 3 0 8 3 3 0 9 15

公 務 計
7

70.0

3

3砿0

0

α0

10

100ρ

4

22.2

5

27.8

0

00

9

5ρ0

18

100.0

全 産 業 計
175

6L6

108

3&0

1

《L4

284

10α0

110

3α6

144

39.9

2

0β

104

2&9

360

10《LO
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4.総 合 ネ ッ ト ワ ー ク に 関 す る

ご 質 問 と ご 意 見





Q2

音 声 ・デー タ ・フ ァ ク シ ミ リの複 合 伝送 に つ い て の ご意 見

宅先へ の配線までDIGITAL化 が 進めばall大 の方向,5年 ではムリ,現 在 はむ しろ音声(帯 域線)

との相乗 りが主 力であるが これが,制 約 を与えている。

ユーザ と しては,ど の組合 せで も,可 能な らば 自由に使 いたい。

本社,各 工場間,支 社間 の専用線 を利用 して,積 極的 に利用 してい く。

ファクシ ミリは,今 後文書又は図形 伝送の利用が増加す る。

回線についての知識がないので判 らない。

近年 「オフ ィスオー トメーシ ョン」の重要度が増 しているが,図 形(フ ァクシ ミリ)の コンピュー タ

による情報処理 の重要性が増す もの と思われ る。

全国事業所間の通信は,今 後ますます電話,フ ァク シミリ,コ ン ピュー タデータ通信 と3種 が共存す

るので,通 信費用節減の意味 でも事業所間ネ ッ トワークは,混 合使用 を検討 したい。(55年 前半 に

多少検討 したが経済性 も合 わせては結論 が出なかった。ネ ットワーク全体 を示唆 いただけるコンサル

タン トサー ビスを願 う。

回線利用の質は ともか くとして,利 用形態は多岐に及ぶ もの と考え られる。

まだ機器が高い と思います。

ニーズ は大いにあるが,制 度 の問題 に制約され る
。

現在は目的別 に回線 を設定 していますが,5年 後 には回線を設定 し,そ の回線 に様 々の目的 の装置 を

接続 し切換 え利用す る形態 になるだろ うと思 う。

回線の有効利用 を図 りたい。

'音 声 とフ
ァク シミ リ""音 声 とデー タ"と い うように 冒音声"と 組合せる事に疑問?音 声 による情

報処理 が一般化する事 に疑問。

通信相 手が固定で市外区間の料金 が高 くデー タの品質,信 頼性の問題 もあり利用 は増えない と考 える。

当社の場合,分 社(関 係会社)と の専用線が多 く,混 合使用が,電 気通信法上制約 され てお り,改 善

して欲 しい。

ファクシ ミリとデー タにつ いては,将 来DDXサ ー ビス に移行す るだろう。

ファク シ ミリとOCRの コ ンビネー ションが発達するのではないか と思 う。

可 能性が ある とい う段階,詳 細は何 とも言えない。

運用上煩 わ しさが出るのであま り利用 されないのではないか と思 われます。専用料金等 の経済 性の問

題 に もよる。
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デ ィジタル化が進んでい る現状か ら考え ると上記複合伝送の使用状態は幾分増す もほぼ横ばい状態 と

考 え られる。すなわ ち,音 声,FAX,デ ー タ と独立 してお り送受信相方 とも現状 とは変 らないか ら

これ等がデ ィジタル化 され伝送 され電算機またはFAX等 が イ ンテ リジ ェン ト機能 を持つ様 になれ

ば,現 状 とは相当に異 ってよ り広 く使用 され ると思 われる。

音声か ら,即 データの採取 は,精 度的に不安,誤 報 も有 るだろ う。又,守 秘 の点で も不安材料が山積

する。 音声の利用方法は相当簡単な操作,作 業の軽便 さに期待す る程度。

音 声:ア ナ ログ,回 線歪に耐える力大

フ.ク シ ミリ/デ ータ:デ ィジタル 〃 小(フ ・ク シミリの一部はアナ ・グ もあり)

よ って〔音声 〕と 〔ファクシ ミリ/デ ー タ 〕は異 質故 これ らと同一 回線 を通す要 は本来 少い。

次にフ ァク シミリとデータは同質故,同 一回線 を通す機会が増大 するだろ う。

組み合 わせの意味不明

それぞれの規模に応 じた組合せが有 ると思 うが.そ う言 った ものを考えずに利用出来 る様 にな って欲

しい。

複合 伝送の経験がないので,推 察 にな りますが,デ ィジタル化音声でないならば可能性は高 くなると

考 えます。

Q2に つ いては専用線の伝送容量 を明記 しない とサー ビス/コ ス トの判断 がつかない。

必要 な機器の性能,経 済 性による。

将来的には回線上には どんなデータで も流れるようになるのではないか。

音声,フ ァクシミリー 応答システムは必須 となる(省 力化のため)テ レビ画面併用が良い。第5の

波 では ないが職場が各家庭 に分散可能 となる。

5番 で自由に1つ の回線を共同することが国民経済的に も望 ましい。

現行はデー タのみの使用で ある。

このページ以降の質問 は勉強不足のため理解 しがた く回答は御容赦下 さるよ うお願い致 します。

回線の効率的利用 のため 弾力的な公社の運用 を願いたい(制 度上)

フ ァクシ ミリは社外 との交信の利用度,必 要性が高 まると思 われる。そ こで,フ ァクシ ミリを専用線

に固定化する方向は問題が残る。

音声は使用 しないだろ う。

国内 とい う前提では何 れ も使用 しない と思 う。(当 社)

フ ァクシ ミリはより拡大 してい くと思われるが運用上異なるハー ドが同一 ラインを共有す ることはむ

ずか しい。

利用度は端末の機能 と価格に依存す ると思われる。
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複合使用の 目的は回線 コス トの削減 であ り,技 術的 には現在 すでに大 きな問題 はなく,実 現のための

コス ト比較 の問題 だけだ と考えている。当社 においても複合使用についてすでに検討 を開始 している。

最 近急速 に普及 され てい るファク シミリは,今 後 もかな りの勢いで浸透す ると思 われる。 このフ ァク

シ ミリと,デ ー タを うま く組み合 わせた,オ ンライン処理 システ ムが,当 面利用 しやすい形態ではな

いか……。

DDXの 普及 により,経 済 的利用方法 が とられるだろ う。

フ ァク シミリとデータの混合使用 が「発券 システム」で行われ るか も知 れない。

以下,回 答 ならびに意見は,「 当社 の場 」に限った ものである。

蓄積す る情報はある程度重要性があるため,音 声 となる以前にメモ等筆 記された形 で残るのが一般的

である為,こ れ らの書類か ら入 力する方法 が発達 すると思われ る。

現在 また将来的に使用予定はない。
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Q3
ディジタル化音声の利用についての ご意見

使用機器価格及び利用分野が一般化 してくれば,か なり使用すると思 う。

電話による音声は,生 の声でないと利用価値が低下するように思う。

技術的(経 済性)含 めての問題解決によって将来性が決まる。利用者にとっては方法がアナログ,O

Rデ ィジタルはあまり意識されないので予測するのが困難。

公社網内のPCMは 除外 して考えています。

使用 した経験がないので予測がつかない。使用実績のある企業の話 しを聴いてそれほど支障が無けれ

ば検討する事になる。

音声は伝えたらよいというものではない。個性が必要,肉 声が再現出来 るまで利用度は高まらないだ

ろう。

一般には音質が問題であるので,当 面は特殊な用途にしか向かないのではないか?但 し,こ れが解決

され且つ低料金で実現できれば大いに使用されよう。

現在ディジタル電話は装置が高い,装 置の低兼化と伝送路のディジタル化の普及度によると考える。

音声入出力の必要性が,現 時点では考えられない。

デ・ジ・ル臨 機 行価格鵠 雛 になれば 検討に値付 ・と思われ・。

発声,発 音の教育訓練 が どの程度必要か。不特定多数の人(講 演会 や座談会)を 対象 に利用 できるか。

デ ィジタル化音声の必要性 は主に通信 コス トに起因 している面が強い と思われます。従 って1規 格 に

よる多重使用が低 コス トで可能 であれば,そ れの方が望 ま しい と思います。

現状た しか に聞 きづ らい点が あるが,改 善 されてゆ くで しょう。将来 にはテ レビ電話 も開始 されるの

では。

社内の大阪～東京 を中心 にNEC製 ネ オコーダを介 してデ ィジタル音声化する方向であるが加入電話

に採用され る方向で望みたい。

但 し,音 声にニュアンスがな くなるのは肉声 としての意味が薄れる。

効率その ものに対 しては評価 で きるが,将 来音声デー タ入力が進ん で行 った場合 個性が無 くなった場

合識別 に苦労す ると思 われ るし,フ ァイルの安 全性,信 頼性等考える と現在の仕様のデ ィジタル化音

声では使用 に耐え られ ない と思 われ る。

コンピュー ター システムに音声 による入出力が要求されて来 るに従い,利 用 も拡大す ると思われ るが

技術的 に困難 な諸問題 が多 く,利 用 分野が制約 を受ける為,一 般的 な普及 は遠い将来になるのではな

いか。

現在はまだ声の品質が良 くない ので あま り使われないだろ う。

デ ィジタル化音声方式のメ リットが どこにあるのか,よ くわか らない。公衆電話網 まですべてデ ィジ

タル化が完成 される時代が来れば別 であるが。
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音声 のデ ィジタル化 については充分な知識が無 い為一的確な答えではありません。

現状 で もコス ト的に見合 うならデ ィジタル音声化利用 したい と思 っているが種々の条件制約か ら見送

っている。デ ィジタル化は自然 の方向 と考え ます。

デ ィジタル化音声の技術その ものは,特 に問題 とはな らない と思 うがデータ処理 と音声 を混合 した環

境整備(例 えば,音 声入力/出 力 とデータ処理 との連結)の 点で,今 後技術的課題が多い と考え る。

利 用可能になってか ら考えたい。

社内用 と しての利用が当面考え られ る。声の個性がな くなることか ら社外用への利用 は しないだろ う。

デ ィジタル電話機 の価格 も現状 のアナ ログ電話機 の価格程度 になれば相 当普及 する もの と思 う。

回 線の効率化 として大いに利用 したいが,声 の忠実度が どこまで改善 されるかが問題。 忠実度 があま

り改善 されないと した ら利用範 囲は限定 され るだろ う。

例 えば国際専用線の多重化利用

音声の場合,9現 行 回線サー ビスで充分 である し,デ ィジタル化 して声の個性 をな くする事 には疑問を

感 じる。

音声の個声がな くなるな ら,音 声の価値は低い。

個性の無 い音声なんて,個 人的 には,使 いた くない。

デ ィジタル化音声 の利用 により,オ ン ライン端末機の機能,利 用方法が非常に拡張 される と考えてお

りますが,費 用,利 用方法について未知 であb5年 後 では余 り普及 してないのではないか。

インプ ッ ト入力方式 として,可 能 であれば利用度 は高い。

技術的な面は別 と考えるが,機 械 の操作 は簡単な方が良い し,'特 殊 能力"も 不要 とな る。 キイパ ン

チ ャーの様 な職業病をハ ラハ ラしなが ら管理す る必要 もない。データの入力,機 械 の操作等補助デー

タ として利用 したい。

1)音 声 入力,音 声出力の場合 は必要 である。

2)「 人 一人 」間の音声通信の場合。

アナ ログの儘伝送する。

}夫 々一長一短 あ り。
デ ィジタル化 して伝送す る。

「フ ァク シミリ/デ ータ 」の場合程デ ィジタルのメ リッ トはない。

声に個性がな くては利用価値 はあま りない。声紋 を生か し,コ ンピューターに登録で きれば,お もし

ろいアプ リケーシ ョンが期待 できる。

現在,電 話 による音声により,特 定個人の識別が ある程度可能 であ り,商 談 ・打合せには,相 手へ の

コ ミュニケー ションとい う点 で,デ ィジタル化音声は,及 ばない(少 くとも現在の音声 と同品質の保

証が なされる迄一般的に普及 しない と思 われる)

声 の再現 性の良否 は人間 の感受性 に影響す ると考 え られる,ど の程度個性がな くなるかによる。

通常会話 だけのデ ィジタル化は一 部の通信のみで可 ではないか?
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ビジネス ・コースではある程度声の個性は犠牲 になって も良いが,デ ジタル電話その ものが未 だ高価

す ぎる。 この装置 のLow-Cost化 が望 まれる。

公衆電話網のデ ィジタル化は今後必要不可欠の もの となるで しょうが,人 間性無視 のサー ビス となっ

ては使えな くなると思 う。 単純化 を極限まで行な う必要 があると思 う。

音声伝送の確実性 とい うのは,ど の程度か,判 断 できないので,私 にとってはあまり必要性 を感 じま

せんが,正 確性 とか,効 率 の良さ とい う事 が伝達されれば,最 良の伝送になると思います。

よくわか りません が,音 声 は肉声に近 くない と利用 され難い と考えます し,伝 達だけを考えるな ら,

フ ァク シミリの方がベ ター と思います。

音声入力の普及化次第

S3で 将来 「同－D規 格1本 か ら,デ ィジタル 化音 声 チ ャネ ル数 はさらに増え る」とあるが,デ ィ

ジタル網イ …れる将来 において 「D規 格 」等 は存在す るのか?

又,Q5で デ ィジタル化音声の利用度 は社 内 と一般 では品質 に対する考え方 も多少異 なると思われる

し,基 本的 には コス トでアナログ/デ ィジタルの判断 を行 うと思われる。(最 も公社の今後の通信政

策がPointで あろ う)

現在大別す るとデー タと電話 について別ネ ットワークになっていますがデ ジタル化 に統合 される と全

て一本化で きる為便利ですが音声については現在 も同 じレベル(聴 覚)が 良い。

どのよ うなシステム構築が考え られるか,具 体的想定で検討 してみたい。

現状で も直接の声 と電話の声には差があるのでデジタル化 されて も慣れればそ う問題 はないのではな

いか。

伝送交率 と料金 の関係が大 きい,そ のたQ2に 同 じ。

・音声の質は現在以下にな らない こと。

・この質問の意味が よ くわか りません。

'現 在 で も伝送路はPCMで64Kb/Sで 送 られている。

・加入者線のデ ィジタル化 も考え られるだろ う。(し か し他 と共用するのでなければ あま リメ リッ

トはない。 デジタル化は ノイズに強いか らその メ リッ トは あるが)

'バ ケ ッ ト伝送では間延 びするのではないか。

回線料金の高い遠距離(特 に外国 との通信)で は更に利用度は高 くなると考える。

通話 の効率化 を図 るため,多 少音声の個性が な くなった として もで きるだけ近い将来 に活用 を したい。

また,デ ータ との混合使用 も考え られるので,大 いに利用価値が ある と思 う。

O声 の個性がな くな り,相 手 を認識 できない点は問題

O社 内通話で コス ト面の大 巾な結果がでれば考慮の余地は ある。

デ ィジタル化音声の採用 は大 巾な回線 コス ト削減が可能 となるが,現 在 の自営(市 販)機 器が高す ぎ

音質 も満足 できる状態 ではない。将来的に音質が向上 し,自 営機器の コス トダウンが図れれば導入 ・

活用 を考えたい。

デ ィジタル化音声の利用は,実 際の音声の品質 とコス トの問題 に関係す ると思われ る。
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経済性が著 しくよければ利用す るか も知れない。(当 社)

一 般的 なユーザー においては,音 声その ものをデ ィジタル化 して計算機等 で処理す る必要性がないよ

うに思 う。

48kbpsの 回線が安価 に利用 できるようになれば結果 としてデ ィジタル化音声 も,回 線有効利用の

面か ら利用されると思われ る。

デ ィジタル化音声通信の利用 を拡大 して行 くには,通 信回線の各種法規 を改善すべ きである。

現在デ ィジタル化 の為のハー ド ・ウ ェア,コ ス ト(回 線 ではな く電話器)が 高す ぎる。将来的発展に

はコス ト低下が必須 であろ う。

1.音声 の質が,実 際 の声に比べ均一化 して しまい,誰 の声か よくわか らない面が あb,そ れ をデ イリ

ー ワー クの中に とり入れる場合抵抗が ある
。

2.必要 機器(音 声処理伝送装置)が コス ト高 であり,も う少 し安ければ,音 質 とのかねあいで導入 の

余地 がある。

音声の質の向上(忠 実度)が ポイン トとなろ う。

ビジネス上の通信 で最 も普及 してお り,か つ重要性を持 っているのは電話 である。 電話 システムのコ

ス ト削減及び有効利用 を考える とデジタル化 は極めて有望 である と思 う。現在,当 社で も検討中であ

る。

現在の電話 の声は2400BPSで,ア ナ ログ伝送 してい ると思いますが,D規 格 で4本 はとれないで

しエうか(モ デムを使用 して)

(当 社 も大阪一束 京間 をD規 格 で4本 とる計画は したことは あります)

音声だけでは経済 的メ リットが少 ない。

デ ィジタル化音声はホーム コン ピュータの発展,普 及の程度 と関連 するであろう。

音声 を2.4kbpsデ ィジタル化 して送 るユーザが増加 していることは事実で あるが・ これは本来の

あるべ き姿 ではない。

もっ とデ ィジタル化が一般化するまではむ り。
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Q4

ディジタル化信号の複合伝送 についての ご意見

網内のPCMは この際考えません。

データ伝送 の部分で利用度が増加す ると思 われ る。現状のファクシ ミリ利用法 では,さ ほ どデ ィジタ

ル化を求めない。

デ ィジタル電話 にしても,フ ァクシ ミリに して も,現 状多人数 フロアーの多いオ フィスでは,自 分の

手 もとで手近か に利用す るだけの台数は設置 できない。以外 と電話等は全デ ィス クで使用不能にな ら

ないと利用は低いのでは。

デ ィジタル化が全て良いとは思えないが,光 通信やIC素 子 の開発等,デ ィジタル化の方向に進みや

す く又,大 量生産に よって品質 も安価 に性能 も安定 して くるものと思 われる。

DDX加 入 区域 に制約 され る。

網への加入契約 は端末対応ではな く加入線の最大限送れる伝送速度によって契約するよ うになる必要

がある。標準的契約 として64Kb/S。

コンピュー タア ウトプ ッ トをフ ァク シミリに伝送 する技 術が開発 される と,多 くの利用が見込まれま

す。

デ ィジタル伝送路 を専用線 として借用 で きるよ うになれば複合伝送 として利用す ることが多 くなるで

あろ う。

デ ィジタル化音声 には疑問 を感 じるが,フ ァク シミリとデー タについてはデ ィジタル通信が普及す る

だろ う。そ の程度 については,DDXサ ー ビス網の範 囲が どこまで広がるかに大 きく影響 され ると思

う。

Q2,Q3共 に,技 術の進歩状況が不明で あるが,技 術的に完成 した として も経済的 に見合 う値段 に

なるか?

デ ィジタル化が進ん でい る現状か ら考え ると上記複合伝送の使用状態 は幾分増す もほぼ横 ばい状態 と

考え られ る。す なわち,音 声,FAX,デ ー タ と独立 してお り送受信相方 とも現状 とは変 らないか ら

これ等 がデ ィジタル化され伝送 され電算機 またはFAX等 が インテ リジェン ト機 能を持つ様 になれば

現状 とは相当に異ってより広 く使用 され ると思 われ る。

デー タの入出力,保 管 については,非 常 に頭の痛 いところ,大 容量のデータ保管庫 と入出力が簡便に

なる事 が理想。紙,音,デ ータの組合せは入出力の決め手と言 えるが,・…・音声の利用 は精 々簡単 な応

答程度 と考えてい る。

音声のデ ィジタル化による通信 は5年 後 は未だほ とん ど行われていない.

オ ンライン端末機 としてのFAX,回 線 の効率的利用 とい う面でのデ ィジタル化音声の利用 を推進す

る必要 があると思 う。

組み合 わせの意味不 明

多少は進歩するであろ うか,よ く分 らない。
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日本語は母音が多いので比較的入出力 し易 いと思 うが,英 語等は しにくい と思 う。 コン ピュータ業界

が米国主導型 を続 ける限 り未々,実 現 しない と思 う。

投資効果に疑問

音声認識 システムの価格が大 巾に低下す ることが普及に必要 と思 う。

もし官吉で入 力す ることがで きるな らばデータの入力が非常に早 くだれにで もできるよ うになると思

われ る。

価格が安ければ,利 用され ると考え ます。

不特定話者が可能 となれば利用分野が拡大 されるであろ う。

音声認識システムの多機能化,低 価格化 と公衆通信網のデ ジタル化,サ ー ビスの拡大,制 度問題の解

決によ り,10～15年 先 には相当普及 するもの と思 われる。

音声入力に よる得意先か らの受注処理がで きると利用価値が高い。

インハ ウス以外 での利用 となると非特定話者 で99%以 上 の正確率 にな らないと利用がむつか しいと

思われる。

5年 後ではまだ限 られた分野 で しか利用 できないだbう 。 しか し,少 しで も早 く音声入力が一般 で利

用 できるようになって もらいたい ものである。

正確性をおぎな うため,他 の方法 と併用 しな くてはな らない。

音声によるインプ ットは,限 られ た範囲では発達す ると思われるが,一 般的にはな らない と思 う。

なぜ なら,声 は指先 と違い,疲 れ易 い し,認 識度が ある程度以上 は良 くな らない と思われ るL音 声を

出す環境 も考慮 に入れなければな らない。

入力用の端末 として一般企業で利用す るには もう少 し価格が安 くなる必要 あ り。(1,000万 円以下)

特定の分野 で利用 されて くるのでは。

1.費用 面2.利 用 範囲の制約か ら5年 後で果 して どの位利用 され るか?

今 後利用度 は増ず ものの,音 声入力を頻繁に利用する老にとっては機械 を操作す る以上の疲労が供 う

と思 われ る。従 ってある程度 まで増加は して も後はその状態が続 くと思 う。

音声のデ ジタル化は端末 サイ ドで行 うべきである。(膨 大な電通設 備の増長 は回避すべ き)そ の場合

の設備,ソ フ トは1基 当 り数10万 と考 えれば本末転倒の価格負担 となる。

限定された声,正 解率80～90%で は,使 用方法が難 しい。

個性 ある筆跡 とか,声 紋 を一般的パターンとして認識 しようとす る試みは,利 用度 において限度 があ

る。(OCRの よ うに短命か も)ICも 安 くなった ことで もあり,も っと複雑 な利用方法 を考えて も

よいのではないか。

入力情報 を声で行える様 になれば,と て もすば らしいシステムが 出来 る と思います。 と同時に情報処

理 の経費 が大幅に削減出来 るのではないか。
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Q5

入 力方式 につ いての ご意見

機械に音声で入力する事に抵抗が ありそ うだ(人 間性か らみて)

左記程度 では極 めて特定 した分野 での利用 しかない。

インプ ット ・デーータとなると正確率がやはり,よ り100%に 近 くない と利用には,と 考える,も っとも

現状のインプ ッ トオペ レー シ ョンにむいて も時々エラーはありますが。

コマン ド入力 なら利用度 はのび るが,デ ー タ入力 としては余 り期待 出来ないだろう。

音声入力は一旦マイコン等その場所 のコン ピュータに入力され,デ ータコー ド化されてか ら通信回線

にのせ られるのではないか?

この場合は別 とするな らば,大 き く普及する とは思えない。

価格が もっと低 くなる可能性が あると思われる。

OAの 入 力手段 として有望祝 しているが(キ ー一入力は素人 には不向 き)2000万/台 では普及で きな

いのでは。

音声入力を行 う事に よって,現 在 よ りも入力TIMEが 短縮 され るな ら考えて見たい。

出力 も音声出力 として,一 般 の公衆電話網(ダ イヤル式)に 出力出来 るのであれば,セ ールスマジ等

の在庫検 索や,製 品引当 に効果的 だ と思われ る。

有効 に(低 価 で,正 確に,通 常の話言葉 を識別(入 力づきる)活 用 したい との希望大。

音声入力の問題点は入 力速度 が遅 い点である。Keyboard入 力 の方がは るかにまさる。

音声入力の適合分野は,簡 単 な数字データの入力に限 られ るであろ う。

日本語処理 との組合 せが低価格 で出来れば利用度は あがる。

音声入力 も一 部には相当普及 するであろ うが,当 社の5年 後は,端 末デ ィスプレーインプ ットが中心

であろ うと思われ る。

デー ター入力の方向がパ ター ン化(OCR・OMR)の 傾 向 にあるので,音 声入力だけ とは限 らないと思

われるか,技 術的に解決すれ ば採用範囲は広い と思われる。

90%程 度 では実用化は難 しい し,用 途は限定 される。

語が少なす ぎる。

正解率90%台 で は,コ ンピ ュー タシステムへの直接 インプ ットとは,な り得ない。残 り10%を ど う

カバーできるかによ り,利 用の拡大が影響され る。

通信回線 を使 って音声で入力す る必要性,メ リットは ないのでは。

高価す ぎる。数百万円 レベル までCostDounす れば,工 場の現場,倉 庫,出 荷部 門 等でかなり普

及の可能性が出て来 よう。但 し現在の この種 システムはノイズ(雑 音)に 弱い 一 正 しく働 かない

一 ことを先 日某社の技術展 のデモで も見せ られた
。
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よくわか りませんが音声は肉声に近 くない と利用され難い と考えます し,伝 達だけを考 えるな らフ ァ

クシ ミリの方がベ ター と思い ます。

Q2に つ いては専用線の伝送容量 を明記 しない とサー ビス/コ ス トの判断 がつかない。

経済性に より,5年 後 の可能性は大 き く変 る。

アプ リケーシ ョンのイメー ジがは っきりしません。

端末 の問題 があるので急速 に複合 伝送 にな るとは思わないが将来は複合伝送でなければな らない。

伝送効率 と料金 の関係が大 きい。音声,フ ァクシ ミリ,応 答システムは必須 となる(省 力化のため)テ

レビ画面併用 が良い。第5の 波ではないが職場が各家庭 に分散可能 となる。

できるだけ複合 化する ことが方向であろう。

デ ィジタル化 ファクシ ミリとデ ィジタル ・データ とはイメージファイル技術 の進展 に伴 ない利用 され

て くるようになるだろ う。但 しイ メー ジデー タの圧縮技術,安 価な大容量 ファイルな どの提供 の必要

が ある。

将来的 にデ ィジタル化の方向は間違いないであろ うが,5年 後 に どこまで,ど のよ うな型 で複合使用

す るかは予想が難 しい。

5年 后になれば全てのデ ィジタルデータは一台 の コンピェ一夕で処理す るよ うになると思 いますが

今後益 々利用 され ると思 う。

現在当連盟 の通信量 か らい ってあま り利用価値がない。

フ ァク シミリとデータの混合使用が 「発券 システム 」で行われ るか も知れない。

以下,回 答な らび に意 見は 「当社の場合 」に限 った もの である。
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音声入力の場合 よリデ ィスプレイ'キ ーボー ドより特定画面 を判定 して入力する方が時 間的 に早 い。

(多 数 の項 目を音声入力す る場合,応 答,確 認 の時間が より多 く必要 と思われ る)

オ フ ィスオー トメーシ ョンが主力であるだろ う。 コンピュー タのデータ入力にはかな りの時間がかか

るのではないか。

単位時間当 りの処理量 に疑問有 り。

一部の入肪 式として考えられる緬 格は現在の吉 醸 に

企業内のコンピュー タ ・システム化 は,音 声入力を考慮せずに発展 して来た。(少 くとも,当 社は

「一 般的な もの 」と云 う認識はない)

音 声入力の普及 には,技 術的な問題 の解説(～%程 度 の正確率 など)も さることなが ら,運 営上の難

易性(誤 入 力時の修正方法,入 力に要す る時間,全 体 での運用 コス トな ど)の 問題 が もっと明 らかに

な らない と,検 討すべ き事項 とな らない。

音声認識技術の信頼性 と価格次第でその普及率は変 化すると考えます。

TVR並 み の価格 にな らない と真の普及はないのでは……?ま た,帳 票.帳 簿として残さねばな らない現

行法規 の改正がない と,特 殊分野での限 られた利用 に終 るのでは……?そ の為 にも(そ れを覆すに

は)VTR並 み の価格 ということでは!制 限つ き(人,語)な のであるか ら……

音声 でデータを入 力で きれば,デ ータ作成 の短縮が最大限 に生かせる と思います。

5年 位 ではム リではないで しょうか?利 用されたとしても特定 のアプ リケー シ ョンに限 られ ると思い .

ま すが ……

限定 された範囲での普及は有 りうるとしても,左 記の ような制限がある限 り日常 の企業活動では利用

できない と思 う。

普及にはまだ高価

バ ンキングシステム としては今 のところ適用範 囲が限 られ,か つ記録性,証 拠性の見地か ら消極的で

ある。 また55の 説 明文 の「100～200語 」「90%の 認 識率 」は何 を根拠 としているのですか,

聞 くところによるとダイヤル式 で音声認識を採用 している音声応答システムでは5～4回 りトライし,

そ の内60%の 成 功率 との由で,当 分実用化 にはほ ど遠 い との電電の話 も聞いていますが。

加入電話回線 に接続 される電話機(ダ イアル,プ ッシュホン)デ ータテ レホン等 でも利用出来 るので

すか。

音声の場合入力の確認がむつかしいので特殊用途(再 チェックが可能なもの)以 外は増加 しないので

はないか。

有望商品であるが,精 度,端 末価格,記 憶装置 の占有度 により普及度が左右 され ると思 う。 全て公社

直営が好ま しい,Telと 同 じに。

'特 定の利用分野(音 声応答システム
,予 約 システム,POSシ ス テムな ど)で 大いに伸び るだろう。

・LSI技 術等 の発達 によって価格 が安 くなるだ ろうか ら
,分 野 も拡が るだろ う。

ある程度 は,利 用 されるに して も,非 常に限 られた範囲で実施され一般企業のビジネス におけるコミ

ュニケーション手段 としては,普 及するには もう少 し時間がかかるように思われる。
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正解率(将 来)が98%ぐ らいまでア ップす る必要がある。

音声入力の場合 の本人確認方法,情 報の化け等 の対応が,は っきりしていないため,利 用については

消極的である。

将来的 には,CD,ATMが 音声入力 となれば,顧 客サー ビス面でtsも しろい と思 うが問題点 も多

いだろ う。

速度,正 確性の点から音声認識はデータ送信 の入力装置 としては問題 あ り。

利用価値 は高い と思 うが正解率が問題 で,5年 前後では安心 して活用で きない,実 績をみてか らに し

たい。

認識率が高 まり,誤 りをボタン操作 で訂正 する率が少な くなれば,現 在鍵盤入力 している もの との操

作 性,人 員合理化の観点か ら利用度 は進展 すると思 われる。

多量のデータを入 力す る時に特 に トレーニング をつんだ人 でな くて も可能 となるのな ら有効。

正確性,コ ス トの問題 が あるの で,そ れほ ど利用 するまでには到 らない と思 う。

現在の技術 レベル では用途な し。

S5後 段程度 では利用に制約が多い。

正解率が低すぎる。

ゴンピュータとの対話が ある程度 制限的(語 数,レ スポンス タイムな ど)で ある限 りは一般化せず特

定の範囲での利用 に とどまるであろ う。入力限度が80～90%台 では問題 はあると思 う。

音声認識 システムに対 しては,限 られた複数 の声の認識,数 百語の認識等 を考慮すると,制 限され る

面がまだ多いので,一 般化 され るのは先の ように思 われる。

音声入力 よりもファク シ ミリか らのデータ入力が望 ま しい。

現在の ところ利用業務が考え られない。

2,000万 程度 では未だ将来のびない と思 う。

1.語数 の制約 はあって もよいが,特 定 の人の声のみでな く,不 特定多数の人の声の認識がで きるもの

がほ しい。

2入 力場所 が分散 している場合 で も制御装置は1台 で集中す る形がベター(場 所 ごとに1台 づつの導

入はコス ト面,管 理面か らさけたい)。

銀行の音声応答 システム(残 高照合,振 込照会)に み られる様 に家庭や企業 をコン ピューターで結ぶ

利用価値は大 き くなってい くと思 う。

5～10年 後 の範囲では特殊 なアプ リケー ションでの使用 に留まると思 う。音声入 力に対する具体的

ニーズはあま りないのではないか と思 う。

音声認識システムの利用拡大 には ①システム価格 が1,000万 以下

②認識範囲の拡大(声 の種類,語 数)

③ 入力語の標準化

が前提 となると思われ る。
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コンピュータを人間 に例 えるな らば,耳 で聞 きわける と云 うことにな ると思いますが,人 間の目の情報

量は全体の70%位 を示 めてい るので,コ ン ピュー ターで云 うな らばOCRが 中心になるのでは。

利用方法が種々考え られ るので利用度 は将来上 るとます。

ADMよ り120万 円で音声入力端末 が買え る(三 筋インターナシ ョナル代理店)

2,000万 は高 すぎます。

特に,日 本語のコンピュータ入力 ファシ リテ ィとして効力を発揮する と思 われ る。

homeshopping用 の端末 として,も しこれができれば有用性は高 い。 しか し左表 のデータは直接

マイク ロフォン入力のときのデータであ り,回 線 を通 した ときにはもっと悲観的 ではないか?

入 力能率の うえか らあま り利用価値がない。

現在,プ ッシ ュホンを用いての音声応答 を行 っているが加入者総数が約8万 人 で今後 も増加す る予定

であ り,不 特定 の人 を対象 とす る。業務の性質上デー タのあやま りはゆるされず認識度が もう少 し上

昇 しなければ使用出来ない と思われる。今後音声認識技術が高 くなれば本会 としては利用範 囲が増大

する。

今後,認 識性の向上,装 置 コス トダウン,連 続語認識,単 音節認識の実用化及 び不特定話者用の語彙

数の増大な ど技術的開発 の余地は多分 にある と思われ るが,オ フィス ・オー トメー ションに与える影

響は大 きい と思 われ る。

音声入力の効率(利 用効果)が,そ れほ ど無 いと思 われる。

一90一



Q6

音 声応答装置の利用度の ご意見

分か りやす く一般へ の普及 がのび ると思 うが。

矢張特定分野に限 られる。

入力の確認 を含めたレスポンスが相 当高速であれば検討 に入れ る。

音声応答 となるとインプ ット/ア ウ トプ ットにも制限が生まれ適用分野が狭 いので。

小売店 を多 くかかえてい るような販売 でない形態が多いので社内の普及 はあま りないのではないか と

考えている。

現在,必 要性を感 じていない。但 し開発が進み,な じみやす くなれば考えて見たい。

出力 も音声出力 として,一 般の公衆電話網(ダ イヤル式)に 出力出来るのであれば,セ ールスマン等

の在庫検索や,製 品引当に効果的 だ と思われ る。

有効に(低 価で,正 確に,通 常の話言葉を識別 し,入 力できる)活 用 したい との希望は大。

音声に よる出力は あま り必要 としない と思 われる。

当社では5年 後 には利用 してない と思います。(業 種の問題 もあるか も知れないけれ ど)

一 般のコンピュー ター処理の場合 を考えると最終的に可視的資料 を要求 され ることが今後 も多い と考

え られ るので,利 用範 囲は限定 され ると思 う。

但 し,一 般家庭向けの対応,(情 報検 索等)又 は一時情報 の入 手,注 意喚起(設 備装置)等 の利用が

考え られ る。

もっと安 くな らなけれ ば。

買取 で100万 円前後 であれば十 分役 に立つ。

価格綱 題.吉 佼 で下がれば大巾に甑 すると思 う.

注文受けに使える。

利用範囲がせ まい。

現在の単機能の音声応答装置か ら例 えば音声つ き静止画のように多機能化 されたシステム として利用

度が高 くなると考 える。 この場合 は勿論,S4の デ ジタル化情報の複合伝送がで きる新 しい公衆通信

網 の確立が前提 となる。

・端末機 を一般 の人が利用す るようになるのでオペ レーションを容易にす る手段 として必要 となろう
。

・しか し音声だけだと,聞 きのが し,間 違 い等 があるので,可 視情報 としてモニターで きる方式の方

が実用的 と思 われ る。

音声ファイルによる応答は,ま すます発展するだろ う。

1部 のサー ビス産業 で しか も単一業務であれば普及するであろ う。
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`

音声によるインプ ットは限 られた範囲では発達すると思 われるが,一 般的 には ならない と思 う。

なぜな ら,声 は指先 と違い疲れ易い し,認 識度が ある程度以上は良 くならない と思 われる し,音 声を

出す環境 も考慮 に入れなければな らない。

生産制御 および検査情報 に利用 できる。

国鉄,飛 行機 の窓 口等業務 は別だ ろうが,自 動車製造業ではその場で済む ものは少い。一 部窓 口業務

の利用 も考え られ る。(費 用 のユーザー負担 が大幅に削減 されることは考え られない)

音声応答は出力端末が電話機 であり,従 って簡単かつ安価 である。従 ってセンターのコンピュータの

出力 を得 るのに便利 である。 よって若 干利用 されるだろう。

あまり必要 ない。

入力面で諸種条件が必要な場合には不向きである。

買取1,200万 円程度は,少 し高い と思 われ る。2～5年 後に も,マ イコンを用 いた応答装置が出現

される見込みであ り,5年 後 には200～500万 円位の装置が出現 し,ク レジ ッ ト業界,ス ーパー

消費者金融業界等に多 く利用 されて行 くもの と思 う。

音声だけで完結するシステムは限 られると考えます。何 らかの形 での出力の併用が必要 ではないで し

ょうか。

利用範囲が特定されると思 う。

LSIの 高密度化又は ジョセフ ソン素子へ の飛躍が前提ではない でしょうか。 ソフ ト面 でも,リ レー

シ ョナル,デ ータベースが開発され ない と利用価値 も低いと思い ます。

どちらか とい うと装置の価格 よりも通話料 の負担が大 きく,買 取 りの 自営方式 ではやれないので,共

同利用型(ANSWER)を 検 討す ることになろ うが,独 自のサー ビスメニa－ の特色が出せない悩

み もある。

顧客サービス として電話機等 を利用 して残高照会,振 込照会,業 務案内照合等が実現 していますが,

自営の場合相当 コス トがかかるよ うに聞 いてお ります。

1.音声応答装置 を利用 した新 しい電話サー ビスを寛々公社が開発 されているそ うですが このオーディ

オ レスポンスサー ビスの利用手引 となるような ものが あれば教えて欲 しい。

2.音 声応答装置のメー カー等 について教えて欲 しい。

5公 社 のオーデ ィオ レスポンスサー ビス と自営の場合 とでは コス ト的 にどちらが有利 ですか
。それぞ

れの問題点について もお願い します。

相手先の確認が不必要なものについては利用可であるが相手確認技術が進めば(声 紋照合等)利 用 も

進む。

Q2に 同 じ 全て公社直営 が好 ま しい,Te1と 同 じに……

Q5と 同様 に特定分野か らひろがってゆ くだろ う。

出力装置 としての音声は利用度 が高 まろ う。

株式市況情報などに活用 してみたいと思う。
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当社の場合,具 体的な適用業務 をみつけるのが困難

端末装置 に組み込む事 により入力デー タの耳によるチ ェックとして使用す る事 が考え られ る。 しか し

その場合 の値段は端末装置 とセ ッ トで数百万円以下でない と難 しい。

正確性,コ ス トの問題が あるので,そ れほ ど利用す るまでには到 らない と思 う。

用途な し

予約,発 注,問 合せな どの業務 でPushPhoneや デ ータテ レフォン と組み合せた本 システムはある程

度の進展が見 られ ると思 う。

将来的に増えるであろ うが,Q5と 同様,特 殊なアプ リケー ションでの使用に留 まると思 う。 しか し,

ビ ジュアルな応答装置(ビ デオ端末等)も 組合せた機器が安価にできれば,想 像以上に普及するか も

しれない。

コン ピュータシステムによる音声応答は,一 般大衆へのサー ビス を中心に将来発展する と思 われるが

そのためには,応 答装置の低価格化が大 前提 となろ う。

人間の目の情報を補 う情報 としては最 高ではなかろ うか。

但 し1,200万 で は買えません。

コンピュータ専門でない一般Userは 保 守的であり,優 れた技術に対 して も採用 して実施するのには

時間がかかると思 う。

中央処理装置障害 あるいは,オ ン ライン ・システムダ ウン時にユーザ にメ ッセージを送出するための

機器(ス タン ドア ロンであ り小規模 な ものが市場 に出ればの話ではあるが)

現在 の利用方法 ではあま り利用価値 がない。

間合せ業務が非常 に楽になるので,現 行 システムの応答用 として も利用範囲が広 い。
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Q7

リモー ト・ファ クシ ミリ入 力 の利 用 度 に つ い ての ご意 見

第1の 方法は誰 でも考 えますが"主 たる処理方法"と して実用化 してい るか どうか疑問です。

む しろ原始伝票の発生場所 に設置可能なデータ伝送能力を持つOCRの 方 が魅力があ ります。

コス トがよ り安 くなる事が望ま しい。

入力データの読取 り精度の問題 か ら修正手順が必須だ と考えます。 リモー トか らのダイ レク ト入力は

この点むずか しいと考え ています。

現在一 部利用 しているが,フ ァクシ ミリの性能が悪 く,OCRリ ー ダーの読取率が非常に低い。

現行のOCRに は,左 記前提条件 に合 わない部分が大 きな問題 とな っている。 また,FAX入 力 の場'

合,エ ラーチェ ックの方法 および返送方法 にも問題 が残 るのではなかろ うか。

つま り,入 力者がエ ラーチェ ックが戻 るまで,特 記する必要 があるのではなかろ うか。それ ならば,

ハ ー ドの安価化を考え ると,計 算機の分散化 を計 ってデータ通信 として利用 する方法 の方が安全であ

ると考える。(手 書漢字OCRが 開 発され,こ れ と組合せ ると有効,但 し,メ モ リーを食いす ぎぬこ

と)

当社の場合,OCRニ ー ズ はあるが現在まだ実施 していない現状です。 コン ピューターインプッ トと

は云え,多 分5年 後の電送入力の場合 に も相手先 に も直 ちにメ リットのある対 話式 応 答 入力 の時代

と考えますが。

FAXの 信 頼度 とOCRの 性 能に よって第1方 式 は民間機で も利用 している所が あるが音声入力 と手

書文字入力,OCR/FAXは 少量データーの入力には今後非常 に有効 である と思 う。

第2方 式は内容的 に不 明で あるが,情 報紙面 を有効POS的 利 用(多 量)に 利用出来 るのであれば比

格的大量デー ター に向いている と思 う。

この場合一般のデジタル通信 との対比が おもしろい。FAX信 号 の復元 はどの程度の速度 と精度 が出

るか。

コンピューターへ の入 力 ミスの除去,teよ びCHECKの 方法 にやは り問題 を残す と考え る。

5年 後 をめ ざすのであれば第2の 方式FAX信 号/C信 号 変換 の方がベ ター と思 う。

費用効率が悪いのではないか?

第1方 式 ファクシ ミリ又 はOCRは 今 の所オペ レーターが必要 であるので伝票 をファクシ ミリで送

るより伝票 を作 る時 にコンピューター用入力媒体 を作 る方が得 である。

第2方 式 も第1と 同様 に何 もフ ァクシ ミリ情報 を変換する必要 はない と思 う。

大変便利な事なので普及 する と思 う。

FAX信 号/C信 号変換 は技術的にはなん ら問題 はない と考えます。 コス ト的にはメモ リーの価格が

下が り高速大容量 メモ リーが実現すれば第2方 式 も5年 後には相当数広 がっていると思 われます。

現状の進行度か らみてむつか しい ことではないようです。

漢字の認識技術の発達に期待 したい。
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起票者の文字,数 字の標準化が問題 となり,普 及程度が疑問視され るが又,従 来 と異 って,起 票者の

デー タに対する神経の使い方が,一 段 と要求 され るのでは と懸念 されるが?

これは,私 だけの思い過 しであればよいが。

・原始伝票の誤読率の低下が必要 である。

・誤読 した場合 のチェック,回 復機能 の充実が必要 と思 う。

(コ ス ト自身にバ ランスが とれ ることを前提)

第2方 式が使える ものな らば検討 してみ る価値が ある。

技術的 な解決 と実用の問題には まだまだ大 きなギ ャップが あb利 用度は ある特殊な例 を除いて5年 以

内に相当普及 するとは考え られ ない。

営業伝票等の入力方式効率化 として利用する ことになろ う。

5年 後 には,リ モー トフ ァクシ ミリ入力は相当程度利用 していると思 う。 で きれば第2方 式 に したい

と思 う。

データギャザ リングは,『公社が輻広 いサー ビス を低価格 で提供 して もらえる と思 うので,ONLINE

(ビ デ オetcに よる)で 行なわれ ようにな り,伝 票か ら 改めてデータを作成す るのではな く,デ ー

タ(VIDEO)か ら伝票が作 られ る もの と考え られ る。

精度 と速 さにより,利 用範囲は ひろがると思 われ る。

現在 のOCR機 器 に於 て数字に関 しては誤読率が低 く評価され るが,英 字ま してや カナ文字につ いて

は何 をかいわんやの状態 である。

我々 としては,第2方 式 にすぺてを期待 している。第1方 式であれば余 り如味がない と考え る。

第1方 式は コン ピュータに入力す る間 に人間が介在 しFAXで 再現 された ものをチ ェックす る等 の場

合 は非常 に有 効 となるが,最 終的にコンピュー タに入 力するのであれば第2方 式の方が よ り広 く利用

される様 になる と思 う。 すなわちコピー,転 送,管 理面等においてコンピュー タ1つ で出来 る。

o第1方 式は,ス ピー ドが遅い こと,お よび誤9の 応答がや りに くい点で普及がむずか しい と考え ら

れる。

o第2方 式は上記 の欠点 を解決 して くれ る点 よい と思 うが,複 合伝送による同一 回線使用で行 なわれ

る必要が ある。

OFAXと 端 末機が複合装置 とな りうるか どうか も技術上の問題 と思 う。

費用負担の割合 には第2方 式が低廉 と考え られ るので採用する場合にはその方か ら入 るだろ う。但 し

EDPの 分 散に伴い,10年 後 に至 っては相 互の交信が生 じ㊥?方 式が必要

比較的安価に実現 できるならば今す ぐにで も採用 したい。

OCRの 文 字読取 りも,ま だ まだ制約が多過 ぎる。 これがな くな らない限 り,大 きな発展 はのぞ めな

Lao

いず れの方法 に して も

・図形 は情報量が多 く,伝 送時 間が長 くなる。

・情報量 をへ らせばあやま り率が高 くなる。

とい う問題 がある。
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5年 後 より以降 となろう。

OCR方 式 は用紙等 の制約が考え られる。また,第1方 式 の場合 はワンク ッシ ョン操作 が入 ることが

考え られ る。

ファクシ ミリー メー カー及び端末器 メー カー にすでに問題 提起中。

処理速度から見た場合に機待がもたれます。

マシンの完成度 の問題 です。

第1方 式 の場合,よ り多 くの情報 をファクシミリで送 る場合

現在の ファクシ ミリでは時間がかか りす ぎ,回 線(特 定)利 用の方が当社では安価 である。

第2方 式の場 合で も,同 様 の事がいえ るのではないか と思われ る。

2の 方式が主 流になってほ しい とい う希望的観測か ら

FAX→OCRの 考 え方ではな く

FAXニOCRに な るのでは?

デー タ精度 の割合 が,ど の程度かが不明

従がって第一方式,第 二方式 の選択が不可能,但 し第一方式は,現 在のOCR実 態 か ら予測されます

が,ま だ まだ限界がある もの と思われ る。

原始伝票の作成 コス ト(入 力前の手書 き負荷,伝 票その ものの コス トな ど)と システム全体(入 出・力

機器 コス ト,通 信 コス トな ど)の 運用 コス ト及び誤読大 いに期待す る機能です。

利用アプ リケー ションによ りその利用 内容は異 なる と考え られますがター ンアラン ド・システム不特

定多数のエン ド ・ユーザを対象に したアプ リケーシ ョン(例 えば企業間情報交換等)で 利用 され るケ

ースが多 く有 ると考え られます。

又,現 在のFAX普 及 率か らみ てその装置 の利用(転 用)が 必須条件 ではないで しょうか。

非常 に望ま しい入力方式ですが,ス ピー ド,コ ス ト,制 約条件 な どか ら,5年 で は部分的使用に止 ま

ると思います。技術的 には第2方 式を望みます。

文字,数 字の書 き方に制限が多すぎて実用段階 に至 っていない。

OMR又 はOCRで の リモー ト入力は特 に将来 性が あるように思います。すでにOMRの フ ァク シミ

リは検討 中です。

へ き地でオ ンライン端末がデー タ量やオペ レー ター で設置 で きない ときは有効 と思いますが,デ ータ

ーチェ ックの精度 ,タ イミングは落 ち不能率 に思います。

FAX以 前 の省力化に も問題 があります。h・ 一ドレス化,メ ニュー入力.省 略値入力,etc

行 内情報の収 集 と集計 では省力化合理化が一段 と期待 出来 るばか りか,適 用範囲 も多 く採算面が合 え

ば,す ぐにでもや りたい。

とにか くもっと高速 になる必要 があるし,料 金 が安 くな らない と踏み切れない。

伝票 をリモー トファクシ ミリで入力で きれば,ホ ス トのバ ッチ処理が軽減 されタイム ラグ も解 消す る

など相 当メ リッ,トがあ ります。

処理 ス ピー ド,OCR文 字,設 備費用等導入に際 する問題 について資料 を教えて欲 しい。

一96一



第2方 式 でなければデー タ量の増大 には対応 出来 ない と思われ る。

1.記憶 装置の価格化が良 く解 らない安い方法 としたい。

2.メ ンテナ ンスの可否 も大 きい。

5.仕事 に より,1.2方 式 を採用す る。

第2方 式 は大 いに魅力が ある。注文書や財務データ等収集に活用 してみたい。

第2の 方式については,当 社の場 合 理地 キーエン トリー 業務 が多いため省力化 の観点か ら利用

可能性 は大いにある。 しか しこの場合 でも手書 きOCRと の コス ト比較になる もの と思われる。

第2方 式については精度が向上すれば検討 したい。

O第1方 式 について

現在,OCRを 端 末機 として遠隔地 に設置 し,遠 隔地にてデ ィジタル化 して伝送 し,コ ンビ=一 夕

に入力する方式 を利用 してい る。

現在の通信料金の範囲では,こ の方式の方が安価 である。

o第2方 式について

文 字 ・情報 の入力に関 しファク シミリを利用す るのは魅力な し。図形情報 に関 しては可能性あ り。

イメージ ・プロセ ッサーの発展 により大幅に利用 され ると思 う。

非常に効果的 な技術 である と思われ るが,5年 後 とい うスパンでの実現性 を疑 う。

第2方 式 が安価で可能な らば,5～10年 後 には採用す る可能性が ある。第1方 式 の場合,遠 隔地 に

OCR端 末 を置いた場合 と比較 して,通 信料等 も含 めた全体 としての利用料金が安 ければ採用 も有 り

得 る。

FAX-OCRは 程 度 によっては利用 され るか も知 れない。

第1方 式は運用 コス トが高 く,第2方 式が実用化すれば消滅するであろ う。伝票の直接入力はシステ

ム的にわか り易 く魅力的な方法で あり,技 術的進歩がそ のコス トを下げるな らばかな り普及する と思

う。

コンピュー ター処理 システムの最大のネ ックは,デ ータエン トリーであり,こ の省略化 については,

もっと技術革新が必要 である。

当第一 方式は現在 の技術か らして も,比 較的利用 しやすいので,当 面普及す ると思 われ るが,そ れに

して もOCRを 介 するとい う無駄はで きるだけ早急 に解決すべ きで,第2方 式が将来の主流 とな るだ

ろ う。

当社では直接遠隔地 よ りOCRで デ ータを読み直接 コンピュ;タ ・-va入力 する予定(56年)

方 式 については どちらが良いかわか らないが,遠 隔地 にある既設 のファクスか らセンターの コンビュ

ター に入力する方法は理想的なので,伸 びる と思 う。

解 りやすい解説書 ・説明書が欲 しい。

コンピ ューター の担当者は技術的に優れた ものの採用 には積極的であるか らよい ことが わかれば急速

に利用 され るであろ う。
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両方式 とも今後かな り普及す ると思われるが,{1)装 置 のコス トダウン(2)回 線 使用料のダウンがポイ

ン トとなる。

又,フ ァク シ ミリ入力方式 として(1)OCR(2)OMRの2方 式 が考え られ るが,信 頼性か ら言えば

OMRが 優 れ るが 白蟻 に不齢 残 る.今 後フ ・ク シミリ開発にあた 蟻 置がインテ リジ・ンスを種

々持つ ことが考え られ るが,OCR方 式 の向上 を期待 したい。

第1の 方式 は中間媒体 を介するので第2の 方法に比 し劣 る,と 考える。

インテ リジ ェン ト ・ター ミナル とOCRに よるデータ変換後,デ ータ通信によ リホス トに電送 する形

態が現行 システムか らの移行 とし多 くなるのではないか。
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Q8

コンピュー タ出力の ファクシ ミリ伝送,ま たは ファクシミリ出力についてのご意見

センターに於 ける送達業務が どれ程繁雑 な ものか,第1の 方式は あり得 ません。

現在の ところ余 り利用度が高 くなる と思われない。

1.オ ン ライン端末機 で入 ・出力を兼ねている。

2.通信 コス トがデータのみの場合 ファクシ ミリの方が高い。

低能力の イメージ出力にFAXは 好 適 です。簡易 イメージプリンタ としてオンラインで直接 出力で き

ることを期待 してい る。

現在,コ ンピュー タ,シ ステ ムがオン ライン化へ移行 している為,ほ とん ど必要性がな くなると思 わ

れる。(各 端末側 で任意 に出力す る)

技術 の発展ス ピー ドは早 いの で,5年 後 は もっと進ん でいるか もわか らないが,当 社の場合,出 力に

関 しては積極的にファクシ ミリ伝 送又 はファク シミリ出力は考えてゆ きたい。

要はユーザーに必要な情報 を機種 にこだわ らずインター フェースさえ確認 できれば届 けてや りたい。

コス トの見合 とス ピー ド,複 写枚 数等 が必要 な時はLP出 力(プ リンター)が 有利。

第2方 式 の場合,ワ ンク ッシ ョン入 るので(MTと かDiskメ モ リーか ら直接転送 しない)大 量情

報の場合 は じゃま くさい感 じがす る。

白 黒だけでな くカラー も扱 えるよ うになると伝票の印刷 も不要になると考え られる。

第2方 式 の場合 コンピューターの本来 の出力端末 と.性能・機能に於いて競合す るのではないか。

第2方 式の方が より使いやす い と考え る。

全社同一 レベルの情報提供 の必要 性の有無は?

現在グ ラフ ィック出力,漢 字 出力の検討 をは じめている段階のため,5年 後 ではやっと第1方 式 のレベ

ル②相当であろう。

大変便利 な事 なので普及 する と思 う。

第1方 式 での利用 は減少する と思います。第2方 式が実用化 されるか らです。

事務機周辺の能率向上 として期待 され る。但 し,現 状のデータ処理 との融合 といった点 では,利 用者

側の環境整備の問題が多 く,先 ず は事務処理部門のみに,単体 として適用 してい く方が得策 と考え る。

そうした場合,そ の価格 が大 いに問題 となろう。

第2方 式 が本命 と思い ます。

FAXの 高 速化が必要。

あま り漢字 ・図形 出力は必要 ない。

利 用形態 がは っきりせず,不 明。

FAXの 品 質,精 度の大 幅な向上 と送信時間の短縮(20秒 →数秒)が 課題 。
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データギ ャザリング は,公 社が幅広 いサー ビス を低価格で提供 して もらえ ると思 うので,ONLINE

(ビ デ オetcに よる)で 行 なわれ るようになb,伝 票 か ら改めてデー タを作成するのではな く,デ

ー タ(VIDEO)か ら伝票が作 られ るもの と考え る。

回線 コス トが安い こと。

第1,第2方 式 とも出力 が少量 であれ ば充分利用出来 るが,出 力が大量 であれば費用的に どうか とい

う問題が残 る。

遠隔地 でFAXの 受信処理 のみ ではすまな くなる,何 らかの計算等が生 じるため第2方 式 の方が利用

範囲 として広 がると思 う。

第1方 式 は処理速度 が遅い と思 う。

第1方 式:必 要量が限定 されて来 るので少 。

雲 影 雲 隠 ㌫ 議 竪 三:》.}共通酬AXは 今す・にでも使いたL・・e

費用,複 数帖票様式,伝 送ス ピー ド,共 用端末 として利用可な どの問題が解決 できれば用途大。

5年 後 より以降 となろ う。

OCR方 式 は用紙等の制約が考え られる。 また,第1方 式 の場合は,ワ ンクッション操作 が入 ることが

考え られ る。

マ シンの完成度の問題です。

第1,第2方 式のいずれを とるにせ よ.フ ァクシミリの図形 。漢字,そ の他 デー タの鮮明度 が問題 にさ

れ ると思 うが,現 在市販 され ている機 種では より細い,密 なデータに関 しては積極的 に取 り組み難い。

コンピュー ターの出力≒ワ'ハレターの考え方が変 って来 るのではないか。

Faxの 現状 より推定 します とスピー ドが遅い為実用に供 しがたいケースが多い。従ってス ピー ドい

かんに より利用度が変 ると考 え られ ます。

理論上では,か な りお もしろみが あると思 われます。

第一 に大 きな問題 は,コ ス トパー フォマンス 。

第二 に漢字 ・図形のデータ処理,情 報処理伝達の必要性の度合が問題 と考え られる。

第2方 式 のデモを見た ことがあ りますが,将 来 的に望ま しい方式 を考え ます。

コス ト,時 間,大 量処理な ど課題 に多い ように思いますが…… 。

ト

但 しフ ァクシミリの鮮明度 と速度 の改良が条件 。

当社では精密な図形 は不要。

デ ィスプレー出力の方がタイ ミングが よぐ,消 耗 品が不要 で必要 あればコピーを とれば よく,ス ペ ッ

クを.与える応答 の方が よい。

漢字プ リンターが入る とこの方式 は充分に考え られる し,や りたい ところでは あるが,や は り適用帳

票は限 られるだろ うし,全 店(95～100店)を 対象 とするには時間的な制限 を考慮す ると,消 極

的 にな らざるを得 ない。
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シ リアル プ リンタとフ ァクシ ミリの比較 となるがその為 には当然 センターホス ト側の問題 もあ り,現

時点での方向づけは困難 。

又,Q7も 同様 だが第1方 式 と第2方 式の基準は コス トとシステム対応 で大 きく変化す る。

第2方 式 でなければデータ量 の増大に対応出来 ない。

1.記 憶装置の価格 比が良 く解 らない安 い方法 としたい。

2.メ ンテナンスの可否 も大 きい。

5.仕 事 に より1.2方 式 を採用する。

今後のパ ター ン認識の一例 として具体性は あるが,で きれば端末機 に同様機能 を持 たせたい。

リモー ト側のプ リンター との兼合 もあるが,第2方 式 な ら利用 して もよいと思 う。特 に図形(グ ラフ

ー 株価市況 を表示す る罫線)の 出力等が考え られ る
。

将来漢字端末 を設置 し,現 行の英数 カナを含めたオン ラインネ ットワーク を構築 した場合,更 に

FAXネ ッ トワー クを新たに新設 することは考え られない。

価 格 による。

解像度 が問題

多数営業所,支 社 を持つ 企業 にとって同報 システムは有効 であ り,特 に中間にマニ ュアルハン ドリー

グを入れず コンピュー ターか らダイレク トに電送 できれば より有効 である。

利用料金 と伝送時間の条件 により,選 択の余地が残 るが,現 在の ところ漢字出力は,漢 字端末 で との

考え方が根強い。 また,図 形出力 を要 する業務が ない。

将 来利用価値が出ると思 う。

漢字,図 形出力については,漢 字端末,グ ラフ ィックデ ィスプレイ等が急速 に発展 してお り,第2方

式が使 われ る必然性は薄 いと思 う。

第1方 式 は,導 入 しやすいか ら急速に普及する と思われる。

第2方 式 は,そ の技術的問題 と価格面が解決 されれば,第1 .方式 に とって代 り,普 及す るだろ う。

第1方 式 と第2方 式 とではどちらが安価 に出来 ますか。

値段 が

Computer端 末
〉 ファクシ ミリ ・システムの時 は この形態が増えると思 う

(Printeretc)CRT

第2方 式 が良い。'

図形情報 の選 出をインテ リジェン トグラフィックター ミナルで行 な うか,FAXに な るかの選択の要

素が強い。

ミニコン,オ フコン,端 末機 を利 用DISPLALな どで も良い。

コ ス ト比較 ができないので回答 できない。

第1の 方式は中間媒体 を介するので,第2の 方法に比 し劣る,と考える。

今後 ファクシ ミリ機 も電算機 の1フ ァイル として使用 されるのではないか と思 う。
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09
ファ クシ ミリのための 伝送路の選択に関する意 見

通信のネ ットワークを全て,1種 類 の伝送路で統一す ることはない と思 う。 どの伝送路 も,検 討対象

となり得 る。

①帝城線 での高速電送 は鮮明度 に問題 あ り,限 界 。

②専用 線でクローズ したFAX網 は,特 殊な場合 しかな くなる。

将来 についてはわか りかねます。

DDXの サ ービス区域が広 がれば利用検討 できる。

今後共 ファクシ ミリについては増大す ると考え られ る。 現在の新聞 も何年,何 十年 か先 にはファクシ

ミリレベルになるのではないだろ うか。

但 し1-1に つ いては近距離のみ,大 部分は2。

多量の ものは,専 用線,そ れ以外はDDXに 向 いている。但 し5年 後のDDXの 普 及度 によb既 存の

電話網利用 も相当残 るのでは。

ファクシ ミリ本体のメーカー間の共通性を考え,専 用網 がいい と思 う。

加入型が1-1の 場 合は一般家庭 も含めてか なりのび る。

1-2,現 在 の専用線の範囲であれば社内間(特 定間)通 信,

(2)がTELEX(海 外 を含む)通 信衛星利用 にグ レー ドupi料 金 も安い ものであれば1-1を しのぐ

ものと思 われ る。

(3)は費 用 も高 くつ くのではないか,高 速性,解 像度は上 るが一般 にはそれほ どの ものは不要 ではない

か,1-2と 同様 と考え られ る。

FAXの 機 種互換性が業界で規格,標 準化 出来 るか。

CCITTの 標 準プロ トコル はあるが現状 は各 メーカー機 とし共用 出来 るタイプは少ないのではな

いか。

ファクシ ミリ画面が より鮮明になることが前提。

電話網は現在のままでその上にフ ァクシ ミリ専用網 とDDXが 伸 び ると思 われる。

費用の問題 。

料金の遠近格差のため。

選択基準は経済性 とサー ビス の質(速 さを含 め)経 済性には,設 備費 を考慮す ることは当然である。

DDX網 を多 目的に利用する ことが多 くなり専用的な回線やフ ァクシ ミリ専用網な どは不要 と思いま

す。

通信 コス トと通信の便利さ,お よび音声,デ ータ通信 との混合利用 の度合い によって状況が異 なるもの

と思います。

3のDDXは ドロップアウ トは出来 ますか。
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安い料金の選択になるだろ う。

利用者ク ラス,適 用業務,ト ラヒック,精 度etcの 各要因の利点,欠 点によ り,別 々に大 き く伸び

る と思われ る。

O異 機種間通信 の実現O低 料金化

希望的意 見と して5～10年 後 にデ ジタル,ア ナログの統合網の確立が必要。

・通信相 手側の動向,既 存設備の耐用年数(償 却)等 の関係 もあり,フ ァクシ ミリ専用網 あるいは

DDXを 利 用す るタイミングがかな りむずか しい。

・新 システムでク ローズ ドネ ッ トを構成す る場合 に新サー ビス網の利用が検討 され ることになるだろ

う。

フ ァクシ ミリ専用網サー ビスが普及すればファクシ ミリ専用網を利用 しているか も知れない。

DDXに ついて も言える事で あり,DDXの サ ービス範囲が どこまで拡大 され るかがDDXの 利用度

に大 き く影響す る。

現在 のデ ジタルFAXを 電 話網で使用す るには,回 線品質 に若干 問題が ある。将来 的にはたぶん高品

質回線 を用 いて超高速でFAXデ ー タを送 り,結 果的 に低価格で回線 を使 用する形 になると思 う。

ファクシ ミリ専用網 はFICS(加 入FAX通 信 システ ム)と 考え る。

使用回線の共通化はコンピュー タ使用上,非 常 に有利 である。

FAX網 は拡大 されつつ あ り,今 後相当の勢いで伸びると見ている。 距離,速 度 を考え,DDXが 最

良。但 し,使 用量 との比で料金 の低下 を見込んでい る。

長距離通信の有。

専用線は大 ロユーザのみ.少 々。

本社,支 店間 を結ぶネ ットワーク(専 用線)に 組み込む予定。

料金 に応 じた使い分け も必要 と考 え られ る。

それぞれの電送路の混在が出来 る事。

DDXの 普 及度に応 じて,コ ス ト安が画 られれば運用可能 と考え られる。

ファクシ ミリ専用網の利用については,料 金次第である。

FAXは 常時送受信 しない とい う前提があると思いますので課金単位 も度数制 による課金になること

が前提で専用線 とい う形は採用 しないのでは。(ただ し料金体系が変 れば別で あるが)

利 用形態に よって選択 され ると思 います。近距離が廉いな らファク シミリ専用 線がのびるで しょう。

フ ァクシ ミリに こだわ らない。

フ ァクシ ミリ専用網は,ぜ ひ実現化 して欲 しい。

Q9は 左 記の料金面の利点か ら選択 した。
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電話網 の料金 を現在のまま との前程 で4区 分 されてい るが専用線 と公衆回線 の2区 分 と簡単 に して料

金 も安 くおさえてほ しい。

ユーザー(取 引顧客)の 利便性による。

本質問 については検討 した ことがないのでわか りません。

費用効果か ら1-1,3項 の 併用可能が望 ま しい。

FAXが 家庭 レベルまで普及 してい くことを考えると,専用線は自社内の閉鎖ネ ットとなb問 題 となる。

また,こ の段階で より通信料の コス トを抑制 できるFOX専 用 線ない し,DDXが 全国津々浦々に普

及 していれば,最 も利用価値が高い,た だしこの場合,電 話は既存電話 をそのまま使えることが前提と

なる。

オ ンラインネ ットワーク と共用(時 分割等 々により)が 望 ましいのでは。

具体的 に検討 していないので解答ができません。

近距離 においてDDXが 電 話網 と同 じ位に安価になれば,電 話網→DDXに 変 更 したい。

DDXは サー ビスエ リアの拡大 とDDX接 続 端末 の開発によりその進展が左右 され よう。

ファクシミリ専用網が完成 されれば(料 金 に もよるが)利 用が増え ると思われ る。

将来的 にフ ァクシミリ専用網等が使われ ることになって も電話網 によるファクシ ミリ伝送はその手軽

さ,障 害時のバ ックア ップ等の利点によ り使用され るであろう。

経済 性 と品質 を考慮 して選択 をする。

近距離,遠 距離によって回線 を選 ぶ式 に したい。

当所あ場合,フ ァクシミリ専用は考え られない。DDX網 の使用が考え られる。

1-2は,デ ータ通信線の夜間空 き時間を考えた場合 。

現在の利用量は非常に少いので 。

ファクシミリ伝送 を,発 券用 と して考える場合,現 有システムの補完的用法 となる。専用線は経済的

に不利 と思われるし,DDXは 送 信 ピッ ト比例 の課金 であるため不経済 と思 われる。

現在の ところまった く予定 があ りませんのでわか りません。
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Qlo

ビ ジネ ス版VTDEOTEXに つ い ての ご意 見

内容次第

受像器 と画面当 りの単価が大 きく利用度 にひび くだろ う。

利用者全てが望 む程度 の違 う情報 を提供 するのは無理であろうと思 う
。 しか しなが らユーザーか らみ

る と ・コス ト高

・得 たい情報 を提供 して くれるか どうか

と言 う事 を考え ると。企業 に何台 かは許 されるだろうが,各 家庭 に浸透す るには又 さらに数年 を要す

のでは(早 く利用 出来れば便利 ですね)

利 用料金 も,情 報量 との関係で決 まるt思 っているが,TVの 伝 送データ量が非常に大 きいので
,特

別 の電話料体系で もとらない とむずか しいの では
。

除々に増加する と思われ るが,法 律,一 般情報 の利用 が増加す る
。

情報料が無料又は安価が普及 の条件 と思 う。(高 度 の情報 は期待 していないだろ うか ら)

情 報サー ビスの緻縮 さが・得意の我が国 は意外 とこの種の情報糠 サー ビス噸 的に も高 く敵 して

ゆ くのでは。

利用範囲の対象が広す ぎるの で,ど の様 に利用 出来 るのか不明

ビジネスでの利用範囲で情 報不足 であると思 われる し(専 門の民間サー ・スが ある濠 庭用 で料金

を支払 ってまでほ しい情報 とは何 か,今 の ところわか らない
。

問題 は,内 容が どの様 な ものになるのかにかか ってい る
。

データベースが何処 まで広 く,深 くなるかに より利用度が違 って くると思 う
。

情報の内容 によると思われ る。

漠然 としたサー ビスであるので,デ ータ ・ペース としての特徴及び情報 の整 理
,更 新 とうが整はない

とサー ビスの方法 として存在 して も必要性の問題 であるので普及はデータベースの内容次第 と思 う
。

・CAPTAINSサ ー ビス を電々公社が独 占す る限 り利用度の伸びは期待出来 ない
であろ う。

・放送事業が戦後NHK独 占か ら
,民 放 との共 存 となってか ら,両 者共 に内容の充実 ,サ ー ビス競争

に よつてTV,ラ ジオ共 に国民生活の中に急速に浸透 した と同様 に,VIDEOTEXも 民 業 と併

列制 を認めれば伸長 が十 分期待 で きよ う。

・ビジネス版 の場合 で も電 々サー ビス は教育番組 と政府公報 とに限定 させ るべ し
,第5セ ク ターな ら

ば他の番組 も可 とす る。

・将来CAPTAINSがCCIS
,HIOVISタ ィ ブへ と発展 してゆ くことは十分予想され るが

すべて電々独 占体制 下での運営 では価値感の多様化社会への流れ に乗 り切れないであろ う
。

情報 の質次第

納得 出来 る料金 な ら実用化は早い で しょう。(例 えば,電 話代位?)

尚,現 状の電話料金 も見直 して,も っと安 くすべ きである。
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具体的 な利用方法をお教え願えれば幸いです。

日本のデータ'ベ ースの提供形態は,未 だ しの感が あケ 般的デー タ ・ペース検索に多 くは期待で きな

い。又,企 業 内でのデー タ ・ベース検 索を考えた場合,UIDEOTEX程 度 の機能 では・ユーザ ・

ニーズの充足度 とい った点 で疑問が多い。

情報の範囲 とニーズがマ ッチすれば,ビ ジネスにも,広 範に利用される もの と思います。

一企業 において予測デー タを作成す るための資料等 をそ ろえることは大変な作業 になっている
。

VIDEOTEXが そ れ らの情報 を提供す るな らばかな り利用す ると思 われる。

あまり利用度 がない。

情報の質の問題が あ り,家 庭 を対象 とする ものであれば,ユ ーズは少ない。

デー タ ・ベースの内容充実 と低料金化

電話 とTV受 像 器の普及率か ら見てVIDEOTEXの 利用度 は非常に高 くなる と思 われ る。問題 は

多種多様のニーズ に対 して どのようなデー タベースサー ビスが可能 になるか とい う点 と情報料金の設

定にあ ると考え る。

料金面であまり普及 しない のでは?

利 用 したい と思 っている。

料金が安 くなければ増加 しない。使用価値は あま り高 くない。

現在 もそ うであるが将来的 には,ビ ジネス用(技 術用 も含めて)に は,か な り深い情報が提供 される
d

と思われる。 当質問の内容 は良 くわか らないが,そ れな りに使用 できるのではないか と思 う。

データ・ベースの規模,情 報 の種類,Picture数 等 による。 なto5年 後 にTELETEXが 実 現 し

ているとすれば,企 業 としてはTELETEXの 利 用度 の方が高 い と思われ る。

複雑な情報処理 を要求され る現代の企業 に於て簡単 な情報検索で果 してユーザのニーズに合 うであろ

うか,高 い おもちゃで終る こともありうる。

株式市況等し限定 された範 囲での利用 と考え られる。料金,デ ータ量か ら判断 し相当料量 とは思えな

い。

利用度 は少い。理 由は次の通 り

1)現 時 点で情報過多で ある。 一 ラジオ,テ レビ,新 聞,雑 誌,単 行本等

2)電 話 情報サー ビスで十分 である。

5)VIDEOTEX使 用 中は本来 の電話,テ レビが使 えない。

5年 後の範囲では普及 は十分 ではないと思 われる。

1・料金 は50円 が 限度

2.それ 以下 なら需要大
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KDDのICASService開 始 な どもあり,今 後DataBaseServiceの 利 用はます2

す 高 まると思 われる。 しか し,VIDEOTEXの 場 合,専 門情報の検索がで きない,と なれば利用

され ることはあま りないだろ う。 ただ,利 用 が手軽で,低 料金であるとい うところか ら,少 しは利用

され るか もしれない。

検討対象業務ではない。

利用側 に とってメ リットがあるか疑問である。情報 の種類が問題 であろ う。

回線 より内容の問題 です。/

ビジネス版VIDEOTEXの 運 営主体 が公社 であるな らば,何 をサー ビスす るのか,イ メー ジが

全 くうかばない。運営主体は複数 の民間企業 が自由にの り入れ可能 とすべ きである。

初期段階では放送,広 告,予 約サー ビス等に限定 され るのではないか。

加入者同志の通信 にも使用出来 る事(ビ デオ カメラの普及 と合せて)

デ ータベースの大 きさによって可能で あるが,.5年 後 ではまだ不可能 と思われ る。

公衆網の利用だけでな く,自 営網(ロ ー カル ・ネ ッ トワーク)を 用いたVIDEOTEXの 利 用が将

来 急増する ものと思 う。特 に光フ ァイバー通信の利用等

情報のマスメデアが普及 している現在その普及す るエ リアが どの程度 あるか と考えます。情報質,情

報種の吟味が必要 で情報サー ビスのユーテ ィリテ ィ化指向は,企 業内に於いては考え られ るがパ ブ リ

ックを前提に した場合 はそれ までの機能,サ ー ビスが求 められ るか疑問である。

音声 だけでな く,画 面に表示 されれば,理 解 しやすい と思いますが,や は り料金が問題 になる。

何 をサー ビス して もらえるかがキーポイン トで しょう。

しか し,広 く浅 くでも所在情報 などは活用 ・余地 は大 きい と思 います。

情報 の内容次第 で利用度が左右 され るので実用段階 にな らない と利用の可否はいえないのではないか。

民力に示 され る外 部情報程度が必要 で,殆 ん ど利用価値がない。企業秘密 に近い集計程(深 い程)利

用価値がある。

情報の内容'質 等 に大 き く左右 されると思 う。家庭 での使用が中心 となるのでは。

む しろ企業 内DBSの 完 備が進み,業 界毎 のネ ットワークで互いに利用する とい った形の方が,ニ ー

ズ にマ ッチするのではなかろ うか。

従 ってCAPTAINSの ビジネス版 は,そ れ らのネ ッ トワーク情報 を提供 する機能が よ り実用的で

は なか ろ うか。

情報の範囲によ り利用度が決定 され ると思われる。

VS新 聞VSニ ュ・一スセンターVS雑 誌VS専 門 書etc

中 企業以上では浅 く広 くでは余 り利用は しないが,小 企業か ら更に一般家庭が利用出来 る料金 であれ

ば相当 な利用が見込 まれるではなか ろうか。

家庭 では広 さ,職 場では或 る程度の深さ も要求され ると思 う。各事務所 の通達文書等の保管 と照会等

も要望す る。(Cpuに)
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料金 との見合い です。

5年 後では内部体勢が対応出来 ていない。10年 先 な らばある程度 は利用出来 ると思 うが。

会社 のPR用 と して活用す ることが一応考 え られる?

投 融資等のためる企業情報,新 聞の切抜 き等,デ ータベースへの収録 内容が企業活動のための貴重 な情

報源足 りうる程度に充実 して くれば利用価値は高い。

データベースの整備に時間 と費用 を要 し,実 用化までは相 当かかるのではないか。

データベースサー ビス として所在情報 や予約情報 では各家庭 まで普及 したとして も,使 用範囲は少な

いと思 われ る。

問い合 わせ結果 の保存 が併せて必要になると思 われる。特 に簡易型 コス ト安のハー ド・コピー装置開

発必須。

ビジネス版データベー スのユーザは必要な情報(そ れはたぶん内容的に深 く,正 確で,最 新の もの)

には コス トを掛け るが,一 般的情報にはコス トを掛 けない と思 う。家庭版デー タベースサー ビスの単

なる敷街で ビジネス版 を考え るのは,ど うか と思 う。

一部の専門分野 で利用 が始 まると思われる
。例.文 献検索

A地 点迄行 くのにa)b)c)d)・ ・が 考え られ,そ れぞれの料金が算出され るシステムなどお も

しろい と思いますが。

本 システムは家庭 での利用 の方が伸びるのではないだろ うか。 ビジネス用 としては職種が限 られて く

ると思 う。

家庭用VIDEOTEXよbビ ジネス用の方が実現性は高い。

家庭内に普及す るには5年 以上かかると思 う。

現状ではあま り実用的 ではない。

COSTに よ るのでは./

団体 の性格か らして情報 を提供する側面が多い と思 われ る。

行政サー ビス と しては利用度が高い。
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Q11-1企 業 内 オ ンラインシステムの場合,

集 中 ・分 散 型 に つ い ての こ意 見

通信処理機能 の配分 とい う観点か らの集中 ・分散については,そ れぞれ一長一短 あると思 う。 ユーザ

ー'サ イ ドか らの希望 を云えば 「そ の時点時点 で
,い ずれ も選択可能 である 」ことが望 ま しい。(あ

るスタンダー トを設けた統一性を要求する事 もあろ うし個別 のこまかい仕様が要求 された こともある

と思われるか ら)端 末機 メーカ ・サ イ ドと調和 の とれた進展を期待 しています。

集中型利用の条件 として'プ ロ トコル"が 求め られ るが.ガ バ メン トの標準が常に特定 メー カーの商

品 を意識 して,制 肘す るような作 られ方をする ことに当惑する。

長い 目で見た独 占による不利益 とい うこともあるが犠牲 も大 きい ようだ。'正 解"

解 答の方法がよ くわか りません。(記 入方法)

現 在は集中型が多い ようですが,将 来 は分散型 にな ると思います。

以下5ペ ージの質問の趣旨がよく解bま せん。 これは,技 術開発に携わる関係者が考える問題で,し

かも国際レベルで判断する必要があります。分散型であれ集中型であれ,か くの如 くして開発された

端末機が国際市場で通用するのかどうか?

非常 にむすか しい問題 で,集 中,分 散が共存 してい くものと考えている。現実 に,分 散 による開発個

別化,イ ンタフェース の不 統一が発生 している面,集 中による変化に対応で きに くい面,と もに出て

いる。共存形 でい くと考え る。

ホス トCPUの 負 荷及び コス トを考 える時,あ る程度 分散化する方が,効 率が良い と思われ る。

小規模の企業に於 て現状 では本社 集中型を とらざるをえない。5年 後(近 い将来)に は,各 工場間独

自のITを 用 いて分散型にする予定。

集中,分 散形 との表現が合 っているかも知れないが,支 店 には端末機 を増 や し工場 には分散処理可能

機 を設置 し,ホ ス トコン ピューターは,バ ッチ処理 を減 らしオ ンライン処理が増えユーザの直接 コン

ピュー ター利用 を活発 に したい。

い ちがいに,ど ち らと限定すべ きものではない。共存すべ きではなかろうか。

集中分散型(イ ンプ ッ トは各ター ミナル,分 散型マシンである程度情報を整理 し,ホ ス トへ送 る。)

集 中型の方が良い と思 う。その方が各端末側の標準化がで きる し,コ ス トも長 い目で見れば安 くな る

と思 う。

現在は集中型 をとってい るが,将 来端末数の急増 と共 に,端 末側 でのスタン ドアロン型の利用が(簡

易言語やマク ロの普及 と共 に)増 えると,恐 らく集中型 と分散型 の共存 型,複 合型が最適 システムとな

るであろ う。

弊社の場合は,集 中処理 向 きデータ と,分 散処理 向きデー タとが,共 存'し,本 社電算機 と各事業所電

算機 が各 々担 ってい る。
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これ以降の設問については,ユ ーザでの判断 能力を越 えてい ると思います。ユーザ としては安価で使

い易 ければ,集 中でも分散で もどちらで もよい と考えます。む しろ問題は機種 によって規格がマチマ

チであ り,標 準化 されていない ことが大 きい と思 います。公的機関が指導性を発揮 して推進すべ きと

考えます。"

現 在,集 中処理の下 で一 部については分散型オ ンラインを実 施 してい るが,将 来的 には,集 中/分 散

型オ ンラインの併用になろ う。

全般(Q11-1～3)に 言 えることは,公 社網への機能集中は通信の標準化 といった点で評価され

ると思 うが,一 方端末機 な どの 自由度 を疎外す る恐れの力が大 きい と考える。端末機等は,や は り自

由競争が原則 で,そ れ を前提 とした標準化 の推進の方途を考え るべ きであると考え る。

端末サイ ドの利用ニーズの多様化に集中型 で対処 し得れば,集 中型 の方が管理上好 ま しい。一般的に

云 って,集 中/分 散については,適 度 の比率があるのではないか と思 う。(混 在型 にある)

使 いやすさが必要 である。

集中型 で諸種の通信処理 ニーズが満たされることが理想的であるが,情 報処理が中央集 中型か ら分散

型 に指向 してい る今日,個 々のエン ドユーザの ニーズを十分 に解決 して くれるか どうか疑問 である。

一力 ,分 散型 によ り前述の問題 を解決出来 る として もソフ トウエアの開発,維 持,運 用管理 の負担が

大 きくなるとい う問題が ある.

通信処理機能はできるだけ集中型に し,電 算機 や端末機 にはアプ リケー ション処理機能のみを分担 さ

せ る方が好 ま しい と考えるが,企 業内オンラインではまだ無理だ と思われ る。

公社 のシステムは時代遅れ の ものが多 く,料 金体形 も不満足 である。公社はやた らに規 則を複雑 にせ

ず,ト ランスペア レン トだけでよい。

情報の伝達はお説の とおり,多 種多様 になっていると思 われ るが,そ の ようなものに公社が どれだけ

早 く対応できるか,ま た低価格 でサー ビス できるかは,非 常に疑問である。 いっその こと,公 社には

伝送路のみを高品質でかつ低価格 で提供 していただき,使 用の仕方は各 自にまかせた方が 良い と思 う。

ただ し,通 信 に関 してのイニ シャチ ブは とる必要 はあると思 う。

現在半 々一 部分散型 の方向

但,デ ー タ処理がバ ッチで良い ものは集中,セ ンター とのオンラインもコス ト的,運 用技術的に難

しい と判断される。 集中,分 散,半 々で進む と思 われ る。

知識不足の為判断 に苦 しみます。

分散型 と して拡大され且,あ る部分 ではインハ ウス形態 を取 り複雑化す ると思われ る集中型,分 散型,

そ れぞれのメ リットはある と思 うが,事 故,災 害等またその場その場 に合 った利用 を考える と分散型

の方が利があ りそ うである。

一旦 システム化 された場合 は,EDPに 入 った ものが,ベ ースデー タとな る各組織間(EDP間)を

交換 されるデータは当然 自動 交換が必要 である。数機のEDPが 既 に稼動 し,既 定の進行 となってい

る様 々な面で未解決の課題 は有 り。

コス トは両者等 しいとなれば,後 は付加通信処理機能装置の外形,寸 法に依存すを要素が大。

この見地 より集中型が発展す るだろ う。
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集中/分 散

支店,営 業所 の規模が大小 さま ざまである と同時 に比較的近距離に集中 してい る点か ら今後 も集中方

式 で考え ざるを得 ない。

現在 は集中型で運用 しているが,分 散集中の方向で検討中であ り,今 后はハー ドコス トの低下に伴い

分 散化傾 向が強 く成 るだろ う。

オンラインシステムのメンテナ ンスを考える と分散 してマンパ ワーを多 く必要 とするよ りも,集 中型

の方がよ り効率的ではないか と思 われる。

現 在 ⑳:1がBctler個 別 ニーズに対応 出来ない。

5年 後 ⑬:5.個 別 ニーズに対応出来 るか疑問

⑫1.集 中 した場合 トランスペアレンシーがな くな り,端 末が限定 される。

⑳2上 記理 由か ら,分 散型に移行すぺ き

原則 として集中型が好 ま しいが分散型 をとる とすれば通信 コス トの問題 となる。

分散型の大 きさ,内 容によって異 なるが,分 散デー タベース指向へ向 うもの と思われ る。

両者が混在す る。

分 散処理の発展に より,複 数 ホス トの リソース ・アクセス,端 末間通信等が よゆ 進む もの と思 う。 こ

の為,ネ ットワークの独立化 の考え方が取 られ,通 信処理機能のネ ッ トワーク内への拡充化が図 られ

て くる。

又,同 一構内,建 物内の ロー カル,コ ンピュー タ ・ネ ットワーク(ロ ー カル,エ リア,ネ ッ トワーク)

も出現 し,ネ ットワーク内の機能強化がよ り進む もの となろ う。

但 し,機 能/処 理 に関 しては,分 散処理形態である。

集中型,分 散型 とい うオ ンライン ・システムが代名詞的に呼ばれて数年 になると思いまナ。利用する

情報処理 リソース によりその型 名が あるとも言 えます。確かにネ ットワーク等のコス ト削減 との関係

で集中,分 散 とい う議論が あるか と思いますが この議論の対象は もっとスケールの大 きい ものである

と思います し情報 システム構築上項 目を設定 して議論する必要のないものであるとも言 えるのではな

いで しょうか。情報 システムに対 するニーズ,目 的,目 標を達成 する事 が先決で結果的に集中型,分

散型 とい う名称のオン ライン ・システムが構成 され るもの と考えます。

障害対策を考え ると分散 にな らざるを得 ない。飛行機で も2発 →4発 になったではないか。

ここ当分は錯綜時代が続 くで しょうか ら分散型 でゆ き,そ の次の時代 で端末 を廉 くする集中型へ移 る

こととな りませんか,コ ス トが同 じな ら分散型の方 が使い易いよ うに感 じます。

完全に分散型 ではな く,あ る一面 では集中 してゆ く集中 ・分散型になるのではないか と思われます。

現在,支 店毎 に独立採算 で分散 している。

分散型集中が理想 と思います。

日次業務 フロン ト業務等 は分散(オ フィスオー トメーション)}
この ネ ・トワーク月次

〃 バ ックグ ラン ド(集 約管理)は 集中

データの意味 でデータ交換,分 散 も必要
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将来的には集中型で充分 と判断 します。

どち らかといえば分散型が望 ま しいが,ソ フ トウェアの メンテナンスがや りず らい面 もある。

投資が同 じとすれば端末で処理す ることは極力少ない方がよい。

デー ターベースは集 中型

価格が同 じな ら分散型の方 がよい。

ユーザー負担 コス トが等 しくて も設置環境(人 的管理 の問題等)な どの問題 が解決 しなければ分散さ

れない。

ネ ットワークユーテ ィリテ ィー の下 では,分 散型が望 ましい し又,そ うなって くる と思われ る。

それは,企 業 内,企 業間オ ン ラインの形態は問 わないのではないか。

事務集中の面か ら考え ると,現 物処理が残 ると考え られ る事か ら地域グループによる集中(分 散 シス

テム)お よび,営 業店におけるOAシ ス テム としての分散が考え られ る。 これ らは,セ ンター集中で

は不可能ではないか と思われ る。

分散型 の方が,将 来的には望 ま しい姿 と思われ るシステムが高度 に発展 すればするほ ど,シ ステムメ

ンテナンス,シ ステムリカバ リー等 の面 で分散型の方が優位 になる。

生保の業務 の性格上,・殆ん どの事務情報は本社 に集中ファイル化す る必要が ある。 しか し,販 売管理

情報 システム等については,現 地の任意性の要求があ り,ま たセンターか らの情報の一括作成 では現

地の要求を全て網羅できない ところがある。またコンピュータ機器 の技術革新 により現地 にインテリジェ

ン ト機器をおいて も価格面 でも十分採算が とれ る状況にな りつつ ある。

一 部集中型 システムをkeepし た まま(当 社)

集 中型,分 散型は処理サー ビス とコス トとのバ ランスで決 まる。

現在のDDXの よ うにサービスエリアが限 られた り近隣地域 の料金が高かったbす ると各種のネ ットワ

ークを組み合せた伝送方式 を採用 することとな り
,あ るネ ットワークが提供 する通信処理機能 のみに

頼 るわけにはいかな くなる。

本質的には通信処理機能は集中化 し,利 用者側にはブラックボ ックス化すべ きと考え られますが,技

術の進歩はめざま しく,又,ニ ューズ も多様化 してい る間は,実 際問題 として得策ではないで しょう。

ここ当分,分 散 していた もの を集中 し,新 しい技術'ニ ューズによりまた分散す るとい うことを繰 り

返す でしょう。

自社内の規約を取 りきめれば集 中型 で大体満足 され ると考え られ る。

分散型が普及 すると思 う。

企業の拡大 に伴い従来 より集中処理(全 システム)し ていた ものが業務的に地域単位 での処理出来 る

ものは地方のマシン処理へ と分散 しデー タに関 しては通信回線網の利用 と進ん で行 く。

システムの運用,保 守,障 害対策等 を考え ると通信機能はネ ットワーク側 に持つ こと,す なわ ち通信

機能を一元化す る方が望 ま しい。
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o

集中型が望ま しい。

〈理由〉 端末 自体は,ハ ー ド的に も,操 作 性において も,で きる限 り簡易な方が よ く,そ の分処理機

能に力を注 ぐべ きである。但 し,集 中化 を行 うためには,ネ ットワーク内の通信処理機能が

あ らゆる端末側の要求に応 じえ る融通性 に富んでいることが前提。

現在は集中'分 散型が両方ある。

集中型にすると細部にわた り公社中心 の考え(標 準化 と云 う面では大切だが)に なる為,基 本的 なと

ころ(BASE)は 公 社の考えで,ユ ーザ寄 りのほ うは端末側に分散 したほ うが,a－ ザ も使い易い

のではなかろ うか。

OA時 代 突入 と云われる昨今,機 器の価格 の低下,取 扱技術のレベルア ップ等 が進み,将 来は分散型

に移行する と思 う。

当県 の教育面 でのオ ンライン化は5年 後 も行 なわれない と考え られます。(以 下Q12,15も 同 じ)

分 散型の場 合はメー カーの好みによ9通 信機器 に種々雑 多なものが増加する可能性があbUOCS側

は不便 を蒙る。一方集中型の場合 は,メ ー カーは必然的にこの方式に合 わせ ざるを得 な くな り,標 準

化が促進 され る。現在で もユーザーは メーカー相 互間の製品の互換性のない ものに非常 な不便 を感 じ

ている。

適用業務に よって集中,分 散の2方 式があ り得 る。

本会 のオ ンラインシステムでは他企業 とのオンラインは考えていな くまた利用度 もない と思われ る。

当社 の場合 について回答

将来(5年 後),エ ン トリt－は分散型を取 る と思われ る。ただ し処理は集中型に とどまるであろ う。

現有の集中型オ ンライン システムは5年 後 も存続する。 これ と並んで分散型 の各種サブシステム も社

内各所 で実用化 されよ う。

分散型 ・

自由度 のある分散型が適当

集中型でほ とん どまかなわれ ると思 うし,集 中型 による標準的な技術力とい うの も見のがせない。

将来 的には分散型になると考え られます。'
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Q11-2企 業間のオ ンラインシステムの場 合(直 接結 合で営業 センターを

介さない)集 中 ・分散型についてのご意見

解答の方法が よくわか りません。(記 入方法)

現在は集中型が多い ようですが,将 来は分散型 になると思い ます。

ホス トCPUの 負 荷及び コス トを考え る時,あ る程度分散化す る方が,効 率が良いと思 われる。

集中型 に於 て も利用 ニーズによ り集中/分 散端末選択 の自由度が充されれば,集 中型の方が管理上好

ま しい。

共通機能 については集中型,個 別のニーズに対 しては分散型

グループ内の コンピュー タセ ンター間はIBM/SNAに も とつ く分散型へ移行 する予定です。

DDXの パ ケ ット交換サー ビス利用 に指向す ると考え られるが通信相手側の動向により左右 され る。

分散型 として拡大 され 且,あ る部分ではインハ ウス形態 を取 り複雑化す ると思われる集中型,分 散型,

それぞれのメ リッ トはあると思 うが,事 故,災 害等またその場 その場に合 った利用を考えると分散型

の方が利があ りそ うである。

⑭ 一1

⑮ 一5細 かい個別 ニーズ に対処可能か疑問

⑭1.こ の方式 が主流

⑮1.企 業 内 に於 ては,5年 以 内の短期間に状況が整 備されない と思われ るため,現 在 と状況 はかわ

らないだろ う。

公衆網の利用が中心 となるが,自 営通信網を用いて企業間オ ンラインを行 な うには,ネ ットワーク ・

ルーテ ィング,メ ッセー ジ'ス イ ッチ ィング等 の機能 をネ ッ トワーク内で持つため,制 度面の制約 を

改良す ることが必要。

企業間オンライン'シ ステムについて次の様に考えます。

企業間の情報授受は企業 間で責任 をもつ性質の もので,そ の情報伝達の媒体に伝送路が有 る もので接

続に関 し,利 用 目的 までNTTが 関与 する事 はおか しいのでは,

他 人使用の条件等,企 業間情報 システムに歯止 めをかけ る様 な もので もっと融通性に富んだ接続条件

を設定すべ き,こ の ことが解決されてQ11-2,Q11-3を 議 論すべ きではないで しょうか。

システムによってきめかね ますが,両 方出て きません か,通 信ネ ットワーク制御 コンピュータ(自 営)

が集中型 に含 まれ るな ら現在は集中型で しょう。

データ交換 だけで充分

昨年11月 郵 政の 「CCNP」 が 告示 されてS・り,ど ちらか といえば,分 散化の傾向が進む と思 う。

企業間 の場合それぞれの企業 で処理する部分が多い と思われるので分散型が有効 と考える。

センター には一括 して左記情報 を送 る。 データベース メンテナンス資料

但 し端末 の処理機能は標準化 されていることが必要 である。
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ネ ットワークユーテ ィリティー の下では,分 散型が望 ま しい し,そ うなって くる と思 われ る。

それは,企 業 内,企 業 間オ ンラインの形態は問わないのではないか。

当社の場合具体的事例 がないが,考 え られ るとすれば,保 険料の銀振,及 び企業への投融資関連情報

の交換 であるが,こ の場合は,集 中方式が望 ま しい。

一 般的 に(当 社 ではな く)回 答 した
。

集中型,分 散型 は処理 サー ビス とコス トとのバ ランスで決まる。

現在のDDXの よ うにサー ビスエ リが限 られた り,近 隣地域 の料金が高かった りす ると各種めネ ット

ワークを組 み合せた,伝 送方式 を採用す ることとな り,あ るネ ッ トワークが提供す る通信処理機能の

みに頼 るわけにはいかな くなる。

企業間オン ラインシステムの場合,や は リトランスペ ラレン トを保つ為,分 散型が よいと思われ ます。

こまかい個別ニーズは集中型では解決 されない。但 し,回 線接続 に関する付 加機能(閉 域接続,相 手

固定接続,相 手通知機能等)は,通 信ネ ットワーク側で持つべ きである。

各企業独 自のニーズを取 り込む余地 を残す必要上 分散型が望ま しい。

分散型では互換 性のない機器がふえる,集 中型では標準化が促進 されるので将来は集中型が望 ましい。

分散型

自治体 ではあり得 ない。
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Q11-3民 間の情報 サー ビス ・セ ンターを介する企業間オ ンライ ンシステム
の場合,集 中 ・分散型についての こ意見

鴨現在"は 極 めてシムプル な機能 しか網 に期待 していない
。

解答の方法が よくわか りません(記 入方法)

現在は集中型が多い ようですが将来 は分散型 になると思います。

トラブル等の解決 を早期 に行 う為 にも集中型 であるべ きである と思 う。

この種の経験 も予定 もないので特 に意見 な し。

集中型か分散型か明確に分け られないケースバイ ・ケースで集中型 と分散型の共存 という型になるもの

と考える。

情報サー ビスセンター を介す る場合は,通 信処理機能 の大 部分は通信ネ ットワーク内に付加され るだ

ろ う。

民間の情報サー ビス ・センターによるVANは 制度上 ない もの とする。

広範 囲なデータを扱い且,企 業間 となると企業 自体 は集中型 となっていた方が取扱 い,検 索等に関 し大

き く考えれば1対1の 感 じで利用出来 る。

(昨 年11月 郵政 の「CCNP」 が告示 されてteり,ど ちらか といえば,分 散化の傾向が進 むと思 う)

Q11-2と 同 じ

情報 サー ビス センターな どは不特定多種類 の端末 か ら問合せがあると思 われるので集中型になるので

はないか。

センター には一 括 して左記情報 を送 る。 デー タベー ス ・メンテナンス資料

但 し端末の処理機能 は標準化 され ることが必要 である。

ネ ットワークユーテ ィリテ ィーの下 では,分 散型が望 ま しい し又,そ う左って くると思 われ る。それ

は,企 業内,企 業間オ ンラインの形態は問わないのではないか。

このケースが あるとすれば,自 営オ ンラインネ ッ トワークの補完的な形態であると考え られる。 この場

合情報の種類 にもよるが,当 面は現地へ機能分散 を図る形態は考えに くい。

一般的に(当 社ではな く)回 答 した。

コス トが等 しい とする仮定 にム リがある。集中分散 の輪廻 は技 術進行によるコス ト要因の変化が最大

の原因 である。通信 コス トの ドラステ ィックな低下 と,大 規模処理装置の コス トの低下が あれば集中

が有利 であることは間違 いない。

民間の情報サー ビスセンターの意味が良 く判 らないので,不 明

計算センター の様 な ものな ら①になる。

法制庭上の問題で,情 報サー ビスセンター でのメッセー ジ交換が大幅に緩和されれば,オ ンライン ・

ネ ット・ワー ク構築迄 分散形は より一 層利用 される と思 う。
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・集中型,分 散型は処理サー ビス とコス トとのバ ランスで決 まる。

・現在のDDXの よ うにサー ビスエリアか限 られた り,近 隣地域の料金が高か った りす ると各種のネ ッ

トワークを組 み合せた,伝 送方式 を採用 することとな り,あ るネ ッ トワー クが提供する通信処理機

能のみに頼 るわけ にはいかな くな る。

Q11-1で も述べ たとお り,集 中型だけではニ ューズへの対応が充分 でな く集中 ・分 散 と二通 りを

併せ持つ ことになる と考えます。

こまかい個別ニーズは,集 中型 では解決 されない。但 し,回 線接続に関す る付加機 能(閉 域接続,相

手固定接続,相 手通知機能等)は,通 信ネ ットワーク側で持つべ きである。

USER独 自の ニーズは どうして も残るため分散型 とす る方が良いだろ う。

どの様 な方式 で も良いが実現できることを期待す る。

システムの運用,保 守,障 害対策等 を考えると通信機能はネ ットワーク側 に持 つ こと,す なわ ち通信

機能 を一元化する方が望 ま しい。

集中型 がよい。

現在で も分散思考 と思われ ますが,使 い易さ と云 う点で分散型が増え ると思います。

分散型では互換性 のない機器がふえる。集中型では標準化が促進され るので将来 は集中型 が望 ましい。

他のデータベース提供者 との相互受 け渡 しな どが考え られ るため。

現在利用 していない し,い まのところ利用する予定はない。

分散性

当市 では あり得 ない。
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司会 本 日ご検討いただきます事項は 「議題案」 と してむ手元 ⇔ 配 りをいた

して鋤 ます・ メンバーといた しま しては
,昨 年度 このアンケー ト.倭 員会 を

開 きま した ときには・オン ライン専 門委員会の方は時間的 な関係そ の伽 ろい

ろござ賊 して代表の旅 糎 ま しいただ きま して
,ゲ ス トの方 を中心 に運ば

せ ていただいたのでございますけれ ども,今 度の問題 は非常に範囲が広 うござ

います関係 上オンライ ン専 門委員会の方に全員 ご同席をいただ きま し
て活発 な

意見交換 を賊 だ きます ように的 計 らってお ります
.そ の点ひ とつ ご理解 を

いただ きたい と思 います。

1前 回報 告 書 「DDXを め ぐる

問 題 点 を ユ ニザ ー との対話」

司会 ところで,前 回 とか今回 とか 申 し上 げま したけれ ども
,大 分 時間 が た って お

baす の で ち ・っ と糖 をさせ て い た だ きます け れ ど も
,拝 元 に 「(55-

ROII)新 デ ー タ網 をめ ぐる問題 点 調査 とユ ーザ ーの 対話」 とい う報 告書 が

ご ざ持 す が ・そ れの ・9・ ベ ー ジ⇔ 開 きいた だ きたい と思 鳴 す
.、9、

ベ ー ジにQ1が ご ざい ます
。Q1(DDXの 周 知度 ・疑 問 点 調査)は 主 と して

新 しげ ・ ジタル網 ・ デ ー 欄 に関 す るそ れぞ れ の ア ンケ ー トの会 社 陸 け る

現 在 あ るい は将来 の 利 用 動向 と同 時 にDDX自 体 を どれ 鮒 ご承知 か
,何 回力、

説 明会が ご ざい ま した し,こ の委 員 会 か ら もそ れ に対す る補足 説 明 をつ け ま し

て・ そ の 上 でDDXを い ろい ろltEEtlCわ た って どれだ け ご理 恥 た だけ 勧
、

とい う調 査 と・ これ を利肘 るに つ いて の ご意 見 あ るい は ご質問
,こ れ が 第 、

部 で ござ鳴 した・ 前回 は 時間 の 関 係が ご ざ賊 した もの です か ら
,こ の 両方

につ きま しては ・特 に ア ンケ ー ト⑭ らわ れ ま した ご意見
,ご 質 問 をず っ とご

らん いただ庭 上 で・ ゲス トの皆様か らそ れぞれご意見あるいは ご質問 を
いた

だ き渇 電公社の朝 さんにそ批 対す ⇔ 翫 を屹 だ きま した
.そ れが こ
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の報告 書 に ま とま って おる わけ で ご ざい ます 。

2音 声 ・デ ー タ ・フ ァ ク シ ミ リ総 合

ネ ッ トワ ー ク ・ビ ジ ョ ン 調 査

司会 そ うい うわけで ございま して,そ の後 の部分,そ れはこの 報 告 書 の198ペ

ー ジ
,具 体 的 には230ペ ー ジか ら始 ま るわ け で ござい ます け れ ど も,DDX

の 問題 を二応 置 いて お い て,「 音 声 と フ ァク シ ミ リ」 「音 声 とデ ー タ」 とい う

ふ うな 形 で の 総 合 的 な あ る い は 混 合 の と 言 い ま し ょ うか,そ うい う利用

の 仕 方につ いて 将来 ξの よ うに お考 え に な って い るか とい う調 査 と,そ れ に つ

い て の ご意 見,ご 質 問 と い う ア ンケ ー トの 部 分 に な る わ け で ご ざ い ま 主

具 体 的 に見 て い ただ いた らお わ か りに な ろ うか と思 います け れ ど も,た とえ

ば202ペ ー ジを ご らん い た だ きます と,「 専 用線 また は特 定 通 信 回線 を使 う,

次の よ うな組 み 合わ せ の複 合伝 送 につ いて の 現状 お よび今後 の 可能 性 に つい て

の お答 え と ご意 見 をお示 し下 さ い。 」 とい う こ とで,202ペ ー ジに 表が あ り

aし き ∫利 用度 」 は 「現在 」 と 「、年 後」 ⇔ い て 、か5ぐ らい の 段階 でそ れ

ぞ れの 複 合伝 送 が ど うか とい うご意見 を求 め てお ります 。 そ の 下 の 四角 い囲 み

の 「ご意 見 」 とい う とこ ろ に 自由 にお書 きに な る よ うに な って お ります 。 こ の

ご意見 あ るい は ご質 問 を ま とめ ま した もの が62ペ ー ジのQ2「 音声 ・デ ー タ ・

フ ァク シ ミ リの複 合 伝 送 につ い て の ご意 見 」,こ こか らず っ とまい りま して ,

102ペ ー ジまで そ れぞ れ の ア ンケ ー トに 記 された ご意 見 を集 約 して掲 載 して

`

お ります 。 本 日は利 用 度 の 問 題 は ち ょっ と置 きま して主 と して これ に つ い て こ

討議 を いた だ きた い と思 うわ け で ご ざい ます 。

なま㍉ 前回 の 第1部 のDDXに 関す る ア ン ケー ト小 委員 会 で の 討議 の 結 果 は,

そ の 次 の104ペ ー ジか らま とめ て掲 載 をいた してお ります。

こ うい うふ うな形 に な って お ります の で,順 序 といた しま して,ま ず 昨 年度
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の報 告書 につ い ての報 告 を して いた だ きま して,次 に皆 さん か ら総 合 ビ ジ ョ ン

に つい て の ご意 見 をお 出 しいた だ くよ うな進 め 方 で まい りた い と思 い ます。

3総 合 ネ ッ トワ ー ク ・ビ ジ ョ ン

に よ せ ら れ た600回 答 社 の

主 な ご意 見

司会 そ れ で は主 た る議題 に 入 って い きた い と思 い ます 。

先 ほ ど申 し上げ ま した よ うに,音 声 ・デ ー タ ・ファ ク シ ミ リの複 合 伝送 に 関

す る種 々の ご意 見が あ る わけ で ご ざい ます け れ ど も,そ の 元 とな った 具体 的 な

質 問事 項 は本 報告 書190ペ ー ジ以 降 に ク ェ ッシ ョンの 形 で 載せ て ご ざいま す

の で,そ れ と対 比 を して い ただ きなが らお 進 め いた だ いた ら ど うか と思 い ます。

これ は600社 を超 え た お 答 え をい た だい て い る わけ で ござ い ま して,そ れ の

ご意 見 を全 部 こ こで上 か ら順 番に 読 ん で まい ります だ け で も時 間 が大 変 か か り

ます の で,大 変借 越 で ご ざ います け れ ど も,私 か ら皆 さん の この ア ン ケー トに

出て まい りま した お答 え と大体 の傾 向 を ざっ と レビ ュー いた しま して,そ の後

皆 様方か ら順 次 ご意 見 を ち ょうだ い した らいか が か と存 じま す。

・ 特定 回線 に よ る複 合 伝 送 の 現状 と将 来

そ れ では まずQ2で ご ざい ます が,こ れは 「専 用 線 また は 特 定 通 信 回線 を使

う,次 の よ うな組 み合 わ せ の複 合伝 送 に つ いて の現 状 お よび 今後 の 可能 性 に つ

いて の お答 え と ご意 見 をお 示 し下 さ い。 」 とい うこ とで,ま ず 利用度 につ い て

の見 込 み とい う点 で は,大 体 の傾 向か ら言 い ます と,そ この 図 を ご参 照 い ただ

い た らわ か るの で ご ざい ます け れ ど も,こ れ は 「相 当 程度 使 用」 とい うの が現

状 との比 較 で言 い ます とその 度 合 いがか な り大 き くな って お ります。 これ は 項

目が 「音 声 と フ ァク シ ミ リ」 「音 声 とデ ー タ」 「フ ァク シ ミ リとデ ー タ」 とい

うそ れぞ れの 組 み合 わ せ,ほ か に この3つ の 「音声 と ファ ク シ ミ リとデ ータ」
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とい う総 合 的 な組み 合 わせ の4項 目に分 か れ てtsる わ け で ご ざい ます け れ ど も,

どれ を と りま して も相当程 度 とい う形 で将 来 利 用度 が 増大 す る とい うお 見 込 み

をい ただ いて お るわけ です 。

これ に対 す る ご意 見 をず っ と見 て まい ります と,本 報告 書77ペ ー ジの 上か

ら7つ 目の と ころは,「 全 国事 業 所 間の 通 信 は,今 後 ます ます 電 話,フ ァク シ

ミ リ,コ ン ピ ュー タデ ー タ通信 と3種 が 共 存 す るの で,通 信 費 用節減 の意 味で

も事 業 所 間 ネ ッ トワー クは,混 合使 用 を検 討 した い。(55年 前半 に 多少 検 討

したが 経 済 性 も合 わせ ては 結 論 が 出 なか っ た。 ネ ッ トワー ク全 体 を示 唆 い た だ

け る コンサ ル タ ン トサ ー ビス を願 う。)」 こ うい うことで ござい ます。

そ れ か ら3つ 下 は,「 ニ ー ズは大 い に あ るが,制 度 の問題 に集約 され る。 」

ニ ーズは 大 きい とお っ しゃ っ てお ります け れ ど も,制 度問題 で若干 将来 の 利用

度 につ いて は ど うか 。

そ れか ら,下 か ら7行 目の と ころ は,「 当社 の場 合,分 社(関 係 会 社)と の

専用線が多 く二混合使用が,電 気通信法上制約されてお り,改 善 して欲 しい。」

とい うこ とで ござ い ます。

この制 度 問題 に つい ては,昨 今 新 聞に いろ い ろ な方 面か ら各 種 の ご意 見が 出

てお りま して,近 い将 来 に 緩和 の 方 向が 出て お ります の で,現 時点 で同 様 の調

査 を行 った と した ら,こ の 利 用度 の将 来 性 とい うこ とに つい ては さ らに 大 き く

利 用 した い とい うふ うに な るので は な いか と私 は 推察 を して お るわけ で ご ざい

ます。

そ れか ら,本 報告 書78ペ ー ジの 一番 上,ち ょっと技術 的 な ことで ご ざい ま

すが,「 デ ィ ジタル化 が進 ん で い る現状 か ら考 え る と上記 複合 伝 送 の使 用 状態

は 幾分 増 す もほ ぼ横 ば い状 態 と考 え られ る。 す なわ ち,音 声,FAX,デ ー タ

と独立 して お り送 受信 双方 と も現 状 とは変 らないか らこれ等 が デ ィジタ ル化 さ

れ 伝送 され 電算 機 また はFAX等 が イ ンテ リジェ ン ト機 能 を持 つ 様 に なれ ば,
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現 状 とは 相当 に異 って よ り広 く使 用 さ れ る と思 われ る。 」 つ ま り技術 の 問題 を

こ こで取 り上 げ て お られ ます。 しか し,傾 向 と してそ れが 解決 され れば 相当 伸

び る と い うこと で,こ こで は問 題 は や は り1つ は 制度 であ り,1つ は 技 術 であ

る と言 え るの で は ない か と思 い ます 。

も う1つ の 要 素 と して,本 報 告書79ペ ー ジの一 番上 を ご らん い た だ きます

とわ か ります けれ ど も,「 複 合使 用 の 目的 は 回線 コス トの 削減 で あ り,技 術 的

に は現 在 す で に大 きな問 題 は な く…」 先 ほ どの ご意見 とち ょっと違 い ます け れ

ど も,実 現 の た めの コス ト比較 の 問題 と考 え て お る とい うこ とで ,利 用 制 度,

技 術 及び コス ト,こ の3要 素が将 来 を 決定 す る要 因 であ る。 方 向 と して は増 加
,

一 言 で結 論 づ け る とこの よ うな傾 向 では ないか と思 い ます
。

・ デ ィ ジ タル化音 声 利 用 の 現状 と将 来

次 に・Q3に ま い りた い と思 い ます。 この質 問 は 「デ ィジタル化 音声 の 利 用

につ いて,お 答 え と ご意見 をお示 し下 さ い。 」 こ うい うこ とで ござ いま す。

これ に つ いて もい ろ いろ あ る の で ご ざい ます が ,価 格 の問 題,技 術 の 問 題,

お よび制 度 の問 題 等 が 絡ん でい る の はQ2と 同様 で ご ざい ます 。 代 表 的 な と こ

ろ を ご紹介 してい きま す。

本 報 告書80ペ ー ジの 下 か ら5つ 目の と ころは,「 社 内の大 阪 ～東 京 を 中心

にNEC製 ネ オ コ ー ダ を介 して デ ィジ タル音 声化 す る方 向 で あ るが
,加 入電

話 に採 用 され る方 向 で望 みた い。 但 し,音 声 に ニ ュア ンスが な くな るの は 肉声

と して の 意味 が 薄 れ る。 」 とい うご意 見 。

次の 本報 告 書81ペ ー ジで遠 境 整 備 の こ とをお っ しゃ って お りま す。 上か ら

4行 目の ところ は,「 デ ィジ タル化 音 声 の技 術そ の もの は特 に問題 とは な らな

い と思 うが,デ ー タ処理 と音声 を混 合 した環 境整 備(例 え ば ,音 声入 力/出 力

とデ ー タ処理 との連 絡)の 点 で,今 後 技 術 的 課題 が 多い と考 え る。」

一128一
!
/



ち ょっ と飛ば しま して,本 報告書82ペ ー ジの 上か ら6つ 目の ところは,

「S3で 将来r同 －D規 格1本 か ら,デ ィ ジタル化音 声 チ ャン ネル数 は さ らに

増え る』 とあ るが,デ ィ ジタル網 化 され る将 来 にお い て 『D規 格 』等 は 存 在す

るのか?又,Q3で デ ィ ジタ ル化音 声 の利 用度 は社 内 と一般 では 品質 に 対 す る

考 え方 も多少 異 なる と思 われ る し,基 本 的 に は コス トで ア ナ ログ/デ ィジタ ル

の判断 を行 うと思 わ れ る。(も っ とも公 社 の今後 の通 信政 策 がPointで あ

ろ う)」 こ こ で も コ ス トの 問 題 を1つ の 要 素 と して 挙 げ てk・ られ ま す 。

そ れ か ら社 内 と社 外,こ れ は 多 分 い ろ い ろ な イ ン タ ー7.エ ー ス の 問 題,

それ か らた とえ ば情 報 の デ ー タの信 頼 度に 対 す る考 え 方 その 他 の こ とが 指 摘 さ

れ てお るの だ ろ うと思 い ます 。

それか ら,本 報告 書83ペ ー ジの真 中 よ り若干 下の と ころ は,「 ビジネス 上

の通信 で最 も普 及 して お り,か つ 重 要性 を持 ってい るの は電 話 で あ る。電 話 シ

ス テ ムの コス ト削 減 及 び 有効 利 用 を考 え る とデ ジタル化 は極 め て 有望 で ある と

思 う。 現 在,当 社 で も検 討 中で あ る。」 とい うご意 見 で ござい ます 。

・ デ ィ ジ タル化信 号 複合 伝 送 の 現 状 と将 来

次に,Q4に ま い りた い と思 い ます 。

Q4は 「次の よ うな組 み 合 わせ の デ ィ ジタル化信 号 の 複 合伝 送 に つ い ての 現

状 お よび 今 後 の可 能性 につ いて 」 とい うこ とで ご ざい ます。 「次 の よ うな」 と

い うのは,一 番 初 め に 出 て きま した よ うに,「 デ ィジ タル化音 声 とデ ィジ タル

化 フ ァクシ ミ リ」 「デ ィジ タル 化音 声 とデ ィ ジタ ルデ ー タ」 「デ ィ ジタル化 フ

ァク シ ミ リとデ ィジタ ル デ ー タ」 そ れか らこの3者 の 混合使 用 とい い ますか 複

合 伝送 とい い ます か,「 デ ィ ジ タル化 音 声 とデ ィ ジタル 化 フ ァク シ ミ リとデ ィ

ジ タルデ ー タ」 とい う もので ござい ます 。 これ は全 体 を先 ほ どの グ ラ フで また

ご らん い た だ き ま す と,将 来 性 は 非 常 に 大 き い と い う結 果 が 出 て お りま
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す。Q4は 上 か ら4枚 目に 出 てお ります よ うに,現 在 は少 な いけ れ ど も,将 来

性 は非 常 に大 きい とい うふ うな傾 向が 出て お る もの で ご ざい ます。

記入 して いた だ きま した ご意 見 を見 ます と,次 のQ5の 入 力 方 式に かか わ る

よ うな こ と等 もこの 中に若 干 ま じ って お るの で ご ざい ます け れ ど も,ち ょっ と

2～3申 し上げ ま す と,本 報 告 書84ペ ー ジでは 上か ら6つ 目の と ころに,

「網 へ の 加入 契約 は 端 末 対 応 では な く加 入 線の 最 大 限送 れる伝送速度に よって契

約す る よ うに なる 必要 が あ る。 標 準 的契 約 と して64Kb/s。 」 とい うふ う

な ご意 見が ござい ます 。

そ れか ら5行 ほ ど後 の と ころ は,「 デ ィジ タル化 音 声に は疑 問 を感 じるが,

ファ ク シ ミ リとデ ー タに つ いて は デ ィジタ ル通信 が 普 及す る だ ろ う。 そ の程 度

に つ い ては,DDXサ ー ビス網 の範 囲が どこま で広 が るか に大 き く影 響 され る

と思 う。 」 こ こでは 当 然 デ ィジ タル伝送 で ご ざい ます の で,現 在 か ら新 デ ー タ

網 としての,デ ィジ タル 網 と して の サ ー ビス等 ど うい うふ うに 利用 者が 考 え て

い った らいいか と い うこ とを 示 してお る ものだ と思 い ます。

本報 告 書85ペ ー ジの ご意見 は 次のQ5に 関連 す る もの が 多 うご ざい ます の

で先 を急 ぎま して,Q5の 方 に ま い りた い と思 い ます 。

・ オン ライ ン音 声 認 識 システ ム利用 の 現状 と将 来

Q5は,「s5後 段 の程 度 の 音 声認 識 シス テ ムが,」 後 段 の 程度 の音 声認 識

シス テ ム とい うのは,入 力 で ご ざい ます か ら声の 識別 の問 題 です が,「 甚 だ し

くは 個性 差の 大 き くな い,限 られ た複 数 の声 を」,そ れが 声 の 種 類 で ござい ま

して,第2の 条件 は語 数 で,「 多 くて も限 られた 」,こ れ は特 定 の とい う意 味

で,「 数 百語 の 範 囲 で」,第3は 読 み取 り率 の正 確性 で,「80～90%台 の

正解 率 で,人 の声 を認 識 で きる で し ょ う」,こ うい うふ うな こ とで,「 音 声認

識 シス テ ムが,買 取2,000万 程 度 以 内の 価 格 で あ る と しま す。」 こ うい った
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場 合 に,「 イ ンハ ウスの 場 合は 別 と し,通 信 回 線 を使 って,音 声 で デ ー タを コ

ン ピ ュ ータに入 力す る方式 の,利 用 度 に つい て」 とい うこと で ご ざい ます 。 こ

れ は コ マ ン ド入 力 とデ ィ ジ タル入 力 とに ご意見 が 分か れ て い る部 分が あ る よ う

で ご ざい ます 。

ち ょ っ と見 て まい ります と,本 報 告書86ペ ー ジの4つ 目の と ころ は,「 コ

マ ン ド入 力 な ら利 用 度 はの び るが ,デ ー タ入 力 と して は余 り期 待 出来 ない だ ろ

う「。 」

そ れか ら,本 報 告 書85ペ ー ジの 一 番上,「 日本 語 は母 音 が 多 い の で比 較的

入 出 力 し易 い と思 うが,英 語 等 は しに くい と思 う。 コン ピュ ー タ業 界 が 米 国 主

導 型 を続 け る限 り,な か な か実 現 しな い と思 う。 」 とい うふ うな ご指 摘。

そ れか ら,利 用 の仕 方 で ご ざい ます けれ ど も,本 報告 書86ペ ー ジの ほ ぼ真

中ご ろに,「 出 力 も音 声 出 力 と して,一 般 の公 衆 電話 網(ダ イヤ ル式)に 出 力

出来 るの で あれば,セ ール ス マ ン等 の在 庫 検 索や,製 品引 当 に効 果 的 だ と思わ

れ る。 」 とい うご意 見 が ご ざい ます 。

日本 語処 理 に つ いて は そ の2つ 下 に もご意見 が 出てお ります 。

さ らに,本 報告 書88ペ ー ジの一 番上 は,「 音 声入 力 の場 合 よ リデ ィス プ レ

イ ・キー ボ ー ドよ り特定 画 面 を 判定 して 入 力す る方 が 時 間 的 に早 い。(多 数 の

項 目を音 声 入 力す る場 合,応 答,確 認 の時 間 が よ り多 く必要 と思 わ れ る)」

そ の 次は 「オ フィス オ ー トメ ー シ ョンが主 力 で あ るだ ろ う。」 とい うこ とで

ご ざい ます 。

そ れか ら,先 ほ ど前 提条 件 を 申 し上 げ たわ け です が,実 はそ れ に 対 して本 報

告 書89ペ ー ジの 一 番下 の とこ ろに,「 音 声 認 識 システ ムの 利 用拡 大 に は

① シス テ ム価格 が1,000万 以 下 ② 認 識 範 囲 の拡 大(声 の 種類,語 数)

③ 入 力語 の 標準 化 が 前提 とな る と思 わ れ る。 」 とい うこ とで,立 て ま した この

ク ェ ッシ ョンの前提 自体 もうち ょっと使いやす くな らな い と無理 じゃ な いか とい
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うふ うな ご意 見 が ご ざい ま した。 これ は前 提 の立 て 方 自体 若 干 問題 に さ れ てお

ります け れ ど も,方 向 と して は 利用 の拡 大 の ご意 見 で ござ い ます 。

そ れ か ら,本 報 告 書90ペ ー ジの上 か ら5つ 目の と ころ は,「homeshop-

ping用 の 端末 と して,も しこれが で きれ ば 有 用 性 は高 い。 しか し左 表 の デ ー

タは 直接 マイ ク ロ フォ ン入 力 の ときの デ ー タで あ り,回 線 を通 した ときは もっ

と悲 観 的 で は な いか?」 「左 表 の デ ー タ」 とい うの は 先 ほ ど 申 し上げ た ような

条 件 の こ とで ご ざい ます け れ ど も,こ うい う条 件 自体 に つ い て の技術 的 な問題

が 提 出さ れ てお ります 。

以 上,大 体Q5の 代 表 的 な もの を 申 し上 げ ま した。

・ 音 声 応答 装 置 利 用 の 現状 と将 来

次に,Q6,出 力 の 方 へ ま い りた い と思 い ます。

これ は 「DIALSや プ ッ シ ュホ ンに よ る国鉄 座 席 予 約 で よ くし られ る コ ン

ピュー タ シス テ ム に よる音声 応 答装置'も,買 取1,200万 円程 度 の もの が 出現

して い ます。 」 とい うこ とで,「 買取1,200万 円程 度 の 音声 応 答装 置 の 利用

度 につ い て」 見 通 しを いた だ きた い とい うこ とで ご ざい ます。 これ はわ りとい

ろ い ろ意 見が あ りま して,そ の 利 用度 に つ いて の 傾 向 につ い て も若干 ご意 見 は

分 か れて お りま す。 ぱ らぱ らの よ うで ご ざい ます 。 ち ょっ と代 表 的 な ところ を

読 ませ てい た だ きます 。(注:DIALSは 昭和57年4月 サービス廃止)

本報 告 書91ペ ー ジの上 か ら3つ 目,「 入 力 の確 認 を含 め た レス ポ ンスが 相

当 高 速 で あれ ば検 討 た 入 れ る。 」 レス ポ ンス ・タ イムが 問 題 であ る。

そ れか ら,真 中 ご ろに,「 一 般 の コン ピュ ー タ処 理 の場 合 を考 え る と最 終 的

に 可視 的 資料 を要 求 され る こ とが 今後 も多 い と考 え られ るの で,利 用 範 囲 は 限

定 され る と思 う。 但 し,一 般 家 庭 向け の対 応(情 報 検 索 等),又 は 一時 情 報 の

入手,注 意 喚起(設 備 装 置)等 の 利用が 考 え られ る。 」 利 用 の方 の立 場 か らの
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ご意見 で ご ざい ます。

それ か ら,下 か ら4つ 目の と ころ は,「 現在 の 単機 能 の音 声 応 答 装 置 か ら例

えば 音 声 つ き静止 画 の ように 多機 能 化 さ れ た シス テム と して 利 用 度 が高 くな る

と考 え る。 この 場合 は 勿 論,S4の デ ジタ ル化情 報 の複 合伝 送 が で きる新 しい

公 衆通 信 網 の確立 が 前 提 とな る。 」 とい うご意見 で ご ざいま す 。

利 用 の仕 方 については意見 とい うよ りご希 望 が 出 て い ます。 本 報告 書92ペ ー

ジの下 か ら6つ 目の と ころ に ,「 顧 客 サ ー ビス と して電 話機 等 を利用 して残 高

照 会,振 込 照 会,業 務 案 内 照会 等 が 実 現 して い ます が ,自 営 の場 合 相当 コス ト

が か か る よ うに 聞 いてお ります 。1,音 声応 答 装置 を利 用 した 新 しい電 話 サ ー

ビス を電 電 公社 が 開発 され て い るそ うです が ,こ のオ ーデ ィオ レス ポ ン ス サ ー

ビス の利 用手 引 と なる よ うな ものが あれ ば 教 え て欲 しい。2,音 声 応 答 装置 の

メー カー等 につ い て教 え て 欲 しい。3,公 社 の オ ーデ ィオ レス ポ ンス サ ー ビス

と 自営 の場 合 とで は コス ト的 に どち らが有 利 です か。 そ れぞ れ の問 題 点 につ い

て もお・願 い します 。」 とい うふ うに,非 常 に現 実 的 な ご要 望 が 出てお ります 。

これ はそ れ だ け利 用 への 現 実 的 ニ ー ズが 高 い とい うこ とを示す もの と思 い ます
。

そ れ か ら,そ の下 は,「 相 手 先 の確認が不必要 なものについては利用可 であ るが ,

相 手 確 認技 術 が 進 め ば(声 紋 照合 等)利 用 も進 む 。」 とい う意見 で ご ざい ます。

本 報 告書93ペ ー ジの 上 か ら2つ 目は,「 端末装 置 に 組 み込 む 事 に よ り入 力

デ ー タの耳 に よる チ ェ ック と して 使 用す る事 が 考 え られ る
。 しか しそ の場 合 の

値 段 は端 末 装置 とセ ッ トで数 百 万 円以 下 で ない と難 しい。」 こ こで も値 段 の 問

題 を提 出され て お ります。

3つ 飛 ば しま して,「 将 来 的 に 増 え る で あ ろ うが
,Q5と 同様,特 殊 な ア プ

リケ ー シ ョンでの 利 用 に 留 ま る と思 う。 しか し,ビ ジ ュア ル な応 答装 置(ビ デ

オ 端 末等)も 組合 せ た 機器 が安 価 に で きれ ば ,想 像以 上 に普 及 す るか も しれ な

い 。」 つま り音声応 答だけでは な しに,視 覚的な要素 との複合的な形が ないと,こ の
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音 声応 答 だ け では ど うか とい うご意 見 と,そ れ か ら利 用 のた め の コス トに問題

が わ りあ い に集 約 され るの では ないか とい うふ うに 思 い ます 。

次 に,Q7に 進 ませ て い ただ きた い と思 い ます 。

・ リモ ー ト ・フ ァ ク シ ミ リ入 力 利 用 の 現 状 と将 来

Q7は 「コ ン ビ=一 夕 へ の フ ァ ク シ ミ リ入 力 」 と い う こ と で,フ ァ ク シ ミ リ

は2つ に分 け て お りま して,音 声 もそ うで ご ざい ま した け れ ども,フ ァク シ ミ

リに よる入 力 を取 り上 げて お ります。 ち ょっ と長 い前 提 が つ い てお りますが,

「パ ンチ ャー レス ・シス テ ムは,コ ンピ ュー タ ・ユ ーザ ーに とって魅 力が あ り,

電気 的 な通 信 費 用 に比 較 して,物 理 的輸 送 費 が相 対 的 に上昇 傾 向 に あ ります 。

そ こで,遠 隔 地 で発 生 す る原始 伝 票 を,キ ーイ ンす る こ とな く,あ るい は セ ン

ターへ郵 送 ない し輸 送 す る ことな く,そ の ま ま フ ァクシ ミ リで セ ン ターへ送 り,

コ ン ピ ュー タ入 力 す る こ とは,技 術 的 に は既 に可能 です 。 こ の よ うな リモ ー ト

・フ ァク シ ミ リ入 力 に は2方 式 が 考 え られ,次 の 第1の 方 式 は実 際 に使 わ れ て

い ます 。 」 「第1の 方 式」 とい うの は 「遠 隔 地 の原 始伝 票 を フ ァク シ ミ リで送

り,セ ン ター の フ ァク シ ミ リで図形(文 字)と して再 現 し,OCRで 読み取 り,

コン ピュー タに入 力 す る。 」 とい う方 法 で,こ れは現 在 や られ て い る方 法 。

「第2方 式 」 とい うの は 「遠 隔地 の原始 伝 票 を フ ァク シ ミ リで送 り,セ ン ター

で この フ ァク シ ミ リ信 号 を コ ン ピュー タ信号 に変 換 して,入 力 す る。 」直 接 入

力 の 方式 で,こ の2つ の方 式 を前 提 と して ご質 問 を申 し上 げ てお ります 。

そ れ で,ク ェ ッ シ ョン と しま して は,「 リモ ー ト ・フ ァク シ ミリ入 力 の利 用

度 に つ い て,お 答 え とご意 見 をお示 し下 さ い。 」 とい うこ とで,第1方 式 は

FAX-OCRの 方 法,第2方 式 は ファ クシ ミリ信 号 か らコ ン ビ=一 夕信 号 へ

の変 換 とい うこ とで,「 現 在 」 と 「5年 後 」 の お見通 し とい うこ とで ご意 見 を

いた だ い てお ります 。
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代 表 的 なあ るい は 注 目す べ きご意 見 と して,本 報 告書94ペ ー ジの上 か ら6

つ 目は,「 現 行OCRに は,左 記 前提 条 件 に合 わ な い部 分 が大 きな問題 とな っ

てい る。 ま た,FAX入 力 の場 合 。 エ ラーチ ェ ックの方 法 お よび返 送方 法 に も

問題 が残 る の では なか ろ うか 。'つま り,入 力者 が エ ラー チ ェ ソクが戻 るま で,

待機 す る必 要 が あ るの で は なか ろ うか 。 それ な らば,ハ ー ドの安 価 化 を考 え る

と,計 算機 の 分散 化 を計 って デ ー タ通 信 として利用 す る方法 の方 が安 全 で ある

と考 え る。 」 とい うことで,現 状 の技 術 か ら問 題 を提 出 され てお ります 。 しか

し,こ この カ ッコ書 きの と ころが重要 で ご ざい ま して,「 手 書 漢 字OCRが 開

発 され,こ れ と組 合 せ る と有 効 」 で あ る とい うこ とで,将 来 の方 向 と して これ

が解 決 され て くる と利用 度 は上 が って くるので は ない か 。 「但 し,メ モ リーを

食 いす ぎぬ こ と」 とい うご意見 をつ け てお られ ます。

そ の 次 の ご意見 は,「 当 社 の場 合,OCRニ ーズは あ るが現 在 まだ実 施 して

い な い現 状 です 。 コ ンピ ュー タイ ンプ ッ トとは 云 え,多 分5年 後 の電 送 入力 の

場 合 に も直 ちに メ リッ トの あ る対 話 式 応答 入 力 の時代 と考 え ます が 。」 ど うだ

ろ うか 。 つ ーま り,対 話型 の ア プ リケ ーシ ョ ンの場 合 フ ァク シ ミ リ方 式 が ど うな

のか とい うこと。

そ の 次 の ご意 見 も,信 頼 度 とOCRの 性能 に つい て お っ しゃ って お ります。

た だ し,「 比較 的 大量 デー タに向 い てい る と思 う。」 とい うこ とで ご ざい ます。

下 か ら2番 目は,「FAX信 号/C信 号変換 は技 術 的 に は なん ら問題 は ない

と考 え ます 。 コス ト的 に は メモ リーの価 格 が下 が り高速 大 容 量 メモ リーが 実現

す れ ば第2方 式 も5年 後 には 相当 数広 が っ てい る と思 わ れ ます 。 」 とい う ご意

見 で ご ざい ます 。

本 報告 書95ペ ー ジの ち ょうど真 中 ご ろは,「 現 在 のOCR機 器 に於 て数字

に関 して は誤読 率 が低 く評 価 され るが,英 字 ま して や カナ文 字 につ いて は何 を

か いわ ん や の 状態 で あ る。 我 々 と しては,第2方 式 にすべ て を期 待 してい る。
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第1方 式 で あれ ば余 り妙 味 が ない と考 え る。」 とい うこ と。

そ れ か ら1つ 置 い て,「o第1方 式 は,ス ピー ドが遅 い こ と,お よび誤 りの

応 答 が や りに くい点 で普 及 がむ ず か しい と考 え られ る。 ○第2方 式 は 上 記 の欠

点 を解 決 して くれ る点 よい と思 うが,複 合 伝送 に よる同 一 回線 使 用 で行 なわれ

る必 要 が あ る。oFAXと 端 末機 が 複 合装 置 とな りうるか ど うか も技 術 上 の 問

題 と思 う。」 イ ンテ リジ ェ ン ト端 末 で ござい ま し ょうが,こ の技 術 は いつ 商業

ベ ー スに乗 るか とい う段階 だ と私 は思 い ます
。

その ほか,ず っ と本 報告 書96ペ ー ジを見 ま して も,第2方 式 が主 流 に な っ

てい くだ ろ う とい うご 意見 がか な り多 い よ うで ご ざい ます 。本 報 告 書97ペ ー

ジ も,第2方 式 は 魅 力が あ る とか とい うふ うな ご意見 が 見 られ ます 。

時間 の 関係 で グ ラ フの方 と対 比 してお りませ ん が,後 で グ ラ フを参照 して い

た だけ れ ば と思 い ます 。

・ コン ピュー タ 出力 の フ ァ ク シ ミ リ伝送 また は7ァ ク シ ミ リ出 力 利用 の現状

と将 来

次 に,Q8へ まい りた い と思 い ます 。

ここ では 「コ ン ピ ュー タ出 力 の フ ァク シ ミ リ伝送,ま た は フ ァク シ ミ リ出 力

に つい て,お 答 え とご意見 をお示 し下 さい。 」 とい うこ とで,7は 入 力 で ご ざ

い ま した けれ ど も,「S7と は逆 に ,セ ンター ・コ ン ピュー タに よる漢 字 ・図

形 出力 を,遠 隔地 の 図形 端末 ・漢 字 端末 で再現 す る よ りも,フ ァク シ ミ リ機 を

出力端 末 と して使 うほ うが,便 利 な場 合 が あ る と思 われ ます 。(と くに ,同 一

出力(同 報)を 複数 地 点 に送 る場 合)」 等 は この方 式 が有 力 で は な いか とい う

こ とで あ ります 。方 式 と して は2つ あ って,「 第1方 式 」 は 「セ ンターに おけ

る漢 字 ・図形 出力 を,フ ァク シ ミ リ機 で送 り,フ ァク シ ミ リ機 で再現 す る。 」

送信 の方 に もフ ァク シ ミ リを置 い て媒 介 させ る。 「第2方 式 」 は 「セ ンタ・一－tlC
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おい て漢 字 ・図形 出力信 号 を,フ ァク シ ミ リ信号 に変換 して伝 送 し,遠 隔地 の

フ ァク シ ミ リ機 で再 現 す る。 」 この2つ の方式 を考 え てお るわ け で ご ざい ます

が,こ の第1方 式 と第2方 式 に つ いて 見 通 しと ご意 見 をいた だ きた い とい うの

がQ8で ご ざい ます。

代 表 的 な と ころ を読 み 上 げ ます と,こ こで も 「セ ンタ ーに於 け る送 達 業 務 が

どれ程 繁 雑 な ものか,第1の 方 式 は あ り得 ません 。 」 とい うの が 本 報告 書

ペ ー ジの1番 目に ご ざい ます 。

そ の次 の 「現 在 の と ころ余 り利 用 度 が 高 くなる と思 われ ない 。1,・ オ ン ライ

ン端 末機 で入 ・出力 を兼 ね て い る。2 ,通 信 コ.ス トが デ ー タの み の場 合 フ ァク

シ ミ リの方 が高 い。 」 これ は デ ィ ジタル化 した場 合 に ,情 報 内容 に比 べ て伝 送

デ ー タ量 が べ らぼ うに大 き くな る とい うこ とをお っ しゃ って お るの では ないか

と思 い ます 。

そ れか ら,本 報 告書99ペ ー ジの真 中 ごろ に まい りま して,「 コス トの見 合

とス ピー ド,複 写 枚数 等 が 必要 な時 はLP出 力(プ リン ター)が 有利 。 第2方

式 の 場合,ワ ンク ッシ ョン入 るの で(MTと かDiskメ モ リーか ら直 接 転送 し

ない)大 量 情報 の場 合 は じゃま くさい感 じがす る。 白黒 だけ でな くカ ラー も扱

え る よ うに な る と伝 票 の 印刷 も不要 に な る と考 え られ る。 」

その 次 は,「 第2方 式 の場 合 コン ピ ュー タの本来 の出力 端 末 と,性 能 ・機能

に於 い て競 合 す るの では ない か。 」

こ こ までは コン ピュー タ出 力信 号 か らフ ァク シ ミ リ信 号 へ変 換 して直 接方 式

に よる方 に悲観 的 な見方 を私 は ご紹 介 したわ け です けれ ど も,「 第2方 式 の方

が よ り使 い や す い と考 え る。 」 とい う ご意見 も出 て きて お るわ け です 。 そ の次

の 意見 がそ うで ご ざい ます し,そ れ か ら4つ 下 の 「第1方 式 で の利 用 は減 少す

る と思 い ます 。 第2方 式が 実 用化 され るか らです 。 」 とい うふ うな ご意見 に分

か れ て お る よ うで ご ざい ます 。
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それ か ら,漢 字 出力 の ご意見 が あ ります 。 本 報 告書100ペ ー ジの一番 下 の ご

意 見 は,「 漢 字 プ リンターが 入 る と この方 式 は 充 分 に考 え られ る し,や りた い

とこ ろ では あ るが,や は り適 用帳 票 は限 られ るだ ろ う し,全 店95～100店

を対 象 とす る には 時 間 的 な制 限 を考 慮 す る と,消 極 的 に な らざ るを得 ない。 」

同 一情 報 の 多端 末 出 力 に つい て の疑 問 が 出 てお ります 。

と ころが,本 報 告書101ペ ー ジの真 中 ごろ,「 多数 営 業 所,支 社 を持 つ 企 業

に とって 同報 シス テ ムは有 効 であ り,特 に 中間 に マ ニ ュア ルハ ン ド リング を入

れず コン ピュー タか らダ イ レク トに伝 送 で きれ ば よ り有効 で あ る。」先 ほ どの

疑 問 とは全 く反 対 の ご意 見 で ござ い ほす 。

それ か ら,図 形 に つい て 申 し上げ ます と,本 報 告 書101ペ ー ジの下 か ら5つ

目の とこ ろは,「 図形 情 報 の送 出 をイ ンテ リジ ェン トグ ラフ ィ ック タ ー ミナル

で行 うか,FAXに な るか の選択 の要 素 が 強 い。 」 こ こでは まだ様 子 を見 た い

とい うふ うな ご様 子 で ご ざい ます 。

こ うい う こ とで,フ ァク シ ミ リは入 力 と出 力 に つ い て ち ょっ とご意見 の傾 向

が少 し違 う ような気 が私 は い た しま した 。 ただ,F/C信 号変 換 を端 末 側 でや

れ れ ば(価 格 の問 題 は あ ります が)事 情 は 異 って来 る と思 い ます。

・ フ ァ ク シ ミ リ用 伝 送路 選 択 の 現状 と将 来

次 に,Q9へ まい りた い と思 い ます 。

Q9は 「フ ァク シ ミリの ため の伝 送 路 の 選 択 」 とい うこ とで,「 フ ァク シ ミ

リを送 る には,今 回 の シナ リオ の タイ ムス パ ンであ る現 在 か ら,5年 後 ない し

10年 後 に,次 の4種 類 の 伝送 路 が考 え られ ます 。 」 とい うこ とで,伝 送 路 自

体 を問 題 に してい るわ け で ご ざい ま して,「 伝 送 路 の種 類 」 の1一 ズは 「電 話

網(ま た は公衆 通信 回線 電 話型)」1-2は 「専 用 線(ま たは特 定 通 信 回線)」

2は 「フ ァク シ ミリ専 用網 」 で す。 お ことわ り 申上 げ ね ば な りませ んが,又 こ
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の ア ンケ ー トの時 点 では フ ァク シ ミ リ専用 網 とい うもの が どん な性 格 の もの か

とい う こ とが 実 は まだ余 りは っ き りしてい ない状 態 の ときで ご ざい ま した。

「フ ァ ク シ ミ リ専 用網 」 につ い ては,少 し前 電 電 公社 の新 しい 総裁 が 新 聞 に見

解 を発表 して お られ ま した。 そ れ に よ ります と,回 線 自体 をこの設 問 の よ うな

形 で使 え るか ど うか とい うこ とにつ い て は,私 は現 在 では ち ょっ と疑 問 に思 っ

て お ります 。 私 の 認識 に誤 りが あ りま した ら,高 月 さん,後 でひ とつ ご訂正 を

いた だ きた い と思 い ます 。

註 釈 が 長 くな りま したが,次 に4番 目がDDXで ござい ます。

そ うい うふ うな ことで,こ の4つ の 利 用 の仕 方 につい て 「現 在 」 と 「5年 後」

につ い て の見 通 し と ご意見 をい た だ いた わ け で ご ざい ます け れ ど も,特 徴 とい

た しま して は,見 方 は い ろい ろ あ るの で ご ざい ますけ れ ども,そ れぞ れ非 常 に

明確 な ご意 見 をお持 ちで あ る とい う印象 を受 け ま した 。

まず,本 報 告 書102ペ ー ジの上 か ら2つ 目の ご意見 は,「 ① 帯域 線 での高 速

伝 送 は 鮮 明 度 に 問題 あ り,限 界 。② 専 用線 で ク ローズ したFAX網 は,特 殊 な

場 合 しか な くな る。 」

それ か ら4つ 下 の ご意 見 は,「1-1に つ い ては近 距離 のみ,大 部 分 は2。 」

そ れ か ら1つ 置 いて,「 加入型 が1-1の 場 合 は 一般家 庭 も含 め てか な りの

び る。1-2,現 在 の 専 用線 の範 囲 で あれ ば社 内間(特 定 間)通 信 。2がTE

LEX(海 外 を含 む)通 信 衛星 利 用 にグレー ドア ップ,料 金 も安 い もので あれば1

-1を しの ぐもの と思 わ れ る。3は 費 用 も高 くつ くの では な いか,高 速性,解

像 度 は 上 るが 一般 に はそ れ ほ どの もの は 不要 で は ないか,1-2と 同様 と考 え

られ る。 」 とい うご意 見 。

DDXに つ い て は本 報 告書102ペ ー ジの下 か ら3つ 目に ご意 見 が 出 て お りま

す 。 「DDX網 を多 目的 に利 用す る こ とが多 くな り専 用的 な回線 や フ ァク シ ミ
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リ専 用 網 な どは不 要 と思 い ます 。 」 これ は先 ほ どの ファ クシ ミリ専 用 線 が使 い

方 そ の他 につ い て余 りは っ き り して なか った 点 が あ った か ら,で は な いか と思

い ます 。

あ とは便 利 さだ とか料 金 だ とか とい うこ とで,下 か ら2つ 目は,「 通 信 コス

トと通信 の便 利 さ,お よび音 声,デ ー タ通 信 との混 合利 用 の 度 合 いに よ って 状

況 が異 なる もの と思 い ます 。 」 とい う こ とで ご ざい ます 。

この本 報告 書102ペ ージの 一番 最 後 に も3のDDXに っ いて の質 問 が 出てk・

ります 。

具 体 的 に計画 と して 出 てお るの は本 報 告書103ペ ー ジの真 中 よ り少 し下 の と

ころは,「 本 社,支 店 間 を結 ぶ ネ ッ トワー ク(専 用 線)に 組 み込 む 予定 。料 金

に応 じた使 い分 け も必 要 と考 え られ る。 」 も うす でに予 定 と して お考 え に な っ

て お る と ころ もあ るとい うこ とで ござい ま す 。

本 報 告書104ペ ー ジに まい りた い と思 い ます 。 こ こで も料 金 の問 題等 々の 関

連 性 が 指摘 されて お ります 。 た とえば 一 番 上 は,「 電話 網 の料 金 を現 在 の まま

との前 提 で4区 分 さ れて い るが,専 用線 と公衆 回 線 の2区 分 と簡 単 に して料 金

を安 くお さえ てほ しい。 」

2つ 置 き ま して,「 費 用効 果 か ら1-1,3項 の 併用 可能 が 望 ま しい。 」

そ の他 い ろい ろあ りますが,た とえ ば 真 中 より ち ょっ と下 は,「 障 害 時 の バ

ック ア ップ等 の 利点 に よ り使 用 され るで あ ろ う。 」

そ れ か ら,下 か ら2つ 目の と こ ろは,「 フ ァク シ ミ リ伝送 を,発 券 用 と して

考 え る場 合,現 有 シス テ ムの補 完 的 用 法 とな る。 専 用線 は経 済 的 に不 利 と思 わ

れ る し,DDXは 送 信 ビ ッ ト比例 の課 金 で あ るた め 不経済 と思 わ れ る。 」 とい

う ことで,フ ァク シ ミ リ伝 送 に つ いて ここ は期 待 され てお るの です が,こ の問

題 は 先 ほ どの こ と と関連 して くるの では ない か と思 い ます 。
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・ ビジネ ス版VIDEOTEXに つ い て の意 見

次 に,QIoに まい りた い と思 い ます 。

Qloは 「ビジ ネ ス版VIDEOTEXの 利 用 」 につい て で ご ざい ます 。注

釈 を先 に 申 し上げ てお きます と,「 電 話 で希 望 情 報 を検 索請 求 し,電 話 線 を通

して デ ィス プ レイ(家 庭 ではTV受 像 器)に 文 字 図形 情報 で の答 え を受 け る

VIDEOTEX実 験 が 世 界 で進 ん でい ーます 。 これは 一種 の デ ー タベ ース サ ー

ビスで,そ の ビジ ネス版 が 当 然考 え られ ます 。 た だ し,正 規 の デ ー タベ ース サ

ー ビスに く らべ れ ば ,情 報 の範 囲 は広 くと も深 さは 浅 く,所 在 情 報 とか 予約 情

報 とか が 中心 とな るで し ょう。」 ずい ぶん 大胆 な前 提 を下 した の です け れ ど も,

こ うい うふ うな こ とで,「 イ ギ リスPRESTELの 場 合,電 話 料 金 の他 に情

報料 と して1画 面40～'50円 程度 が 徴 さ れ ます。 わが 国 で,こ の種 の ビジ ネ

ス版VIDEOTEXが 実 用化 され るの は数 年後 以 降 と思 われ ます 。 」 とい う

こ とで5年 後 に つい て どれ だ け利 用 を予 測 されて お りますか とい うこ と とご意

見 とをい た だい た わけ で ご ざい ます。

これ を私 な りに ち ょっ と整理 を してみ た の です け れ ど も,こ れ につ い ては わ

りあい に ご意 見 は 多 か った の です。 又,1つ は こ うい うこ とでは ない か と思 い

ます 。先 ほ どの 前 提 に も書 い て あ るの です けれ ども,適 用 され る この デ ー タベ

ース の内 容 の 問題 です 。 も う1つ は,当 然 そ の内容 に比 べ て,デ ー タベー ス 自

体 の利 用料 金 の 問題 が あ るわけ で ご ざい ます 。 それ か らも う1つ は,電 話 とテ

レ ビ受 像 器 とか,そ うい った 通信 媒体 と端 末 の技 術 レベ ルの 問題,'大 き く分 け

て こ うい うふ うな問題 点 が あ るの じゃ ない か と思 い ます 。

そ うい う観 点 で見 て い ったの で す けれ ど も,本 報告書105ペ ー ジの上 か ら6

つ 目は,「 情 報 料 が 無料 又 は安 価 が普 及 の条 件 と思 う。」 これ は値 段 の問 題 。

そ の次 の ご意見 は,「 情報 サ ー ビスの 緻密 さが 得意 の我が 国 は意外 と この種
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の情 報 検 索 サー ビスは質 的 に も高 く普 及 して ゆ くの で は。 」 ないか とい う見通

しをお立 て に な っ てお ります 。

とこ ろが,そ の下 の ご意 見 とい うのは,「 利用 範 囲 の 対 象 が広 す ぎるの で,

どの様 に利用 出来 るのか 不 明 」 とい うこ とで あ ります 。

そ れか ら,CAPTAINSに つ いて 下 か ら3つ 目の と ころに 「CAPTAINS

サ ー ビス を電 電公 社 が 独 占す る限 り利 用度 の伸 び は期待 出来 ない で あ ろ う。」

そ れか ら 「放 送 事業 が 戦 後NHK独 占か ら,民 放 との共 存 と な っ てか ら,両 者

共 に 内容 の充 実,サ ー ビス競 争 に よっ てTV,ラ ジオ共 に 国 民生 活 の 中 に急速

に浸 透 した と同様 に,VIDEOTEXも 民 業 と併 列性 を認 め れば伸 長が 十 分

期 待 でき よ う。 」 これ は 複 数 経 営 形 態 論 です 。 「ビ ジネス版 の場 合 で も電電

サー ビスは教 育 番組 と政 府 公 報 とに限 定 させ るべ し,第3セ ク ター な らば他 の

番組 も可 とす る。 」 「将 来CAPTAINSがCCIS,Hi-OVISタ イ

プへ と発 展 して ゆ くこ とは十 分 予想 され るが,す べ て電 電独 占体 制 下 で の運営

では価値 観 の多 様化 社 会へ の 流 れ に乗 り切 れ ない で あ ろ う。 」 とい うこ とで ご

ざい ます 。

そ のほ か,本 報告 書106ペ ー ジの上 か ら2つ 目に は デ ー タベ ースの 利 用形態

につ い ての ご意見 が あ ります 。

そ の次 の ご意 見 は,先 ほ ど申 し上げ ま した情報 の範 囲 と ニー ズ。

「一企 業 に おい て予 測 デ ー タ を作 成 す るた めの 資料 等 をそ ろえ る こ とは大変

な作 業 に な ってい る。VIDEOTEXが そ れ らの情 報 を提供 す るな らばか な

り利用 す る と思 わ れ る。』」

そ れか ら5つ 下 に は,「 料 金 面 であ ま り普 及 しない の では?」 ないか とい う

こ と。

下 か ら3つ 目は 「利 用度 は少 い。 」 とは っ き り結論 を出 して,「 理 由は 次 の

通 り。1)現 時 点 で情 報 過 多 であ る。 一 ラジオ,テ レビ,新 聞,雑 誌,単 行
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本 等 。2)電 話 情 報 サ ー ビス で十分 で あ る。3)VIDEOT'EX使 用 中 は本

来 の電 話,テ レ ビが 使 え ない。 」 とい うふ うな ご意 見 。

料 金 問 題 では,こ れは デー タベー ス 自身 の利 用 料 金 で し ょうけ れ ど も,「 料

金 は30円 が 限 度 」 で あ る とい うのが 一一－as下 にあ ります。

本 報 告 書107ペ ー ジの上 か ら5つ 目の ご意見 は,「 ビ ジネ ス版VIDEOTEX

の運 営 主 体 が 公 社 で あ る な らば,」 云 々,こ れ も経 営形 態 の 問題 で ご ざい ま す。

そ の次 は利 用 の 予測 なん です け れ ど も,「 初 期 段 階 では放 送,広 告,予 約 サ

ー ビス等 に限 定 され るの では な いか 。」 とい うご意 見 。

ところ が,一 方 で先 ほ どご紹 介 した ように,社 内 での予測 等 が 大変 で あ るか

ら利用 が ふ え るの じゃ ないか とい う意 見 が 出 たの です けれ ども,逆 に本 報 告 書

ペ ー ジの下 か ら4つ 目の とこ ろは,「 む しろ企 業 内DBSの 完備 が 進 み,

業 界毎 の ネ ッ トワー クで互 い に利 用 す る とい った形 の方 が,ニ ーズに マ ッチす

るの で は な か ろ う一か 。従 ってCAPTAINSの ビ ジネス版 は,そ れ らの ネ ソ

トワー ク情 報 を提供 す る機 能 が よ り実 用 的 では なか ろ うか。 」 つ ま り通信 媒 体

と して の機 能 を ここ では強調 さ れて お る よ うで ご ざい ます 。

そ れ か ら,そ うい うふ うに先 ほ どの意 見 と全 く違 う ものが 出て きた わ け です ・

け れ ども,ち ょ うどそ の 中 を とる よ うな形 での ご意見 が本 報告 書 ペ ー ジの

下 か ら2つ 目に 出 てお ります 。 「中企 業 以 上 では浅 く広 くでは余 り利 用 は し な

いが,小 企業 か ら更 に 一般 家庭 が利 用 出来 る料 金 で あれ ば相 当 な利 用 が見 込 ま

れ る では なか ろ うか 。 」

そ れか らも う1つ は,利 用 の範 囲 の こ とで言 い ます と,本 報 告書108ペ ー ジ

の一 番 お しまい の ところ をご らん いた だ きます と,「 行 政 サ ー ビス と して は利

用 度 が 高 い 。 」 とい うこ とをお っ しゃ って お ります 。
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・ 企 業 内 オ ン ライ ンシス テ ム の場 合 の集 中 ・分散 型 に つ いて の 意 見

次 に,Q11へ まい りた い と思 い ます 。

Q11-1は 「通 信処 理 機 能 の集 中 と分散 」 とい うこ とで ご ざい ます 。 これ

も説 明が 長 うご ざい ます の で,前 提 を先 に読 ませ て い た だ きます 。 「情報 の伝

送 につ いて の ニ ーズや パ ター ン,伝 送 路 の選択 肢 な どは,ま す ます 複雑 に な る

ようで す。 この よ うな錯 綜 した 情報 動 態 を背景 に,次 の問題 と して,通 信処 理

機 能 の配 分 一 通信 処 理 機 能 は通信 ネ ソ トワー ク(そ れごが 自社 網 で も公 社 のD

DXな どで あ って も)内 に集 中付 加 したほ うが よいの か(集 中型),」 処理 の

集中 で は な しに通 信 の集 中 です 。 「そ れ と も,通 信 ネ ッ トワー クは極 力 い わ ゆ

る トラ ンス ペ ア レ ン トに保 ち,」 透 明 な もの と して お い て,「 通 信 処理 機能 を

端 末 側(処 理 側)に 分散 したほ うが よい のか(分 散 型)一 につ い てお考 え下

さい 。 」 とい うこ とで,例 と してG皿1タ イ プの フ ァク シ ミ リを挙 げ て お るの で

ご ざい ます。

これ は集 中 と分散 の意 味 の と り方 で い ろい ろ なの で ご ざい ますけ れ ど も,質

問 の形 とい た しま して は マ ト リッノ ス に いた し ま して,「 現在 」 と 「5年 後 」

とい う時 系 列軸 と,「 集 中型 」 「分 散 型 」 「未 定 」 とい う機 能 軸 の組 み 合 わせ

に よって見 通 し とご意 見 とをい た だ い てお ります 。

この クェ ッシ ョンに つ い ての 印象 を 一言 で 申 し上 げ ます と,こ の項 に 関 して

非 常 に 多数 の方 か ら非 常 に多 くの ご意見 をい た だ きま したが,大 体 の 傾 向 か ら

言 うと,ち ょっ と乱 暴 な言 い方 で す けれ ど も,分 散 へ の指 向 が見 られ る とい う

こ とで あ ります 。そ れ らを ご紹 介 して い きた い と思 い ます 。

本 報告 書109ペ ー ジの上 か ら2つ 目の ご意見 は,「 集 中利 用 の条 件 と して

"プ
ロ トコル"が 求 め られ るが,ガ バ メ ン トの標 準 が常 に特 定 メ ー カー の商品

を意 識 して,制 肘 す る よ うな作 られ 方 をす る こ とに当 惑 す る。長 い 目で見 た独

占 に よる不 利益 とい うこ と もあ るが犠 牲 も大 きい ようだ 。」 とい う こと。
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そ れか ら,本 報 告書110ペ ー ジの一 番上 の ご意見 は,「 これ 以 降 の設 問 につ

い て は,ユ ー ザ での判 断 能 力 を越 えて い る と思 い ます。 ユ ー ザ として は安価 で

'使 い易 け れば
,集 中 で も分散 で も どち らで も よい と考 え ます 。 む しろ問題 は機

種 に よって規格 が マチ マチ で あ り,標 準 化 さ れ てい ない ことが大 きい と思 い ま

す 。 公的 機 関 が指 導 性 を発揮 して推 進す べ き と考 え ます 。 」

また,ち ょ うど真 中 ご ろに,「 通信 処理 機能 は で きるだけ 集 中型 に し,電 算

機 や端 末機 に は ア プ リケ ー シ ョン処 理 機能 の み を分担 させ る方 が好 ま しい」 と

い うご意見 が ござい ます 。

と ころが,そ の 上 の ご意 見 は,「 集 中型 で 諸種 の 通信 処理 ニ ーズが 満 た さ れ

る こ とが理 想 的 で あ るが,情 報 処 理 が 中央 集 中型 か ら分散 型 に指 向 して い る今

日,個 々の エ ン ドユ ーザ の ニーズ を十分 に解 決 して くれ るか ど うか 疑 問 で あ る。

一方 ,分 散型 に よ り前述 の 問題 を解決 出来 る と して も ソフ トウ ェア の開 発,維

持,運 用 管理 の負担 が大 き くなる とい う問 題 が あ る。 」両 方 につ い て問 題 提起

を してお られ ます 。

先 ほ どの1つ 下 の ご意 見 に また公 社 の こ とが 出て くるので す が,「 公社 の シ

ステ ムは時 代遅 れ の もの が 多 く,料 金体 系 も不 満足 で あ る。公 社 は やた らに規

則 を複 雑 にせ ず,ト ラ ンス ペ ア レン トだけ で よい。 」 これ は は っ き り分散 とい

うこ とを言 ってお られ る よ うで ご ざい ます 。

そ の下 も,「 情 報 の伝 達 は お説 の とお り,多 種 多様 に なっ て い る と思 わ れ る

が,そ の よ うな もの に公 社 が どれ だけ 早 く対 応 で きるか,ま た 低価 格 で サ ー ビ

ス でき るか は,非 常 に疑 問 で あ る。 い っそ の こ と,公 社 には 伝 送路 のみ を高 品

質 でか つ低 価格 で 提供 して いた だ き,使 用 の仕 方 は 各 自に まか せ た方 が 良 い と

思 う。 た だ し,通 信 に関 しての イニ シ ャチ ブは とる必要 は あ る と思 う。 」 これ

もず いぶ ん は っ き り した ご意 見 で ご ざい ます。

そ の下 は,「 現在 半 々一部 分散型 の方 向」 とい うこ とで ご ざ い ます。
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本 報告書111ペ ー ジへ まい ります が,こ こで も上 か・ら3つ 目は,「 現在 は集

中型 で運 用 してい るが,分 散 集 中 の方 向 で検 討 中 」 で あ る とい うこ と。

そ れか ら,3つ 下 に は 「トラ ンス ペ ア レンシ ー」等 につ い て書 い てあ ります。

そ の下 に は,「 原 則 と して 集 中型 が 好 ま しい が,分 散型 を と る とす れば 通信

コス トの問 題 とな る。 」

そ の 次 も分散 型 へ の指 向 。

そ の次 は 「両者 が 混 在 す る。 」

下 か ら2つ 目は,「 完 全 に 分散 型 では な く,あ る一面 で は 集 中 して ゆ く集 中

・分散 型 に な るの で は ない か と思 われ ます 。」

一 番 下 は ,「 現 在,支 店 毎 に独 立採 算 で分散 して い る。 分散 型 集 中が 理想 と

思 い ます 。 」 日次業 務 が ど うで,月 次業 務 が ど うで あ るか とい うふ うな こ とを

書 い てい らっ しゃい ます 。

これ らの こ とを ち よっ とま とめ ます と,本 報告 書112ペ ー ジの 下か ら3分 の

1く らい の ところ に,「 集 中型,分 散 型 は処 理 サー ビス と コス トとの バ ランス

で決 ま る。 現在 のDDXの よ うに サ ー ビス エ リア が限 られ た り近 隣地 域 の料 金

が高 か った りす る と各 種 の ネ ッ トワーク を組 み合 せ た伝 送 方 式 を採 用 す るこ.と

と な り,あ るネ ッ トワー クが 提供 す る通信 処理 機 能 の み に頼 るわ け には いか な
'

くな る。 」 これが現 状 と して もわ りあい に は っ き りした ご意 見 では なか ろ うか

と思 い ます。

あ と本 報 告書113ペ ー ジに もい ろ い ろ ご意 見 が あ るの で ご ざい ます が,時 間

の 関係 が ござい ます の で,次 の 質 問 へ移 りた い と思 い ます 。Q11-2で ご ざ

い ます 。

・ 企 業 間 オ ンラ イ ン シ ステ ム の場合 の集 中 ・分散 型 に つ いて の意 見

Q11-2は,「 企 業 間 オ ン ライ ンシス テ ムの場 合(直 接 結合 で営 業 セ ンタ
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一 を介 さ ない)集 中 ・分散 型 につ い て の ご意 見 をお示 し下 さ い。」 とい うこと

で ご ざい ます 。 こ こで もず っ と見 ます と分散 型 が わ りと優 位 じゃな いか と思 い

ます 。

まず,反 対 の ものは上 か ら3つ 目の と ころに,「 集 中型 に於 て も利 用 ニ ーズ

に よ り集 中/分 散 端 末 選択 の 自由度 が充 され れ ば,集 中型 の方 が管 理 上好 ま し

い 。 」つ ま りあ る程 度 の 分散 機 能 を持 って,そ の 自由度 の上 で集 中 の方 が管 理

は好 ま しい とい うこ とです 。

そ の下 は,「 共 通機 能 につ い ては 集 中型,個 別 の ニ ーズ に対 して は分散 型 」

とい うこ と。

そ の 次 は,自 社 の 計画 と して は っ き り予 定 としてお っ し ゃ って い る もの で,

「グル ー プ内 の コ ン ピュー ターセ ンター 間はIBM/SNAに もとつ く分散 型

へ 移行 す る予 定 です 。 」

そ の 次 の 「DDXの パケ ッ ト交 換 サ ー ビス利 用 に指 向 す る と考 え られ るが,

通 信 相手 側 の動 向 に よ り左 右 され る。 」 とい うの は当 然 で ご ざい ます 。

本 報告 書115ペ ー ジの上 か ら2つ 目は,保 険 の場 合 あ るい は投 融 資 の関連 情

報 の場 合 は 「集 中方 式 が望 ま しい」 とい うこ とで ご ざい ます 。

それ か ら3つ 下 は,「 企 業 間 オ ン ライ ンシス テ ムの場 合,や は リ トラ ンスペ

ア レ ン トを保 つ為,分 散 型 が よい と思 われ ます 。 」

そ の下 は,「 こ まか い 個別 ニ ーズ は集 中型 では 解決 され ない 。」 とい うふ う

な こ とが そ こ ら辺 に 出て お ります 。

・ サ ー ビ スセ ン ター を介 す る企 業 間 オ ンライ ン シ ステ ム の場 合 の集 中 ・分散

型 にっ い て の 意 見

そ れか ら,こ れ が最 後 で ご ざい ます が,Q11-3は 「民間 の情 報 サービス ・

セ ン ター を介 す る企 業 間 オ ンライ ンシ ステ ムの場 合,集 中 ・分散 型 につ い ての
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ご意 見 をお示 し下 さ い。 」 とい うこ とで ご ざい ます。 これ は ご意見 が 非 常 に分

か れ て お る よ うでご ざい ます 。

本 報告書116ペ ー ジの上 か ら5つ 目は,「 集 中型 か分散 型 か 明確 に 分け られ

ない 。 ケ ース ・バ イ ・ケ ー ス」 とい うご見解 。

そ の下 は,「 情 報 サ ー ビス セ ンター を介 す る場 合 は,通 信 処理 機 能 の大 部 分

は通 信 ネ ッ トワーク内 に 付加 され る だろ う。」

1つ 置 い て,「 広 範 囲 な デ ー タ を扱 い且,企 業 間 とな る と企 業 自体 は集 中型

と な って いた 方 が取 扱 い,検 索等 に 関 し大 き く考 え れば1対1の 感 じで利 用出

来 る。 」

そ の次 は,郵 政 省 の 発表 され た ネ ッ トワーク ・ア ー キテ ク チ ュアの 問題 が書

い てあ ります 。

一 番下 に制 度 問題 として
,「 法制 度 上 の問題 で,情 報 サ ー ビス セ ン ター での

メ ッセ ー ジ交換 が大 幅 に緩 和 さ れれ ば,オ ンライ ン ・ネ ッ トワー ク構 築迄 分 散

型 は よ り一層 利 用 さ れ る と思 う。 」

次 に 一応 分 散 とい うこ とに な る の です け れ ど も,本 報告 書117ペ ー ジの 上か

ら3つ 目の とこ ろは,「 こまか い個別 ニーズは,集 中型 では解 決 され ない。但

し,回 線 接続 に 関す る付 加 機 能(閉 域 接 続,相 手 固定 接 続,相 手 通 知機 能 等)

は,通 信 ネ ッ トワー ク側 で持 つ べ きで あ る。」 機能 と しては限 定 さ れ て ,や は

リネ ッ トワーク 自体 で集 中 的 に持 った 方 が い い とい うふ うな ご意 見 で ご ざい ま

す。

そ の少 し前 に はDDXと の関 係 を書 い た ご意見 もご ざ います 。

とい うこ とで,大 急 ぎで ア ンケ ー トの 中 身 を ざ っと拾 い上 げ そ大 体 の傾 向 を

ご説 明 申 し上 げた の です けれ ど も,や は りDDXと の絡みだ とか経営 形態の 問題

なん か も含 め て キ ャ リア の問題 が 出 て お りま した の で ,高 月 さん か ら一言 お願

い した い と思 い ます 。
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ノ 4新 フ ァ ク シ ミ リ網 に つ い て

高 月 特 に な いわ け です が,フ ァク シ ミ リ ・ネ ッ トワー ク とVIDEOTEX

の ところ で誤解 を解 い て お きた い と思 い ます の で,そ れ につ きま して ち ょっ と

だけ説 明す る時 間 をい た だけ ます か。

司会 は い,ど うぞ 。

高 月 黒板 を使 わ せ て い た だ き ます 。

フ ァク シ ミ リの専 用 ネ ッ トワー ク とい うのが ご ざい ま して,加 入 フ ァク シ ミ

リ通 信 網 とい う言 葉 が昔 使 われ て お りま した。新 聞 なん か で は加 フ網 とい う言

葉が 使 わ れ て い た と思 うの です け れ ど も,そ れ は い ま では使 われ て お りませ ん。

新7ァ ク シ ミ リ 通 信 網

市 内

TEL.EX.

市 外

TEL.E)( STOC

(△

「
ぽ

公

国

TEL.EX.

STOC

FDIC

TS-FX

－ 一 ⇔

TS-・FXSTOC

電 話 器

フ ァクシ ミリ機(自 営または直営,B6(将 来A4))

電 話 交 換 機

StorageConvertor

Facsim`SeDig`talInformattonConvertor

TollSw`tchFaCSlmile

FDIC CPU

点 線:ア ナグロ伝送

太 線(点 線 ・実線)

:新 フ ァクシミリ通信網

太実線:デ ィジタル伝送
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そ れ か ら,フ ァク シ ミ リ専 用 網 とい う言 葉 もご ざい ません で,最 近 新 聞 なん か

で は新 ファ ク シ ミリ通 信 網 とい う言 葉 が よ く使 わ れ るの じゃな いか と思 い ます。

これ が 一番 新 しい とい うか,新 ファク シ ミ リ通 信網 とい う名 前 が正 解 で は ない

か と思 い ます 。

そ れ で,ネ ッ トワー クは どん な形 を してい るか とい い ます と,電 話 が ご ざい

ま して,フ ァ ックス の端 末 が 接 続機 器 と して あ る。 この ネ ッ トワークは電 話 の

ネ ッ トワー クです 。

そ の次 に当 然 市 内交 換 機,市 外 交 換機 とあ るの です け れ ど も,そ の 市外 交換

機 の 中にTS-FXと い う名 前 の 一部 ソ フ トを追加 した 市外 交 換機 が あ りま し

て,そ の先 にSTOC,ス トレー ジ ・コ ンバ ー タ とい うのが あ ります 。 そ れか

ら,市 外 伝 送 は デ ィ ジタル で行 なわ れ ます 。 それ で,つ なが って い る わけ です 。

通常 の 電話 フ ァ ク シ ミ リ

そ れ で,普 通 の電 話 ファ クス を考 え ます と,電 話 でダ イ ヤル しま して,そ れ

か ら相手 の 市外 交換 機 に 行 き ま して,そ れか ら相手 の 市 内 の交 換 機 に行 って ,

市 内の 電話,こ れ は普 通 の電 話 で すね 。 こ うや ってお い て,フ ァクス に切 りか

え て,フ ァクス を い まか ら送 る よ とい うこ とで,こ ち らか らこ うい うふ うに し

て フ ァクス の情 報 が こ う流れ て い くわ け です 。 これ は 電話 フ ァクス です ね 。

新 フ ァク シ ミリ通 信網

これに 対 して,新 フ ァク シ ミ リ通 信網 とい うのは,市 内 とか この市 外 交換 機

は 全 く電 話網 と同 じネ ッ トワー ク を使 うわ け です 。 です か ら,こ の新 フ ァク シ

ミ リ通 信網 を使 う場 合 の情 報 の 流 れ を書 きます と,こ ち らか らこ う行 きま して,

こ っちか らこ う行 きま して,実 は こ こを通 りま して,TS-FXと い う,こ れ

は トール ・ス イ ッチ の フ ァク シ ミ リとい うこ とです が,こ こを通 りま して か ら



STOCへ 入 ります 。STOCに 入 りま してか ら今度 は デ ィ ジタル に変 わbま

して,そ れか ら相手 の,た とえ ば大 阪 な ら大 阪 の 同 じ くSTOCと い うと ころ

に入 ります 。そ れ か らこち らへ 参 りま して,も ち ろん これ もTS-FXを 通 っ

て,あ とは これ と全 く一 緒 なん です ね。 電話 網 を通 って こ う来 ま して,そ れか

らこ う入 るわ け です 。 です か ら,同 じ端末 で あ りなが ら,あ る電 話 フ ァ クス,

た とえ ば ロー カル なん か の場 合 は これ で もい いわ け です ね 。電 話 フ ァクス と し

て も使 え る し,こ ち らを通 って 新 フ ァク シ ミ リ網 と して も使 え る 。だ か ら,新

ファ ク シ ミ 極 信 網 とい うの は 渇 話 とかカ口入 電 信 とかD 、DXと か とい う よ う 、

な独 立 の ネ ッ トワークが あ るわ け で は ない のです 。 アク セス ・ライ ンが 全 く同

じ電 話 網 とい うハ ー ドウェア を使 い ま して,ロ ジカル に別 の ネ ッ トワー クが あ

ります よ とい うこ とを言 って い るわ け です 。 ただ し,市 外 回 線 に つ い ては 全 く

新 しい もの を置 くわけ です 。 これが 新 フ ァク シ ミリ通 信網 とい う もの なの です。

・ フ ァ ク シ ミ リと コン ピュ ー タの接 続

そ の と きに ファ ク シ ミ リか らコン ピュー タ を呼 び 出 して,コ ン ピ ュー タか ら

ま た バ ック して も らお う とい うこ とが 可能 か ど うか とい い ます と,こ れ は可 能

で あ りま して,こ こに ま た別 にFDICと い うのを設 けてk・ ります が,こ れ は

フ ァク シ ミ リ ・デ ィ ジタル ・イ ン フォ メー シ ョン ・コンバ ー タ で して,こ こに

セ ンターが あ る,た とえ ば コ ン ピ ュー タが あ る と します と,今 度 は こ ち らか ら

こ う入 りま して,こ う行 って,こ う抜 け ま して,こ ち らか らこ う抜 け て,さ ら

に こ う抜 け て,こ う行 くわ け です 。 この コン ピュ ー タの情 報 を また こ う戻 して

きま して,こ ち らか ら返 す 。 こ こは完 全 に コ ー ドにな って い るわ け で す ね。 こ

こは フ ァクス の情 報 に な って い るわ け で す 。

司 会FDICで フ ァクス ・コー ドか らコ ン ピ ュー タ ・コ ー ドに変 換 す る と

い うこ とです か 。
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高 月 そ うです 。符 号 に変 え るわ け です 。 コ ン ピ ュー タ情 報 に 変 え るわ け で

す 。 これ を称 して全 体 を新 ファク シ ミ リ通 信網 とい うふ うに呼 ん で い ます
。

・ 新 ファ ク シ ミ リ網 の フ ァ ク シ ミ リは 自営 も可

た だ し,こ こで完 全 に フ ァクス を使 ってお ります が ,こ の端 末 に つ きま して

この前新 聞 なん か に真 藤 総裁 が お書 きに な った りあ るい は い ろ いろ新 聞 記者 の

方 とお話 しに な ってお りますけ れ ど も,当 時,最 初 こ こを加 入 フ ァク シ ミ リ網

と呼 び ま したが,加 入 とい うのは加 入 電話 とか加 入 電 信 とか い うこ とで公 社 独

占 とい う意味 が 強 い の です ね 。 そ うす る と,こ うい う新 しい ネ ッ トワークは 公

社 の直営 の フ ァク シ ミ リ端 末 で な い とサ ー ビス で き ない のか とい うこ とで ,そ

れ はお か しい の じゃ ない か,民 間 の 自営 だ って どん どん つ な ぐべ き じゃな いか
,

こ うい うご意 見 が 出た わ け です 。真 藤総 裁 が この前 お話 しに な った のは,技 術

的 な確認 が とれ れ ば ここ は どん どん 自営 に開放 します よとい うこ とだ った わ け

です 。

昔 は加 フ,加 フ と言 って い たの が,最 近 は新,新,こ う呼 ん で い ます 。 です

か ら,こ こは将 来 は 自営 もあれ ば 直営 もあ る,こ うい うこ とです 。

そ れ か ら,現 在 の フ ァク シ ミ リ,こ の端 末 はB6な ん です 。A5判 で実 質

B6と い う もの です 。 大 きさ はA5判 なん です が ,情 報 の 中 身はB6判 です か

ら,こ の端末 は現 在 はが きの大 きさ なん です 。い ずれ これ はA4判 も可能 に な

ります 。 です か ら,い まや って い ます の は実 は この工 事,こ の工 事 とこ この工

事 は,現 在,東 京 と大 阪 はほ とん ど終 わ って お ります 。 では なぜ サ ー ビス しな

いか とい うの は,現 在 郵 政 省 と折 衝 中 で あ りま して ,Sま で い って お りません 。

・ 各種の ファ クス伝送 路の使い分 け問題

そのときに郵政省 とか公社の間で考えなければいけない,整 理 しなければい
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け ない な とい うこ とを言 ってk・ ります の は,先 ほ どの このJIPDECさ ん の

質問 状 に もあ りま した よ うに,要 す るに ファク ス とは一体 何 なん だ。 電 話 フ ァ

クス とい うの が あ る じゃな いカ㍉DDXフ ァ クス もあ る じゃ ない か,新 ファ ク

シ ミ リ網 の ファク ス もあ る じゃ ないか,そ れ か ら企業 の 中 で専用 線 を使 った フ

ァク シ ミリ ・ネ ッ トワーク もあ る じゃ ないか 。 だ か ら,フ ァクス,フ ァクス と

言 った って い っぱい ある じゃ ないか,そ うい うもの を一体 これか ら将来 に 向け

て ど う整 理 す る のだ 。 い ろい ろ な種類 の ものが あ って,い ろ い ろ な メ ー カーの

もの が あ って,そ れ は ほ うってお い て い いの か,そ の 辺に つ い て公 社 は整 理 し

なけ れ ば いか ぬ,こ うい うこ とを郵政 省 が お っ しゃって い る。 そ の 答 え をめ ぐ

って,い ま ま だ郵政 省 と公 社 の間 でい ろ い ろ折 衝 が 行 われ て い る とい う段階 な

ん です ね 。現 在 は東京 一 大 阪間 は で きる よ うに な って い るの です が,そ れ は

B6判 で で きます 。 それ は 将来 的 に はA4で や りた いの です が,こ れ に つ きま

して はSす る のが59年 とか60年 ぐらい に な る と思 い ます。 です か ら,ほ か

の フ ァ クス の場 合 は,た とえばDDXを 使 って い ま 一番 お 客様 の多 い フ ァク シ

ミリは48キ ロ ビ ッ トなん で す 。

DDXの48キ ロFAXに 対 して,こ ち らはB6判 です か らね 。 です か ら,

同 じフ ァクス で も,考 え を整理 す る場 合 に,片 や物 す ごい 高速 で,こ っちは 遅

い です か らね 。 そ うい う よ うな こ とで,フ ァ ク シ ミ リその もの もい ろ い ろ な種

類 が あ ります 。 こ こは あ くまで もね らいは 端末 を安 くしま し ょう。 これ は小型

です し,MODEM組 み 込 ん で安 い の です ね 。当 初 新 聞に は10万 円 と書 いて

あ りま した ね,そ の程 度 だ 。

・ 料金 設 定 の 考 えか た

そ れ か らも う1つ は,こ こを通せ ば 電話 料 金 です ね,電 話 フ ァクス もあ くま

で も電 話料 金 です 。 ところが,こ ち らへ抜 け て こ こ を通 す とい うこ とは,こ こ
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の 回線 は デ ィ ジタル 回線 です か らア ナ ログに 比べ れば 安 い の です ね 。安 い,い

い伝 送 路 を使 うとい うこ と と,も う1つ は,こ れ は ハ ー ドウ ェア的 には ア クセ

ス ・ライ ン と して電 話網 を使 って い るの だけ れ ど も,論 理 的 に は別 の ネ ッ トワ

ー クで あ る
。 この フ ァクスか ら見 た場 合 には 全 く別 の ネ ッ トワー クが こ うあ っ

て,こ こ はデ ィジ タル。 そ うす る と,別 の ネ ッ トワー クだか ら別 の料 金 を設 定

で きな いか とい うこ とは,こ れは 郵政 と公 社 の間 では論 議 で きる の です ね 。 し

たが って,こ こ を何 分 間 か か った か ら幾 らでは な くて,1枚 送 って幾 らに しよ

う。 だか ら,B6判 な らB6判1枚 で 東京 一 大阪 間 で た とえば40円 程度 に

し よ うとい う新 しい料 金 設定 が で き るわ け です ね,新 しい ネ ソ トワ ー クだか ら

とい う理 屈 で 。そ うい う よ うな こ とが あ りま して,こ の ネ ッ トワー クの ね らい

は,あ くまで も端 末 が安 い こと と ネ ッ トワー ク ・コス トが 安 い こ と とい う こと

で 考 え た ネ ッ トワークです 。

・ 網 内 機能 と端 末機 能 の選 択

そ れ か ら,先 ほ どい ろい ろな機 能 を持 って い る じゃない か とい うこ とが あ り

ま したが,そ の機能 は こ ち らに,こ のSTOCに 持 ってお ります 。 先egzど 読 ん

で お りま して ち ょっとJIPDECさ ん の設 問 の仕 方 がお か しいの じゃ ないか

と思 った の は,A/D変 換 が通信 処理 な ん て書 いて あ ったの です けれ ど も,A

/D変 換 は通 信 処理 とわ れ わ れ は見 て い ない わけ です 。 あん なの は基 本 通 信 じ

ゃな い か。 デ ィジタル をア ナ ログ に変 え て,ア ナ ログ をデ ィジタル に変 え る,

そ れ は通 信 処理 じ ゃないだ ろ う,基 本 通 信 じゃな いか 。た だ,同 報 とい うの は

マ ルチ ア ドレス ・ブ ロー ドキ ャス トとい うの は一種 の機 能 です か ら,こ れ は こ

こで持 つ か,こ こで持 つか 。

そ れ か ら,い ま の話 を 聞 い て ち ょっと理 解 で きなか った の です け れ ど も,公

社 の ネ ッ トワー クは ここで 同報 機 能 を持 ってい ますか ら,あ なた た ち は 自営 の
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端末 の場 合 に こ こで持 って はい か ぬ とか なん とか 言 ってい ない わけ で す 。 ここ

で 同報機 能 を持 って い るか ら,こ の 同報 機 能 の料 金 が,こ こを トランス ペ ア レ

ン トに使 う場 合 で も,そ の 同 報機 能 の料 金 は あ なた にか か って い るの です よ と

い うこ とは何 も言 ってい ない わ け です ね。 この同 報機 能 をお使 い に な る方 はそ

の料金 を いた だ きます,こ ち らで同報 機 能 をお持 ちの 自営 の端 末 の場 合 は,こ

こ を トランス ペ ア レ ン トにす れば そ の分 もちろん お金 を取 りまぜ ん 。 です か ら,

集 中か分散 か とい うこ と もそ うなん です けれ ども,そ うい った機 能 は こ ち らで

持 と うが こ ち らで持 と うが 両方 あ って,ど ち らが や るか は ユ ーザ ー ズ ・チ ョイ

スだ ろ う。

問 題 なの は,公 社 が こ ち らに同報 機 能 を持 ったが ため に よけ い な ハ ー ドウ ェ

アの コ ス トが かか って,そ の コス トを 包含 して しま い,同 報 を利 用 しないお 客

さん に もそ の 料金 を課 す の で あれば,こ れ は問 題 で すね 。 そ れ は ない と私 は思

ってお るわ け です 。 したが って,そ の フ ァンク シ ョンの と り方,や り方 は コーー

ザ ー さん が お 選 び に な るの じゃ ない だち うか 。 ユ ーザ ーが 全部 持 つ か らお まえ

は持 つ な と言 われ ま して も,そ れ は 入 ってい くか もわか りませ ん け れ ど も,私

だ った ら持 ち ます ね 。そ れ で,集 中で した方が 安 け れば これ をお使 い に なれ ば

いい し,も し し ょっち ゅ う使 って お るか ら も う要 らない とい うな らこ ち らとい

うこ と じゃ ない か とい うの が1つ です。

これ に つ きま して何 か ご質 問 ござい ません か。 前 段 と して,ベ ース の ここに

出て い ます新 フ ァク シ ミ リ専 用網 とい うのは現 在 こん なふ うに な って い ます 。

5.VIDEOTEXに つ い て

そ の次 は,VIDEOTEXの 話 が あ りま したが,VIDEOTEXの こ と

につ い て ち ょっ と誤解 が あ るの じゃな いか と思 い ます ので少 し解 明 させ て いた

だ きた いの で す 。
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・VIDEOTEXの 伝送 路

VIDEOTEXの 仕 組 み

TV

　
市内
TEL.EX ↓ "

A
"

占

外
独
市

E

社

丁

公

-
X』

公社
HOST

VIDEOTEXと い うの は ど う なってい るか とい い ます と,こ こが 一般 の

テ レビ受像 器 なん です 。 こ うな って い るわけ です 。現 在,こ う行 きま して,こ

う行 き ま して,こ う行 きま して,こ うな ってい るわけ です 。 こ ち らは ど うなっ

て い るか といい ます と,こ ち らに や は り何 かの機 能 が あ るわ け です ね。 こ ち ら

に ホ ス ト ・コン ピ ュー タが あ ります,こ こ に入 れ物 が あ ります,こ こ にDBが

入 って い る,こ うい うふ うな理 解 。 実 際 は違 うの で す よ。実 際 は実 は こ こに も

う1つ ホス トが ご ざい ま して,こ れ で もい いの です が,こ のか わ りに これ をそ

う考 え て もい いの で す け れ ど も,こ の お客 様 は こ うつ ないで い くわ け です 。 こ

れ を除 きま して,こ ち らか らキー パ ソ ドが た た き ま して,必 要 とす る情 報 を こ

ち らか らと って きて こ ち らに,画 面 に出す わけ です 。 そ の た め に は当 然,た だ

単 にす っ とつ な ぐの では な い の です か ら,ど の情 報 を とろ うか とか,画 面 コ ン



トロール 用 の何 らか の もの が あ るわけ で す。 い ま仮 に ここにAな らAと い うも

のが あ る と します ね,こ う した わけ です 。仮 にCAPTAIN-CAPTAIN

もVIDEOTEXな ん です け れ ど も,公 社 が全 部 これ をや って しま うな らば

発展 し ない とい うのが ど こか に あ った の です けれ ど も,こ の情 報 の 中身は まず

第1に 公社 は全 くノー タ ッチ なん で す。 現在,朝 日とか毎 日新 聞社 さん で も ど

こで もお 使 いにな って い ら っ しゃる場 合 は ,こ の 中に どん な情 報 を入 れ よ うが,

公社 は全 然この中身 につ いては知 らないのです。公社 は入れ物 だけ なんです 。

・VIDEOTEX、 と公社 独 占の範 囲

そ れ か らも う1つ は,い ま考 え て い ます の は,こ こか ら民 間 の ホス トと民 間

の入 れ物 です ね,要 す るに民 間 セ ン ター,こ れ も認 め よ うで は あ りませ ん か と

現 在言 って い るわけ です 。 だ か ら,何 も公 社 独 占では ない の で す。 しか し,公

社 独 占で おか しい じ ゃな いか と言 われ てい るの は こ こか らこ こまで,こ こか ら

ここま では現 在公 社 独 占 とい うの はそ の とお りです 。 こ この と ころは 公 社独 占

です け れ ど も,問 題 は これ なん です ね,画 像 コ ン トロール部 分 が なぜ 公社 独 占

なん です か とい う論議 は あ る と思 うのです 。 ここ も民間 に や らせ て くだ さ い ,

こ こか ら民 間が 持 って ま い ります,も っ とい い民 間 の ホス トをつ ない で ,民 間

のDBを つ な ぎます と い うの はあ るか もわか りませ ん。 現 在 の ところ は われ わ

れ は この ネ ッ トワー クです ね,こ こか らここ まで をVIDEOTEXネ ッ トワ

ーク ・サー ビス と呼ん で い るわ け です
。 それ に対 して,そ う じゃ ない よ と,民

間 は こ こまで,こ れ は で き るか らや らせ ようと,公 社 は単 な る線 だけ で いい,

こ っちか ら先 は民 間 でで きる よ,そ の 議論 はあ る と思 いま す。'た だ し,こ の セ

ンタ ーに つ い て は公 社 は 独 占 とか ,そ ん なこ とは一切 ご ざい ませ ん 。 もち ろん

この情 報 の 中 身 もそ うで す ね 。入 れ物 だ って この分 は民 間 もあ ります 。 そ こだ

け ひ とつ誤解 の な い よ うに して いた だ きた い。 ただ し,ホ ス トの コ ン トロ_ル
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の この部 分,FEPと いい ます か,現 実 に は こ こはDIPSを 使 ってい るの で

す。 大 きな もの を使 っ て い るの です 。 もう少 し小 さ くて もい い です ね。 こ こを

ど うす る か とい う議 論 は あ る と思 い ます。そ れ は残 って い る と思 い ます が,全

部 をや ろ う とい う意 識 は 全然 ご ざい ませ ん 。

・VIDEOTEXの 難 点 と広帯 域 のVRS

先 ほ どの 説 明 の 中 に あ りま した よ うに,こ れ を じっ と見 てい る間 は実 は この

電 話 回線 が ふ さ が ってい ますか ら,ほ かか らこの 人 に 電話 がか か って きた と き,

この人 が画 を見 て い る 限 りず っ と話 し中なん です 。 全 然 つ なが らない わけ です。

ですか ら,ず っ と何 か 見 て い る と きに,い ま電話 が かか って きま した と画 面 の

中へ 出れ ば,ガ チ ャ ン と切 った ら電 話 が か か る とか,何 か そん な こ とに なれ ば

いい の です け れ ど も,現 在 はそ うな って いな い の です ね。

そ れか らも う1つ は,VIDEOTEXと い うの は画 です か ら,音 は 全然 ないの

です 。 字 が サ ア ッと出 て くるだ け です か ら,バ ック グ ラウ ン ド ・ミュ ー ジ ック

を流 して ほ しい とい うご要望 が あ るの ですけ れ ど も,そ れ もで きない わ け です。

そ れに もう ち ょっ とい い のが あ るの じゃ ないか とい うのが,こ れ と同 じ考 え

方 が 出 てい ます のがVRS,ビ デオ ・レス ポ ンス ・サ ー ビス とい うのが ご ざい

ます。 これ は 何 か とい い ます と,こ れは ここの と ころ を完全 に欠 い て い るの で

す。 コ ン トロール線 は全 部 電 話 なん です。 これ は一 緒 なん です。 ところが,こ

この画 面 の ネ ッ トワー クは電 話 網 を使 わ ない,全 然別 の とこ ろを使 うわけ でず。

そ れ で,こ こを4メ ガ を通 す の です ね。 こ う します と,こ ち らか らコ ン ピュー

タを コ ン トロール して,こ の デー タベ ース の 中の情 報 を こ ち らを通 して 出す わ

け です ね。 ここの場 合 は当 然 動 画 が 出 ます ね。普 通 の4メ ガです か ら,普 通 の

テ レ ビ と一緒 です か ら,音 も出 ます し動 画 が 出 ます。 昨 日,掛 布 が ホ ー ム ラ ン

を打 った瞬 間 とか全 部 出 るわけ です ね,昨 日は打 ち ませ ん で した け れ ど も。 そ
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うい うの を ビデオ ・レス ポ ンス ・サ ー ビス と して考 え てい ます。 この ときの考

え 方 と一 緒 なん です ね。 こ この 中身 は公社 が用意 します,こ の 民 間 セ ン ター も

あ ります,こ うい う話 で す か ら。 現 在 は こん な状 態 に な ってい ます の で,VI

DEOTEXに 関 して は必 ず し も公 社 が 独 占 とい うこ とを言 ってい るわ け で は な

い の です。 た だ,こ こだ け問 題 です が,こ ち らに関 して は完 全 に民 間 もあ りま

す,こ う言 って い ます か ら,確 か に現 在 のCAPTAINは 全 部 公社 と郵 政 省 の共

同 でや って い ます け れ ど も,そ れは な い です ね。

6TELETEXと ワー ドプ ロセ ッサ ー

の 標 準 化 問 題 な ど

そ れか らも う1つ,独 占 とか なん とか とい うこ とで ち ょい と気 に な っ てい ま

す の はTELETEXな ん です ね 。 これ もそ ち らに は なか った の です け れ ど も,TE

LETEXも そ うい う問題 が あ る。 そ こで非 常 に いい ご指摘 が ユ ーザ ー さん の方

か らあ りま した。 標 準化 なん です よ。TELETEXと い うの はい まの とこ ろ一応

DDX回 線 交換 を使 うの です が,こ う使 って い くの です け れ ど も,セ ン タ ー

一 もち ろん セ ン ター もあ ります が ,相 手 のT肌ETEXで もい いの です が,こ

れ は ち ょっ と問題 なん です ね 。 といい ま す のは,DDXと い うの は こ っ ちは完

全 に 自営原 則 なん で す ね。 と ころが,TELETEXと い うの は直 営 に しよ うか と。

ス ピ ー ドは2,400ビ ッ トです 。 い ま世 の 中に 出て い ます ワー ドプ ロセ ッサ ー

が 通信 機 能 を持 っ たみ た い な もの だ とい うふ うに理解 してい た だ きた い の です。

編集 して,文 書 を処 理 して,た とえば ミニ フ ロッ ピーに情 報 を入 れて,そ れ を

ポ ン と入 れ れば そ の ま まサ ア ッ と向 こ うへ送 れ る,こ ん な の でい い の です 。 た

だ し,そ の と きに仮 に こ この イ ンタ ー フェ ース を こ うい うふ うに 標準 化 す る と

した と きに,こ れ を守 らない と相 手 に つ な ぎませ ん よと。 い ま世 の 中に 出 てい

る 「書 院 」 だ とか 「レター メイ ト」 とか,あ あい うの は 相互 接続 は で きない の
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です ね,フ ォー マ ッ トが 全部 違 い ます か ら。 しか らば これ を完 全 に標 準化 す る

か といい ます と,こ れ は むず か しい の です ね。 ど こか に 「公的 機 関が 指導 性 を

発揮 して 推進 すべ き」 で あ ると書 い て あ ったの です けれ ど も,そ こで皆 さん に

考 え てい た だ きた い の は,こ うい う標 準化 とい うの は ユ ーザ ーか ら見 た場 合 に

本 当に 要 る のだ ろ うか 。 た とえ ば46年 に網 開 放 しま して フ ァク シ ミ リが バ ア

ッと出 ま した ね。46年 か ら7年,8年,9年,
.50年,55年 までず っ と フ

ァク シ ミ リの需 要 が どん どん 伸 び ま した。 この伸 び た ときに標 準化 の声 が 出 ま

した か 。

司会 出ま した 。

高 月 出 ま したけ れ ど も,全 然 遅 か っ た です ね。 なぜ な らみ ん な企 業 内 で使

って い るか らです。 や っ と標 準 化 しなけれ ば いか ぬ か な と言 って や り出 した の

は去 年 ぐらい です か らね 。CCITTのG皿 とかGNと か 標 準 化 した ものは つ な

が った です か と。物 す ごいむ ず か しい問 題 が あ るわ け です ね 。 これか らの技 術

の進 歩 を考 えてい く と,ホ ー ム ・ユ ース ぐ らい にな れば 標 準 化 は い いの で すけ

れ ど も,ま だ まだ企 業 間 ユ ー スの場 合 に標 準化 は本 当 に 要 るの だ ろ うか,や れ

るの だ ろ うか とい う問題 が あ るわけ で あ ります 。 た だ,TELETEXは 去年 の暮

れ に先 にCCIが ボ ン と決 ま った の です ね。 そ うす る と,当 然CCIが 決 ま っ

たか ら標準 化 をや ろ う,い まか ら標 準 化 を考 えて い るの です が,す でに ワー ド

プ ロセ ッサ ーが い っ ぱ い あ るわ け です ね 。 だか ら,こ うい った これか らの集 中,

分散 を考 え る場 合 に もそ うなん です け れ ど も,標 準化 とい うの は非 常 に む ずか

しいの です ね。 しか し,や らね ば な らない 。そ の場 合 で もい ろい ろ メー カーさ

ん の 力 を借 りなけ れ ば な らぬ ところ もあ りま して むず か しい と ころが い っぱ い

あ る の ですが,そ ん な話 もあ ります。

こ こで言 わん とす るの は,た とえ ば2,400ビ ッ トの端 末 な ら,自 営 です か

ら,こ ん な技 術基 準 で つ なげ ます よ,こ うい うわ け ですね 。 と ころが,2,400
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ビ ッ トの 丁肌ETEX端 末 の場 合 は こん な技 術 基 準 が あ ります よ ,同 じス ピー ド

で も技 術基 準 が違 って くるの です 。 こん なの もあ る ので しょ うか。 こ ち らの場

合 は普 通 の端 末 だ け れ ど も,こ ち らは か な り処理 機 能 とか編 集機 能 を持 った

TELETEXで す よ と,こ ち らの 方 は完 全 に トランスペ ア レ ン トですか らつ なが

れ ば い い とい う感 じなん です ね。 こ ち らは つ なが って も,そ の後 で あ あせ い こ

うせ し～ こ うせ い あ あせ い とい うのが い ろい ろ つ くの です 。そ うい う技 術 基 準

が あ ります よと,そ れ で直 営。 これ もいず れ,直 営 なん とい うご時勢 で は あ り

ませ ん か ら,自 営 。物 す ごい安 い の です ね。 同 じ2,400ビ ッ トで,TELET

EXの 場 合 は こん な技 術 基準,一 般 端 末 の場 合 は こん な技術 基 準 ,こ うい うこ

とで こ こは整 理 され てい るの です ね。

そ うい うのが あ りま して,標 準 化 とい うの は 必 要 なん です け れ ど も,本 当 に

い ます ぐや らなけれ ば いけ ない か あ るい はい ます ぐや れ るか ど うか。 標 準 化 の

議論 ばか りや って い る う ちに,気 が っい た らも うす で に各 社 さ ん の もの が企 業

内 に数 万 端 末 入 っ た,あ れ とい うわけ で,と い うのが 実態 です。 こ こだ け ち ょ

っ と…… 。

司会 ど うもあ りが と うご ざい ま した。

私,先 ほ どの ご説 明 の 中で も少 し触 れ た の です けれ ど も,こ れ は この 委 員会

自体 の 問題 で あ る と同時 に キ ャ リア さん の問 題 で は なか ろ うか と思 い ます の で,

ち ょっ と一 言 申 し上 げ て お きたい と思 い ます。

実 は この ア ン ケ ー ト調 査 をいた します と きに,ユ ーザーの 関 心 の一 番 高 い と

ころ はDDXで あ ろ うか とい うこ とで,DDXに 関 してはそ の理 解 度 とい うこ

とを まず 取 り上げ て,そ して将来 に つ い て ど うか とか いろい ろ な ご意 見 を承 っ

た わけ です。 ところが,た とえ ばい まの新 フ ァク シ ミ リ網 とか,あ の こ ろそ う

言 って お りま した け れ ど も,VIDEOTEXだ とか とい うふ うな こ とに 関 しま し

て は,一 体 そ れ が ど うい うふ うな仕組 み に な ってお って,キ ャ リアの提 供 され
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る もの が ど うい う機 能 で あ るのか,あ るい は そ れ の料 金 が ど うなの か とか,そ

こ までの こ とを明確 に しない で この調 査 をや っ て しま った の です よ。 この こ と

は わ れ われ の 反省 で あ る と同時 に … …。

高 月 公 社 の反 省 もあ りま しょ う。

司会 あ りが と うご ざい ま した。 そ れ が1つ 。

7制 度 と料金 の不 斉 合 と対 応策

司会 そ れか ら も う1つ は,先 ほ どの フ ァク シ ミ リの,新 フ ァク シ ミ リ通 信

網 は若 干 違 うの です け れ ど も,ま たDDXの 話 に戻 って 悪 い の です が,DDX

の つな ぎ込 み の 問題 とち ょっ と似 て い る部 分 が 料 金面 で あ るの です 。 とい うの

は,DDXに カバ ー され ない範 囲 の と ころは 専 用 線 で つ な ぎ込 み をす る。 た だ

し,そ の 場 合 に は制 度 的 には,そ の専 用線 は専 用 線 の制 度 を適 用 す るの で な し

に,DDXの 一 部分 だ と して見 る,制 度 は こ うい うこ とです ね。

高月 そ の特 定 とDDXで す か。

司会 は い。

高 月 特 定 とDDXは,特 定 の と ころは 特 定 回線,DDXはDDX料 金,こ

うい うふ うな……。

司会 え え,料 金 はね。

高 月 料 金 は。

司会 しか し,制 度 と してはDDXの 延 長 とい うふ うな感 じで ご ざい ま しょ

う。 利 用 制度 とい う意 味。

高 月 加 入 区 域 とい う意 味 で は違 うの です 。

司会DDXの 区 域外 の端 末 同士 がDDXで 通 信 をす る場 合,両 方 と も特 定

回線に よってDDXに つながっているわけですね 。 しか し,そ の場合には特定回線 とDDX

の接続,DDXと 特 定 回線 の接 続 とい うふ うな形 で見 るの じゃな しに,制 度 的 に
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はそ の区域 外 の端 末 か ら端 末 まで,特 定 回線 を含 め て これ はDDXの 利 用 だ,

こ うい う解 釈 なん です ね。 と ころが,料 金 は,特 定 回線 部 分 は特 定 回 線(専 用

線)の 料 金 と して賦 課 され る とい う思 想 です ね 。 と ころ で,先 ほ どの新 ファ ク

シ ミ リ ・サ ー ビス では公 衆 電 話 網 を使 ってお られ るけれ ど も,そ この公 衆 電話

網 の 部 分 も,た とえ ば ペ ー ジ単位 の料 金 とい うこ とに な る と,料 金体 系 と して

思 想 的 な統一 が ない の じゃ ない か とい うふ うに考 え るの で す けれ ど も,そ こ ら

辺 は ど うで す か。

高月 そ こ ら辺 は違 う と思 うの です よ。 といい ます の は,ア ク セス ・ライ ン

が電 話 網 で真 ん 中 が パ ケ ッ トの場 合,電 話 網 が あ って,パ ケ ッ トが あ って ,ま

た電 話網 が あ る場 合,こ れ は あれ と思想 を合 わせ るの です よ。 特 定 一パ ケ ッ ト

ー特 定 の場 合 は… …
。

司会 合 わ せ よ うが な い で し ょう。

高 月 合 わ せ よ うが ない です ね。 い ずれ,現 在 の加 入 区域 で な くて も,加 入

区 域 で ない と ころ は特 定 でパ ケ ッ トに入 って くる の です けれ ど も,今 度 は公 社

は何 らか の 設備 を打 た な い でそ こ を加 入 区域 に しよ う,い わ ゆ る擬 制 加 入区 域

に しよ うとい う と きは,本 当 は も う特 定 回線 を引 っ張 って い るの です け れ ど も,

特 定 回線 料 金 を い ただ か ない で ……。

司会 そ れ で統 一 が で きる とい うこ とです ね。

高 月 そ うい うこ とです 。

司会 あ りが と うご ざい ま した。 方 向が は っ き りいた しま した。 い まの 問題

は そ うい うこ とで わ りあ いに は っ『き りいた しま した の で,こ の ご意見 の 中に も

い ま の よう な こ とが 明 確 で ない ため に若干 の 混乱 が あ ります け れ ど も,そ の こ

とは この総 合 網 とい うこ とで報 告書 を整理 す る と きに は ちゃん とさせ て い た だ

きた い と思 い ます 。

あ と1時 間余 りた だ い ま の よ うな こ とに つ きま してそ れ ぞれ 本 日 ご出席 の 皆
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さん か らご意見 をい た だ きた い と思 い ます 。

8技 術 と制 度 のひ ず み

一 デ ィジ タル化音声 の例

斉 藤 大 変 お もしろ い と思 った の です が,デ ィ ジ タル化 音 声 とい う話 が あ っ

て,こ れ は現実 に.かな り安 くな りつ つ あ る とい うこ とで次 第 に増 加 して来 てい

る よ うです 。

しか しこの よ うなデ ィジ タル電 話 を非 常 に低 品 質 で,ア ナ ロ グ回 線 を利 用 し

て伝 送 しよ う とす る考 え 方 は私 に は何 か不 自然 な技 術 の よ うに思 わ れ るの です。

そ のひ とつの原 因 は 市外 回 線 の料 金 が 高 す ぎる こ とです。 音 声 を デ ィジ タル に

して,2,400bpsで 送 ろ う とす るに は大 変 な装 置 が,必 要 で,い まLSIが

発達 して確 か にそ うい う装 置 が 安 価 に で きる よ うに なっ た とい うの は事 実 なの

です けれ ど も,そ れ と同 じよ うな意 味 で,通 信 回 線 だ っ て本 当 は コス ト ・ベ ー

ス で考 えれば 安 くな っ てい るは ず なん です 。 とこ ろが,そ れ が料 金 と して は高

い。 だか ら,そ の ため に そ うい う不 自然 な こ とが行 われ てい る。 デ ィ ジ タル化

音 声 とは制 度 と技 術 の ひず み の 一種 の現 わ れ であ る と思 わ れ ます 。 だか ら,デ

ィ ジタル化 音声 とい うのは,い い こ とだ とい うこ と じゃ な くて,や は り技 術 と

制 度 の ひず み が生 ん だ ま ま子 で あ る と理解 す べ きだ と思 い ます 。 余 りポ ジテ ィ

ブ には考 えた くない もの だ とい うふ うに私 は思 うの です。 しか し,将 来64キ

ロbpsに なっ た らそ れ が エ ン ド ・ッー ・エ ン ドに つ なが っ て しま うの で
,仮 に

64キ ロbpsの 電話 回線 が3分 間 東 京 一大 阪 間何 百 円 とい うふ うに ,い まの 市

外 料 金 と同 じよ うな料 金 に な る に ちが い ない。 そ れ を5分 の1に す るた め に

9,600bpsの デ ィ ジタ ル音 声 を使 お う とい う人 は確 か に あ らわ れ る とい うこ

とが あ るの で,そ うい うこ とが た くさん あ らわ れ る とい うの は,こ れ もいい こ

と なのか悪 い こ とな のか よ くわ か らない の です が,少 な く と も電 話 サ ー ビス の
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公 平 性 とい うこ とか ら考 え る とそ れ もやは りおか しい です ね。 だか ら,そ こ ら

辺 の ところ を考 え る と,INSみ た い な もの が で きた ときに エ ン ド ・ツ ー ・エ

ン ドの デ ィ ジタル 伝送 を サ ー ビス して キ ャ リアが 健全 な運 営 が で き るか とい う

問 題 は,当 然INSに 関 連 して非 常 に大 きな問題 に な る と思 うの です が,INS

が で きる とい うのは い い こ とだ とい う前 提 に立 つ と,デ ィ ジ タル化 音 声技 術 と

い うの は ネ ガテ ィブ要因 なん です ね。 キ ャ リアの提供 す る回線 を一 番 うま く使

う とい うの が技 術 屋 の腕 の見 せ ど ころ なの で,そ れ をや る とい うの は大 変 い い

こ とだ とい うのは ひ とつ の側 面 だ と思 うの です が,デ ィ ジタル化 音 声 とい うの

は非 常 に複雑 な問題 で あ る とい う感 じが 強 い です ね。

司会 一 昨 年 議論 しま した と きにそ の問題 は もちろん あ っ たの です が,一 言

で キ ャ リア 自体 の電 話 が デ ィ ジ タル化 され た こ とを想 定 して議 論 した覚 えが あ

るの です。

斉 藤 キ ャ リア 自体 の 電 話 が デ ィ ジ タル化 され る とい うことは,キ ャ リア さ

ん が エ ン ド・ッー ・エ ン ドに64キ ロbpsの 回線 をつ くる とい うこ とで す ね。

そ うす る と,64キ ロbpsの トランス ミッシ ョンが,例 えば 東 京 か ら大 阪 ま で

行 われ る,そ れ が 多分原 則 と して は電 話 サ ー ビス な らば ア ナ ログで あ ろ うが デ

ィ ジタル で あ ろ うが,同 一料 金 と して電話 と同 一 の料 金 に な る。 しか しデ ィ ジ

タル な らこれ を もっ と高 度 に利 用 で き る。 これ がINSの 料 金 体 系 の複 雑 な問

題 だ と思 い ます。

91NS構 想 と料金 体 系検 討 の必要 性

司会 我 々の知 る範 囲 で はINSの 料 金 の こ とは まだ余 り真 剣 に考 え られ な

い で,技 術 的 な こ とだけ でINSと い う議 論 が進 ん で い る よ うに思 うの です。

これか らこ うい う ものが で きるの に は まだ 何年 か か る と思 うの です が,こ の 間

に ど うい う料 金 体 系 にす るか とい うこ とを よほ ど よ く考 え て お か ない とい け な
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い と思 い ます。 技 術 は もう悠 々で き るのだ け れ ど も,現 実 に は で きません とい

う話 が他 に もい ろい ろ あ るの です け れ ど も,INSの 場 合 に は これ が極端 な形

で あ らわ れ て くる とい うおそ れが あ るの じゃ ない か と思 い ます。 い まINSに

な った ら,み ん な ビ ッ ト料 金 なの で,64キ ロbpsと2,400bpsと 比 べ る と,

そ れ を2,400bpsで は音 声 よ り二 十何 分 の1安 くデー タ回 線 が使 え ます よ,

そ うい う議 論 が あ るの です ね。 そん な こ とを した ら公社 の経営 は成 り立 た ない

と思 うの です。 少 な く と も私 は外 か ら見 てい てそ う見 え るの です ね。

高月 ち ょっ と先生,お 言 葉 では あ ります が,INSと い うの は イ ンフ ォメ

ー シ ョン ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ムの略 なん です 。 日本 語 で は一 応高 度情 報通

信 シス テ ム と呼 ん で い るの です 。INSと い うの は,わ れ わ れ とす れ ば,あ と

20年 ぐ らい先 です ね。2,000年 ぐ らい で 日本 国 じゅ うが 一種 の オ ール ・デ

ィ ジタル ・ア イ ラン ドに な ります,も う完 全 に全 部 デ ィ ジタル に な って きま し

た とい う時 点 を考 え て い る の です 。 そ の場 合 に,わ れ わ れ通 信 業者 か ら見た場

合 は,そ の加 入 者 線 も,交 換 機 も,伝 送路 も,電 話 機 も全 部 デ ィジタ ル とい う

の を考 えて い るの です 。 た だ し,INSと い う概 念 は非 常 に大 き くと らえ てい

るの です 。 とい い ます のは,ネ ッ トワー クは全 部 デ ィ ジタル なん ですけ れ ど も,

実 は コ ン ピュー タ も全 部 含 め て い るの です 。民 間 も公 社 も全 部含 め て お るわ け

です 。 それ か ら,コ ン ピュー タ とネ ッ トワー クの 間 に入 るい ろい ろ な通信 処 理,

コ ミュ ニ ケー シ ョ ン ・プ ロセ ッ シングの と ころ も全 部 含 め て い るの です。 そ れ

を全 部総 称 してINSと 呼 ん でい るの です。 と ころが,INSを 議 論 す る と き

は もっ と広 い概 念 が あ りま して,た だ単 に技 術 的 に端 末 が あ って,コ ン ピュ ー

タが あ って とい うの じ ゃな くて,そ れ の制 度 は ど うあ るべ きか とか料 金 は ど う

あ るべ きか とい うこ と も全 部含 めた大 きな概 念 をINSと 呼ん で い るの です 。

い ま先生 は技 術 的 に や ってい るの じゃ ないか と言 い ま したけ れ ど も,そ うじゃ

な くて,・INSと い うの は,INSを 検討 して い る グル ー プが あ りま して,1



つ は技 術 関 係 を検 討 して い る大 きな グル ー プ,そ の 下 に い っぱ い 分科 会 が あ り

ます。 も う1つ は,こ れ は うちの 営 業 とか経 理 とか,そ うい った業 務 系が 入 り

ま した大 きな検 討 グル ー プが あ りま して,そ こで一 体 制 度 は ど うあ るべ きなん

だ,料 金 は ど うあ るべ き なんだ とか,い ます で にや ってい るサ ー ビスが 将来 ど

うい うふ うに 移行 してい った と きに料 金 は ど う考 え るべ きか とい うこ とで・料

金 制度 に つい て も技 術 と同 じ ぐ らい の大 きさの検 討 グ ル ー プを つ くって現 在 や

って お ります 。 た だ,そ れ は表 に は なか なか 出 ませ ん 。 い まお っ しゃ った よ う

に,確 か に1ビ ッ ト幾 らか とい う ビ ッ ト課 金 の考 え方 は ご ざい ます け れ ど も,

そ れ で い い とか悪 い とか い う結 論 は まだ 出 てお りませ ん。 だか らそ の と きに問

題 に な ります の ほ ユ ーザ ー さん の声 で,こ れ に もユ ーザ ーさ ん の お話 です ご く

いい ことが書 い て あ るの で す が,結 局 「品 質 と コス ト」 だね,こ うい うふ うに

お書 きに な って い ます け れ ど も,本 当 にそ の とk・ りなん です ね 。9,600ビ ッ

トで送 る場 合,-48キ ロで送 る場 合,2,400で 送 る場 合,こ れ は ビ ソ ト当 た

りの 料 金 が一 緒 だ った ら大 分 問 題 なの です が,た だ し品質 が違 うので す ね。 そ

の 品質 と料 金 と を ど うす るか とい うこ とが 公社 と して は,先 ほ ど先 生 お っ しゃ

った よ うに,2,400ビ ッ トの音 声 が存 在 す る とい うのは どだ い どこかお か し

いの だ,そ れ はそ の とお りなん です 。 私 もそ の意 見 に は賛 成 です 。 そ の意 見 に

は賛 成 で あ ります が,INSの 検討 は公 社 で して い ますが,そ の 中 で料 金 とか

制度 とい うの は全 然 向 こ うで言 っ てい るの では な くて,そ うい った料 金 とか制

度 の専 門 家 の グ ル ー プが,総 務 理 事 を筆頭 に しま した大 きな検 討 グル ー プが あ

っ て,そ こ で一 生 懸命 や ってお ります。 そ の技 術 グル ー プと全 く並 行 してや っ

て お ります 。

斉 藤 当然 そ うあ るべ きです ね 。

高 月 そ れ は や っ て お ります が,表 に は なか なか 出 て まい りません 。 やは リ

オ ール ・デ ィ ジ タル だ とか なん とか だ とい う方 が 先 に 出 て しま い ます ね。
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司会 ア ヒルの水 か きですね 。

斉 藤 非 常 に気楽 に書 い て あ るの です 。 き っとそ れだ け じゃ ない の です な。

一 生懸 命考 え て や って お るの です な。

高 月 一 生懸 命考 え てや って お ります 。

10.現 実 問 題 と してlNSに 至 る過 程 へ の 対 応

司会 キ ャ リアの場 合,日 本 全 国 オ ー ル ・デ ィジタ ル化,高 月 さ ん は そ うい

う言 葉 を使 わ れ ま した け れ ど も,現 実 問 題 と して設 備 を全 部 デ ィジ タル化 とい

うの は非 常に 大 きな投 資 を伴 うもの です か ら,そ う します と部 分的 に進 ん で い

くだ ろ うと思 うの です 。 とい うこ とは,端 末 側 は相 変 わ らず ア ナ ログで しか な

い 。 ただ し,伝 送 の,特 に大量 伝 送 を必 要 とす る よ うなポ イ ン ト ・ッ ー ・ポ イ

ン トは キ ャ リア と して デ ィジ タル 化 さ れ てい くだ ろ う。そ うい った場 合 に は,

料 金体 系 自体 は 日本 全 国が 完 全 に デ ィジ タル化 の段 階 に な らない限 り,現 存 体

系 に手 を加 え て い くよ うな形 で しか 推移 しない だろ う とい う こ とが 言 え ます 。

そ れ か らも う1つ は,わ れ われ 実 は この ビ ジ ョンの問題 で もせ いぜ い5年 先,

物 に よ って は10年 先 程度 で しか 見 な い とい うこ とに な る と,い ま高 月 さん お

っしゃい ま した ように,オ ール ・デ ィジ タル化 に な るのは 幾 ら短 く見 て も20

年 先 だ とい うこ とで,ち ょ い と ア ウ ト ・オ ブ ・ク ェ ッシ ョンだ,そ うい う事情

が ご ざい ます 。 ど ち らに しま して も,キ ャ リアが潰 れ た らユ ーザ ー も共 倒 れ と

い う こ とは,誰 が見 て も明 らか だ と思い ます 。

そ れ では,ミ ソ ミ電 機 の 市 川 さ ん お願 い で きます か 。



11.デ ィジ タル 化 のひ とつの 目的

複 合 伝送 可能 による低料金化

市川 私 ど もは通信 回線 そ の もの で,自 分 に必 要 な と こ ろで しか 勉強 してい

ない もの です か ら,こ の辺 の将 来 的 な形 に な ります と ど う も よ くわ か らない も

のが 多 い の です が,わ か らない とい うこ とを2つ に分け て,考 え ます と,ま ず

一つ は回線 の内 容 その ものが わ か らない とい うこと と
,も う一 つ はそ れ を ど う

利用 して い いか わ か らな い,ど うい う利 用 の仕方 が あ るの だろ う とい う ことで

す 。 この ア ンケ ー トを書 く と き も考 え てい た の です が,た とえば 音 声 の デ ィジ

タル化 とい うこ とが ど うい うこ となの か ど う も勉強 不 足 で よ くわか らない の で

す 。 い まお っ しゃ られ た よ うな形 で オ ール ・デ ィジタル化 とい う形 に な る と も

うそ れ しか ない とい うこ とで あ る程 度 わ か るわけ ですけ れ ど も,こ れ は1つ の

通信 回線 を多 目的 に使 うとい う意 味 で,言 ってみ れ ば低 料 金 で音 声 や デ ー タを

送 る こ とが で きる とい う こ とが これ の 目的 なの で し ょうか 。

高 月 そ うです ね,そ れ で いい の じゃない で し ょうか 。

こん なふ うに ご理解 願 え ます か。 要 す るに,ユ ー ザ ーさ んか らご らん に な っ

て こ うい うふ うに考 え て い た だ きたい の です 。電 話 局 が あ ります 。お 宅 が あ り

ま して,何 か 知 らぬが,従 来 です とこ こに電 話 機 が あ って,線 が こ う行 って,

何 か 行 って お ったね,こ うい う話 です ね 。 と こ ろが,デ ィジ タル とい うの は何

か といい ます と,こ ん な ふ うに,こ ん な時 代が 来 ます よ とい うこ とで,公 社 か

ら何 か線 が 来 ます ね,そ れ で何 か 家 に箱 が ある。 こ こに電 話 機 もあ る し,何 か

小 さ な フ ァク シ ミ リもあ る し,も しか した ら何 か チ ー タの端末 機 もあ る し,い

ろい ろな端 末 が あ る。 こ こ に コ ンセ ン トが あ りま して,お 客 さん は あ る と きは

電 話 を使 った り,あ る と きは フ ァクス を使 った り,あ ると きは デー タを使 った

り,場 合 に よっては 同 時 に 使 う。 そ の と きに ここヘ デ ィジタ ルで情 報 は行 くの
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です け れ ど も,そ の と きにた とえば 電話 だけ 使 う場 合 は全 部電 話 の情 報 が流 れ

ます,ボ ン と切 りか え て フ ァクス に した い と きで もや は りこの ビ ッ トが 流 れ ま

す よ。 とこ ろが,こ れ とこれ を同時 に使 いたい とい う とき も,た とえば これ と

これ とこれが 電 話 の情 報が 流 れ ま して,同 じ線 で 同時 に この フ ァクスの 情報 が

流れ ます よ,こ うい うこ と もで きます 。 そ うす る と,電 話 か ら見 る と確 か に も

しもし とい う品質 が 少 し下 が ります け れ ど も,1本 の線 で同 時 に フ ァクス も送

れ ますか ら,そ れ だ け料 金 的 に安 くな るわけ です 。 だ か ら,デ ィジ タル とい う

のは そ うい う混 合使 用,お 客 さん の使 い 勝手 が い い とい うこ と と,そ れ を うま

く使 え るか ら,し たが って安 い,そ ん な ご理 解 で す か ら,ユ ー ザ ーさん か ら見

た ら,デ ィジ タル だ ろ うが アナ ログだ ろ うが,そ ん な もの は わか らない わけ で

す ね,勝 手 や と。た だ し,何 か 知 らぬが 箱 が つ い て,自 由に差 し込 ん で使 え る

し,同 時 にお 父 さん が 電 話 して,お 母 さ んが フ ァクス を送 る こ と もで き る し,

これ は い ろい ろ便 利 や なあ と。要 す るに電 話 料 金 見 た ら一緒 や,安 い な,同 時

に送 って も一緒 だ と安 い です ね 。そ ん な感 じです か ら,お 客 さん か ら見 た らデ

ィジ タル とい うのは 安 いん だ とい うふ うに ご理 解 い た だけ ますか 。

市川 わ か りま した。

司会 技術 的 に はそ うなの で すけ れ ど も,い ま料 金 の問題 も出 た の ですが,

制度 的 に は混 合使 用 とい うこ とに な って,大 変 困難 な使 い 方で ご ざい ます 。

高 月 切 りか え て使 わ なけ れ ば いか ぬ とか ね 。

司会 そ うい うこ と です ね 。

高 月 そ れ で同 時 に 送れ る。

司会 申 しわけ あ りませ ん 。時 間 を急 ぎま した の で す が,そ れで は毎 日新 聞

の野瀬 さん,お 願 い します 。

一170一



12.デ ィ ジ タ ル 化 に よ る 音 声 認 識 の 容 易 さ

野瀬 私 の社 とい うわけ では な くて,新 聞 協 会 ベ ースで た だ い ま長 期 的 な技

術 開発 の 幾 つか の テー マが あ るの です が,そ の 中に1つ 音 声 認 識 とい う問 題 が

あ ります 。そ の 中に は,ロ ー カル では な くて,当 然 リモ ー トの 音声 認 識 と い う

問 題 も入 って くるわ け で して,そ の場 合 と,先 ほ ど言 われ て いた デ ィジ タル音

声 との 関連 性,そ の辺 が ど うなるの か で す ね 。音 声 認 識 は大 変 む ず か しい課題

で あ る とい うこ とは われ われ認 識 して い て,す ぐに実 現 す る もの で は ない と思

うの です が,将 来 そ うい うオ ール ・デ ィジ タル とい うこ とに な った と き とそ う

い う音 声 認 識 との関連 です ね 。新 聞 に とって はデ ー タ と言 って も記 事 にす る こ

とが 最 終 日的 なん です か ら非常 にむ ず か しい テ ー マなん です け れ ど も,い まそ

うい う こ とを私 ど も新 聞協 会 ベ ー スで取 り組 ん でい る とい うこ と をち ょっ と ご

紹 介 した い と思 い ます 。

高 月 私 ど もの 方 では,ロ ー カル の音 声認 識 の場 合 と リモ ー トで来 る場 合 の

音声 認 識 の 場 合 は,ア ナ ログに比 べ ます とデ ィジ タ ルの 方が うん とや りやす い。

とい うの は,い まあそ こに デ ィジ タル を書 きま した けれ ど も,あ れ は1回 中継

局 を通 って い くた びに,ア ナ ログの場 合 は悪 い要 因 が ゾロ ゾ ロ向 こ うへ 行 く途

中に く っつ い て くるわ け で す 。そ れ で,途 中 で音 が 低 くな った か ら上 げ ま し ょ

うと言 って,簡 単 に言 えば ア ン プを入 れ ます ね,ア ンプを 入れ て ガア ッと大 き

く して ま た送 ります とま た 下 が って くる,ま た ガ ア ッ と上 げ る。 と こ ろが,こ

の ガア ッと上 げ る と きに,ゾ ロゾ ロ くっつい て きた もの もつ いで に グ ソと上 げ

て しま うの です ね。 また しぼ って,ま た つ いで に ガア ソと上 げ ます ね。 と こ ろ

が,デ ィジ タル とい う もの は,ゾ ロゾ ロ くっつ い て きた もの を全 部 一 回落 と し

て,そ れ か らきれ い に して送 る の です ね 。そ れ で,ま た途 中 で変 な の が くっつ

い て くる,ま た落 と して送 る とい うの で,再 生 中継 し なが らや って い ます か ら,
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そ のた め品質 が す ご くいい とい うこ とで,そ うい った ロー カル処理 と全 く同 じ

よ うな状 態 でそ の リモ ー トで音 声 認 識 をや ろ うとい うふ うに考 えて い ま す けれ

ど も,そ うい う意 味 では い い方 向 じゃな い か とい う感 じが い た しま すね 。

13.TEXT伝 送 の 高 速 化 一 将 来 の光 通 信 へ

佐 藤 私 ど もの と ころ では文 献 情 報 の検 索 とい うの をや って い ます け れ ど も,

書 誌情 報 を検 索 して,最 終的 にユ ーザ ーさん が欲 しい もの は何 か とい い ます と,

書 誌 情 報 自体 だ け では な くて,そ の 情 報 の も とに な る文献 が 欲 しい とい うこ と

で,最 終 目標 はそ こに ある わけ です ね。

そ れ で,そ の原文 献 に関 す る複 写 注 文 とい うのが来 ます けれ ど も,私 ど もの

とこ ろに年 間大体50万 件 とい う量 の複 写要 求 が来 るの です 。そ れ を現 在 は コ

ピー して郵 送 してい るわ け です け れ ど も,こ の コス トはそ うで もな いの ですが,

コ ピー入 手 ま でに2～3週 間か か って しま うの で ,こ の期 間 を何 とか短 縮 で き

ない だ ろ うか と考 え ま して,フ ァク ス を使 っ て直接 ユ ーザ ーの とこ ろへ送 れ な

い だ ろ うか とい う調 査 を した ことが あ ります 。 い ろ い ろ現 在 の技 術 な どを調 べ

た の です け れ ど も,図 形情 報 ま で含 ん だ場 合,A4判 の もの で文献1枚 送 るの

に,私 ど もの聞 いた とこ ろで は主 走査 線12pels/mm,副 走査 線12pe王s

/mmと い う高走 査線 密度 の フ ァクス で送 った場 合A4で30秒 か ら40秒 ぐ

らい かか って しま う。 これ では送 る方 も大 変 です し,受 け る方 もた ま った もの

で は な い。 これ が せ め て1秒 ぐ らい で送 れ ない だ ろ うか。1秒 で送 るた め には

どの く らい の速 度 が 必 要 か とい うと大 体750Kbpsぐ らい 必要 で あ る。 現

在 の速 度 で言 う と,こ れ は ち ょっ と普 通 の 回線 で は実 現 で きない です ね 。光通

信 か 衛星 を用 い るか。 も っ と速 く 速 い な りに安 く送 れ る よ うな網 を早 くつ く

ってい た だ きたい とい う要 望 が あ ります 。 技 術的 に750Kぐ らい で 送 れ る こ



とが で きるの で し ょうか とい うのが 質 問 なの です 。

高 月 非 常 に いい お話 だ と思 うの です けれ ど も,実 はい まわ れ われ の 特定 通

信 回線 の 最 高 とい うの は48Kヘ ル ツ,240Kヘ ル ツとい うの が あ るの です。

デ ィジ タル の場 合 は最 高48Kビ ッ トなん です が,い まお・っ しゃった よ うなお

話 が実 はあ るの です。 それ を検 討 して い るの は ど っちか とい い ます と コ ピー ・

メー カー さん とか,そ うい う とこ ろが や って い るの で す。 一般 に は イ メ ージ伝

送,映 像 伝 送 とい う言 葉 を使 って い るの です が,そ の場 合 に は1メ ガ とか4メ

ガ とか,最 高32メ ガbpsで す ね,そ れ ぐ らい の専 用線 とか 幹線 を用意 して

くれ な いか 。そ うす る とす ごい情 報 が パ ッと送れ るわ け です ね。 そ うい うの が

ご ざい ま して,わ れ わ れ の方 では,す でに 一応技 術屋 と して はそ の検 討 に現在

入 って お ります 。

一応 い ま の と ころ考 え てお ります の は ,大 体 最高32メ ガbpsで す 。そ う

しま した場 合,や は りお っ しゃる とお り光 なん で す 。光 をそ うい うユ ーザ ーの

とこ ろに 引 か なけ れば い け ない の です ね。光 の 加 入者 線 の経 済 性 の検 討 をや っ

てお ります け れ ど も,い ずれ オ ール ・デ ィジ タルの場 合 に はいま の デ ィジ タル

交換 機32メ ガ に ス イ ッチ ングす るの です よ。 そ うい うこ と もあ ります ので,

デ ィジ タル ・ネ ソ トワー ク,INSの 進 捗 に合 わせ て こ うい うのが 出て くる。

当然 歴 史 の 流れ か らしま して もそ うい った特 定 通信 回線 が 先行 す る,そ れ か ら

ス イ ッチ ン グに入 っ て きま す か ら。 とい うこ とで,検 討 は して お ります 。 しか

し,で は い つ なん だ と言 わ れ ます と,返 事は で きない の で あ ります が,技 術 開

発 上 は,す で に線 表 に 載 って お ります 。 こ うい うお 答 え だけ して お きます 。

750キ ロです か ら,大 体1.5メ ガ ぐ らい の もので いけ るの です 。 た だ,安

くつ く らなけ れ ばい け ませ ん か らね 。 だ か らや は り光 なん で し ょうね 。 同軸 と

い うの もあ るの です け れ ど も,や は り光 だ と思 い ます ね 。

司会 佐 藤 さん,よ ろ しゅ うござ いま すか 。
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佐 藤 は い。

司 会 そ れ で は,高 島屋 の 渋谷 さん 。

14.混 合 使 用 の 方 向

渋谷 初めて参加 させていただいその ですが ち ょっとむず か しくて,た だ個

人 的 に,将 来 云 々 とい うこ と よ りも,こ れ か ら私 どもで使 っ て い くDDXと か,

そ うい った もの で ど うなの か とい うふ うに考 え て いた の です け れ ど も,や は り

われ わ れ ユ ーザ ー と して は,品 質,そ れ か ら コス ト面 で,こ れ か らい ろ い ろサ

ポ ー トさ れ るで あ ろ うい ろ い ろ な ネ ッ トワー クの 中 で うま くそ れ を併 用 す る と

い うの です が,混 合 とい う形 を と って い くよ うな形 を と らざる を得 ない と思 い

ます し,そ れが わ れ われ ユ ーザ ーの課 題 だ と思 い ます 。 です か ら,余 り深 く入

る と私 も初 め て です の で よ くわ か らない の です けれ ど も,一 応 その 辺 が わ れ わ

れ の課 題 では な いか とい うふ うに考 え て お ります 。

司会 失 礼 です け れ ど も,こ の ア ン ケー トは ご らん にな って い た だ きま した

か 。

渋 谷 い え,き ょ う初 め て です 。

司会 そ うです か,出 して い た だ い てい るはず なん です け れ ど も… …。

渋谷 前 に うちの伊 藤 が 出 した と きに これ は ど うなん だ とい うふ うに質 問 は

され ま した け れ ど も,ア ンケ ー ト自体 を見 た の は初 めて で ござい ます 。

司会 そ うです か 。 ど うも失 礼 いた しま した。 よろ し ゅ うござい ま す か。

一 そ れ で は三洋 の石 橋 さん 。

15.制 度 問 題 の解 決 が先 決

石 橋 私 ど もの方 と して は,い ま 自営 ネ ッ トを敷 い てそ の設備 投 資 の 回収 と

い い ます か,こ こ3～4年 が メ リ ッ トが あ る もの です か ら,あ わ て て 新 しい も

〆
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の を今 す ぐ入 れ よ う とい う動 きは社 内 には な いわ け です 。 です げ れ ど も,自 社

で も音 声 認識 の 関係 の開 発 とか,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン関連 機器 の 開発

が され て い るの で,何 か の ア プ リケー シ ョンで部 分 的 に は使 お うか とい う検 討

は進 め てい る分 野 もあ ります 。 しか し,い ま過 渡 期 的 に,ど う して もハ ー ドウ

ェア の方 は どん どん 進 ん で い くの です が,利 用 分 野 が広 げ 難 い。 いま の制 度 と,

そ れ か ら今 度 新 し くDDXの 新 しい のが 売 り出 さ れ た ときに 現状 よ りもっ と使

いや す い制 度 です ね,た とえ ば 相互 接 続 の問題 とか混 合 使 用 の場 合 とか,そ う

い う もの も どん どん緩 和 され る と利 用 分野 が急 速 に広 が る よ うな感 じです 。私

ど もは共 同使 用 の 特定 回線 ネ ッ・トを引 いてい るの です が,わ れ わ れ の感 覚 と し

ては い まの制 度 で は,も う限 界 まで来 て い る ような気 が します 。 これか らや る

とな る と,そ うい う制 度 問 題 が ど う して も先 に 出 て くる,利 用分 野が 広 が れ ば

コス トが どん どん 下げ られ る ,そ の相 互 関連 に あ るの で,や は り企業 と して は

あ くま で もコス トと品質 とい うこ とは絶 対 条件 なん です 。そ うい う意 味 での感

じをぬ ぐえな い わ け です 。 ア ンケ ー トは ア ンケ ー トと して これ に 対応 す る答 え

は 出 るので す が,制 度 上 の 問題 が ど う して も頭 か ら離 れ ない とい うこ とで,ぜ

ひ と も緩 和 を期 待 して い る と ころ です 。

司会 小笠 原 先 生 ど うぞ 。

16.高 速 ロ ー カ ル ネ ッ トワ ー ク と公 衆 網 の 接 続

将 来 問 題 と して

小笠 原1つ だ け質 問 が あ るの です けれ ど も,Exxonだ とかXeroxだ と

かWangだ とか,何 か最 近 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンに 絡め て,高 速 の デ ー

タ ・ハ イ ウェー的 な技術 の 動 きが あ ります ね,あ れ と将 来 の 電 電公 社 の デ ィジ

タル網 とど うい う関 連 が 出 て くるの だ ろ うか 。非 常 に つ なが りが ない よ うな感

じが す るの です け れ ど も,そ の辺 ど うつ なげて い くのか とい うのが1つ の質 問
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なん です けれ ど もね 。

高 月 つ なが りは な い の じゃ な い で し ょうか ね。 要 す る にそ れ は非 常 にむず

か しい問題 で して,公 社 と民 間 の機能 配 分 とい い ます か,は っ き り言 い ます と.

開放 なん です ね 。 現 在,加 入 者 回 線 か ら向 こ うの 端末 は 開放 しま し ょう 一 開

放 とい うか,自 営 は どん どん 入 って くだ さい,そ れ か らコ ン ピュー タ の と ころ

もどん どん 入 って くだ さい とい うのは 全 部加 入者 線 イ ンター フ ェース なん です

ね,あ そ こは 。/aまk・ っ しゃ ったWangと かExxonと か,そ の 辺 の デ ー タ

・ハ イ ウ ェー とか なん とか ,大 体1メ ガ とか8メ ガ とか 高速 の とこ ろなん です。

先 ほ どの佐 藤 さん の ご質 問 の よ うな形 で 出て きます と,そ れ は加入 者 ラ イ ン と

して の開 放 だか らつ なが る の です け れ ど も,そ うい う話 は恐 らく もっ と早 く出

て くる と思 うの です 。 そ う した ときに,実 は われ わ れ は市 内 交 換機,お 客 様 の

電話 機 か ら,ま ず電 話 局 が あ ります ね,そ の電 話 局 の 次 に市 外 電話 局 が あ るわ

け です よ。市 外 電話 局 と市 外 電話 局 の 間 とい うの は い ま で も高速 ハ イ ウェーが

走 って い るわ け です 。 そ れ か らまた市 内電 話 局 が あ って,加 入 者 線 イ ン ター フ

ェース で し ょ う。加入 者 線 イ ン タ ー フ ェースの と ころで実 は い ま まで つ なが っ

てお るわ け です 。 ところが,い まの お話 は,市 外 電 話 局 と市外 電 話局,こ の 市

外 の ハ イ ウェー の ところへ 民 間 の ものが 入 って くる感 じで な い と実 は現 在 つ な

が らない の です ね 。そ の辺 を 開放 す る とい うの はい ま ま で や った こ とは ない の

で すね 。 です け れ ど も,ネ ッ トワー ク的 にはそ れ は き っ と出 て くるだ ろ う と思

うの です 。そ こま で開 放 します と,今 度 は 市外 電 話 局 の 中の機 能 に何 か をつ な

が して くれ とい う よ うなの が 出て きま して,も う電電 公 社 は本 当 の トラ ンス ペ

ア レン トだけ で して,あ り とあ らゆ る変 な とこ ろは みん なそ っ ちに 機 能 が 分散

して くる とい うの じゃ ない か な とい う気が す る の ですけ れ ど もね 。

司会 た だ,い まの ご質 問 と関連 して言 う と,先 ほ ど図 で ボ ックスAと お書

きにな った で し ょう,あ れ は民 間 で も …… 。
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高 月 で きます ね 。

司会 とい うこ とに な る と,い まの 議論 に絡 ま ざるを得 ない です よ。

高 月 そ うで し ょうね 。 だか ら,デ ータ ・ハ イ ウ ェー とか い うの は 多分企 業

内 で,い まPBXあ ります ね,PBXみ たい な とこ ろが,PBXに な る とき光

か 何 か ル ープ で グー ン とつ くって,そ れ で何 か置 いて,い ろ い ろ なOAを 全 部

や って,は い,で きま した,さ て これ を公衆 網 に つ ない で くだ さい とい った と

きは,う ちは い ま加入 者 線 イ ンター フェース しか ないの です ね 。 そ の ときに片

一 方 は ,す ごい何 メ ガ ぐらい で来 られ た ときに,う ちは現 在 そ れ を持 って い ま

せ ん か ら,だ か らそ この と ころ で,さ しむ きは技術 基 準 も何 もない か ら,う ち

は つ なが れ ない の です ね。 お 星様 で す か,お 星 様 は ど うなん です か ね 。そ れ は

放 送衛 星 か 何 か でつ な い で くださ い,通 信衛 星 では な くて 。や は り加 入者 線 の

と ころが 光 か何 かで 高速 が 出れ ば,い ま小笠 原 さん お っ しゃった よ うなの をつ

な ぐ可能 性 が 出 て くる とい うこ とで す ね。 現在 の公 社 の基 幹 回 線 の 中に つ な ぎ

込 む とい うの は ち ょっ と現 時 点 で は不 可 能 なん で す ね 。検 討項 目で し ょ うね 。

司会 か な り遠 い検 討 項 目です か 。
|

高 月 加 入者 ライ ンで,要 す るに技 術 基 準 の検討 です よ。 うちが デ ィ ジ タル

・ネ ッ トワー クを徐 々に広 げ て い くと きに ,加 入者 線 で64Kbpsと か,さ

らに もっ と高速 のLsMbpsと か何 か まで光 も張 って加 入 者 線 で持 つ,そ の

と きに いま の高 速 デ ータ ・ハ イ ウ ェ ーの もの を どうつ な ぎ込 む か とい う検 討 を

や らなけ れ ば い まの ものは つ な け ません ね 。それ は いず れ,PBXも 開放 して

い る こ とで すか ら,将 来 は デ ー タ ・ハ イ ウ ェー開放 とか何 か に な って 開放 す る

ん じゃ ない で し ょうかね,郵 政 省 さん とち ゃん と相 談 しない とわ か らな いで す

けれ ど も。 そん な感 じが します ね 。

小笠 原 あ りが と うご ざい ま した 。

司 会 で は,冨 田 さん 。
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17.「 新 しい電話 通 信 秩 序 確 立 」 の 必要

冨 田 感 想 だ け です し,大 体 斉 藤先生 と同 じ感 覚 なん です けれ ど も,デ ィ ジ

タル化 音 声 とい うもの を とって も,全 然違 った世 界,た とえば レ コー ドの雑 誌

なんか 買 い ます と音 質 の 問題 な ど非常 に 次 元 の高 い議 論 が い ろい ろ あ る。一 方,

今 こ こで 問題 に してい る音 声 との 共用 は大 体 テ レビ漫 画 の ロボ ッ トの声 とい う

よ うな イ メ ー ジです 。 そ れが また音 声 の アナ ログ情 報 をサ ム プ リング して デ ィ

ジタル化 し,デ ィ ジ タル化 した の をまたMODEMで ア ナ ログ化 して,公 社 の

中で はそ の ア ナ ロ グ化 され た情 報 をまたPCMで 何 倍 もの デ ィジタル情 報 化 し

て い る とい うふ うな,何 か え らく手 間 をか け て 回 り くど く無 駄 な こ とをや って

うな感 じが す るの です け れ ど も,斉 藤 先生 の話 じゃない の です け れ ど も,そ う

すれ ば安 くな るん だ とい うよ うな議 論 で あ りま して,ず いぶ ん 混乱 した話 だ な

と思 うわ け です 。

そ ん な 中 で,た とえ ば テ レ ックス で50ボ ー,そ れ か らデ ー タ通 信 で2,400

ボー,そ れ か ら音 声,PCMで64Kボ ー,そ れ か ら画像 の話 まで 出て きま し

て,4メ ガボ ーです か,こ うい うのが ず らっ と並 ん でい て,こ れ は ビ ッ ト単 位

で み ます と桁 違 い とい う より,2け た ぐ らい ず つ ポ ンポ ン と飛 ん だ広 い サ ー ビ

ス で,こ れ らの間 で料 金 の 問題 は ず いぶ ん 混乱 して しま うの じゃな いの か な と

い う感 じが しま す。 コ ン ピュー タが強 力 に な って今 度 は意 味 論 的 に書 か れ た フ

ァ クスの 情 報 を分析 して,意 味 か ら論理 の 世 界 に持 ち込 ん で など とい うつ なが

りもこれ か ら考 えて いか なけれ ば いけ ない と思 い ます 。 これ らが ユ ーザ ーの 方

でい ろい ろや れ る よ うに な った 場 合,た とえ ば4メ ガな ど とい う画像 を送 る回

線 に画 像 ば か りで な く,通 常 の デ ー タが 返 され た り,こ れ が 叉画 像 に な った り,

きわ めて 渾 然 と した利 用 が 要求 され る と感 じられ,こ れ か ら先 ど うな るのか …。

余 程 しっか り した整 理 が 必 要,と い う感 想 で ご ざい ます 。
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司会 さ っ き高 月 さん お っ しゃって お りま した けれ ど も・3つ の要 素 が あ る

の です ね。 この3つ が い ま うま く整 合 して い ない の です 。料 金 の問題 が 絡ん で

きます か ら,制 度 と料 金 を 入 れれ ば4つ の要 素 と言 って もい い の です け れ ど も,

① 伝 送 の仕 方,ネ ッ トワ ーク 自体 の 問題,② それ に対 して提 供 されて い る メ ニ

ュー の問 題,③ そ の メニ ューの 裏側 に あ る利 用制 度 ・料金 の 問題,④ そ れ とユ

ーザ ー側 の 利 用 の仕 方 。 どち らか とい うと,④ の ユ ーザ ー側 の 利用 の仕 方 と①

の ネ ッ トワ ーク,こ の技 術 は どん どん進 ん で くるの です ね。 そ うす る と,真 ん

中に あ る② の メニ ュ ー と③ の 制 度 ・料金,こ こ らあ た りの と ころが 非 常 に保 守

的 とい い ます か な か なか 変 わ りに くい もの です か ら,い ま冨 田 さん や斉 藤先 生

の指 摘 され た よ うな将 来 の 展望 が きか な い 。斉藤 先 生 は 国家 的 な立場 あ るい は

社会 的 な立場 か らど う持 っ て い くの だ とお っ しゃい ま した け れ ど も,ユ ーザ ー

か らす る と一 体 ど うして い った らいい のだ ろ うか と非 常 に切 ない 不安 な気 持 で

い るの が実 情 だ と思 い ま す ね 。

高 月 そ れ は い まの 郵 政 の 電政 懇 の 中 で 「新 しい電 気通 信」 とい う言 葉 を使

って い るの です ね 。 「新Uい 電気 通 信」 とい う言葉 はそ れ なん です ね 。従 来 の

電 信電話 以 外 の もの を全 部 含 め た もの,そ の た めの 新 しい秩 序 と言 っ てい るの

です ね,「 新 しい秩 序 の 確 立 」 と言 って い る。そ れ が い ま お っ しゃ った こ とだ

と思 うの です よ。制 度,料 金,技 術,そ れ か ら利 用形 態 を含 め て ど う持 って い

くか とい う大 きな ポ リシー を確立 し よ うとい う話 です の で,も う しば らくお待

ちい た だけ ます と何 か い い のが 出 て くるの じゃな い か 。公 社 も全 面 的 にそ れ に

協 力 して お ります 。

司会 あ りが と うご ざい ます 。そ れ で は貞 廣 さん 。

18.技 術 の進 歩 と高速 回線 需 要

貞廣 今 回の調査 と同 じような ことが専 門委員会 で以 前に質問 され ま して私
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は お答 え した ので あ ります け れ ど も,そ の と きに は ファ ク ス と コ ン ピ ュー タの

直接 接続 とか い うものは 余 り,無 い の では と,思 い ま した 。 しか し最 近 に な っ

て この 直接 接続 を必要 とす る仕 事 が 発生 してお り,意 外 に こ うい う使 い方 は そ

ん なに遠 い将来 で もな く,今 後 大 分 ふ え る の じゃない だ ろ うか な とい うふ うに

考 え て お ります 。

それ か ら・ 最 近 で は通 信 回 線 の 高 速化 とい うこ とが非 常 に要 求 され てお りま

して・ た とえば私 ど もほ とん どの 端末 機 が 当初300bpsで や って いた の で

す けれ ど も・ 最近1200bpsの 回 線 でや りた い とか,い まま で2400bps

だ った の が4800bpsと か,ど ん どん高 速へ の要 求 が ふえ て お ります 。

特 に今 回私 ど もの 会社 は 昭和58年 に,い ろいろ 事 情 が ご ざい ま して,コ ン

ピ ュー タ ・セ ンタ ー を千 葉 の方 に移 す とい うこ とに した の です が ,そ うな りま

す と・1規 格 とかJ規 格 とか,そ れ か ら48キ ロbpsと か の高 速 回線 が 必要

と なるが ・意 外 に あ あ い う地 方 で は引 け ないの です ね 。 当 面58年 時 点 では

9600符 号 品 目か また はD1規 格 とい う こ とで や る こ とに な ったの です が
,

この 辺 はDDX・ デ ィジ タル化 され る とい うこ とで,ぜ ひ どの地 域 で も高速 の

回線 が使 用 で きる よ うに お願 い した い と思 い ます 。

司会Uタ ー ンだ とか ロー カル の時 代 だ とか 言わ れ て お ります か ら,今 後 わ

りあ いに セ ンタ ーが分 散 して くる可能 が あ ります ね 。

貞 廣 そ うです ね 。 コス トの面 とか 通 産 省の基 準 で ご ざい ます か,そ うい う

もの を満足 す るため に は ど う して も都 内で は達 成 しに くい もの です か ら地 方 と

い うか っこ うに な るわ け で す。 そ うす る と東 京 とセ ン ターの 間 に高 速 回線 が要

る とい うこ とが 多 くな ります 。 もち ろん その 中 に は フ ァク シ ミ リとか デ ー タと

い うの で し ょうか,そ ん な もの が 混 載 とい うこ とに な るの じゃ ないか と思 って

お ります 。



して新 し くで き るそ うい う工 場 とか 事業 所 とか では 非常 に 情報 化 が 進 ん で きて

お ります か ら,こ うい う遠 い将 来 の ビジ ョン もさ るこ と なが ら,現 実 的 な こ と

もお願 い したい と思 い ますね 。

貞 廣 そ うです ね。

高 月 前回 で す か,い つ かJIPDECに お じゃ ま した と きに もそ ん な話 が

出 ま して,最 近 特 に大 学 が そ うなん です ね 。青 山が 厚 木 へ 出 る とか ,大 学 が ポ

ツポ ツ と出 ます ね 。 それ が都 市 じゃな いの です
。 た とえば 広 島大 学 なん て東 広

島 なん です 。 東 広 島 とい うのは 広 島市 じゃない の です ね。 そ うい うとこ ろに限

って,大 型 セ ン タ ーを入 れ たか ら何 とか しろ とかお 話が ご ざい ま して
,あ る大

きな メー カーが今度我孫子 へ 行 くとか,あ る研究 所 が厚 木 の 方へ 行 くとか 出 て い

ます の で,私 ど もはそ の 話 をた しかJIPDECで1回 お聞 き しま して
,持 ち

帰 りま して・ そ ん なご要 望 が す ご く強 い,だ か ら大 都 市か ら入 れ て い くの じゃ

な くて,そ うい う ご要 望 が 出た らす ぐ,多 分 敷地 買収 して建 物 を建 て ます とす

ぐわ か ります か ら,う ちの 方 の地 方 の段 階 に計 画 ライ ンとい うの が あ ります の

で・ そ こで早 く情 報 をつ かん で,そ の辺 の需 要 をあれ して上 に 上 げ て きな さい

とい う よ うな こ とはお 願 い した こ とは あ るので す けれ ど もね 。 お っ し ゃる とお

りだ と思 い ます ね。 これ か らはそ ん なのが 出 て くるの です ね。

司会DDXも 含 め て よろ し くk・願 い いた します 。

そ れ で は,東 京 瓦斯 の水 沢 さん 。

19当 面 は む しろ伝 送情 報 量

圧縮 技術 の発展 を

水 沢 今 回の ア ンケ ー トの答 え を見 ま して,期 待 す る とこ ろは あ るので す け

れ ど も,正 直 言 い ま して ま だ ち ょっ と遠 い先 の話 だ な とい う感 じが す るの で す
。

た とえ ば 音声 の デ ィジ タル化 とい う話は ,ど っちか といい ます と公 社 さん の方
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でや ってい た だけれ ば,わ れ わ れ と しては ど うな って い て も,使 う側 と しては

ち ゃん と使 え て,安 く使 えれ ば一 番 い い とい うこ と なん で す 。

そ れか ら,計 算 機 に 音 声 で入 出力 す る とい うこ と も,現 在 の数 百語 の認 識 力

とか,語 単 位 で の認 識 しか で きない よ うな状 況 です と,お 客 さ ん か ら問 い合 わ

せ が来 て答 え る とい うの を 自動的 にや るなん とい うこ とは と うて い不 可能 で し

て,や は りも う1つ 上 とい うか 言語 そ の もの を解 析 す る よ うな技 術 み た い な も

の が発 展 して こ ない とわれ わ れ と して は なか なか使 い づ らい 。

それ か ら,フ ァ ク シ ミリもそ うなん です けれ ど も,図 形 関係 につ い て は音声

よ りも相 当 使 い道 はあ るの じゃない か と考 え られ るの です け れ ど も,計 算 機 を

通 して集 配 信 す るた め には,や は り相 当 ス ピー ドが速 くなけ れ ば い け ない とか,

現 在 の ス ピー ドと通 信 線 の 価 格 で は ち ょっ とまだ 見込 みが な い よ うな気 が しま

す 。 これ も本 当 に4メ ガ とか,そ れ だ け使 うだけ の 情 報量 が 本 当 に乗 っか って

い るか とい うと ど う もそ うも思 え ない の で,そ の 情報量 を うま く圧 縮 して も う

少 し遅 い回 線 で送 れ る よ うな,そ うい う技 術 み た い な ものの 発展 を期 待 したい

と思 って お ります 。

司会 それ で は,森 永製 菓 の増 田 さん 。

自社 システム展開の現実 的布 右 とな リ得 る

ネ ッ トワー ク将来像 の明確化

増 田 前回 はDDXの 話 が 中心 だ った もので す か ら私 ど もの ア プ リケ ー シ ョ

ンへ の 対 応 をお話 しした の です け れ ど も,今 回 は将 来 の 問題 で,DDXも あ り

ま した け れ ど も,音 声 とか フ ァク シ ミ リとかVIDEOTEXと か・ そ うい う

お話 だ った わ け で,そ うい う ものが 全部 完 成 した将 来 とい うの は,私 どもユ ー

ザ ー と しては コ ン ピ ュー タの ハ ー ド,ソ フ ト,端 末 も含 め てそ うい うのが将 来

的 に よ くな るで あ ろ うとい うこ とは わか る し,こ れ が こ うで あ るか らとい うの
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で長 期 計 画 を立 てれ ば 一番 ぴ しっ と行 うこ とが で きて,い い わ け です けれ ど も,

それ ぞ れ 分 担 され る方 が違 うわけ です し,そ う もいか ない。 現 実 は結 局 東京 一

大 阪 は 専 用 でつ ない で い るとか,遠 隔 地 は公 衆 で つ な い でい る とか,フ ァク ジ

ミ リが 必 要 だ といえ ば また別 に フ ァ ク シ ミ リを別 の ネ ソ トワ ー クで 設 け る とか ・

そ ん な よ うなか っこ うで現 在進 ん で お ります 。

通 信 回 線 に つい て 言え ば,最 近 新聞 紙 上 をに ぎわ してい る制度 上 の緩 和 の 問

題 で ある とか,民 間 と競 合 す る こ とに よって値 段 が安 くな って いい もの が で き

る とい うよ うな お話 だ とか,あ るい に料 金 体 系 の問 題 だ とか,そ うい った よ う

な問題 とい うの は基 礎 的 な問 題 です か らぜ ひ や ってい た だ きたい と思 い ます 。

また,DDXに 限 っ て言 え ば,加 入 区域 を もっ と広 げ る とか,高 速 度 の ニ ー

ズ を も っ と早 く満 た して い た だ きたい 。頼 ん で もなか な か で きない とい う よ う

な話 を聞 い てお ります の で,そ の辺 もや ってい ただ きた い と思 い ます 。

ユ ーザ ー として は最 も よい 方法 を選 ん で ア プ リケー シ ョン ・シス テ ムをつ く

りたい わ け なん です けれ ど も,シ ス テ ム をつ くるには そ れ だ けの 年限 が た っ て,

年 限 が た った と きにはそ れ だけ当 然技 術 も進 歩 してい るわ けです け れ ど も,何

か これ をや って お けば1っ のマ イル ス トン程 度 には な るん だ とい うよ うな,通

信 に お い て も,い ろい ろ な ソ フ トウェア に おい て も,過 去 や った もの が 「そ う

や って も結 局 い ま とな っ てはむ だ なん だ よ」 とい うこ とに な らない よ うな指 針

み た い な もの とい うの を あ る程 度 示 して いた だ けれ ば,例 えば 「い ま はで きな

い けれ ど も こ うや っ てfoけ ば,将 来 や る と きには10の 努 力が5の 努 力 で済 み

ます よ」 と い うよ うな,そ の辺 の ポ リシ ー とい った もの を示 してい ただ けれ ば

あ りが たい な とい むふ うに考 え ます 。

高 月 いや,私 は よ くわか るの です 。私 は ユ ーザ ーに な りたい ぐ らいの 気持

ち であ ります けれ ど も,結 局,森 永 さん な ら森 永 さん,JICSTさ ん な らJ

ICSTさ ん,高 島 屋 さん な ら高 島屋 さん と自分 の システ ムが ご ざい ますね,そ
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の シス テムが 将 来 ど うな ってい くか とい うこ とを考 え る ときに
,ユ ー ザ ー さん

の 立 場 で い くと普 通は 簡 単 に シス テ ム を余 りい じ くれ な い の ですね
。 しか し,

こん な ファ ンク シ ョンは ,ど うも外 を見 渡す と,あ そ こは あん な機 能 を追 加 し

た ら しい とか,あ ん な いい のが で きた ,そ うす る と追加 した いの です よ。 追 加

した い けれ ど も,中 を い じ く り出す と切 りが ない もの で すか ら,こ れ は この ま

ま に してお い て,そ の フ ァ ンク シ ョンだ け を使 い たい。 そ の と きに何 を なす べ

きか,そ れ を考 え る。 そ うす る と,た とえ ば 西武 情報 セ ンター さん がそ この サ

ー ビスだ け や って あけ ます とか
,そ うい う新 しい業が 出て くるの じゃな いか 。

ま た,出 て くる よ うに通信 業 者 もそ うい う準 備 をす べ き じゃ ない か
。 そ う した

ら,そ の あ る シス テ ムは何 も しない けれ ど も,プ ラス ・ア ル フ ァでそ こは と っ

て くれ る の じゃ な いか 。 そ うい うこ とが で きる よ うな切 りロとか 何 か を準 備 し

ろ。 そ れ で,あ る程 度8年 とか10年 とか た って 更改 す る と きにはそ れ を また

取 り込 ん で更 改す れば いい だけ の話 です か ら,い ます ぐは で き な いわけ です ね。

そ れが で きる よ うな,そ うい う業が 育成 で きる よ うにや ろ うとい うので い まや

って い る 中に われ わ れ は盛 ん にそ うい う意 見 は 言 って い るの です よね
。 い ま指

針 とお っ しゃ った のです け れ ど も,切 り口 とか なん とか か ん とか の ところ だ け

をち ゃん とや って おけ ば,自 分 の ところ は何 もしな くて も,札 束 では ない です

けれ ど も,何 かす れば で きる とい うふ うに は したい です ね 。 お っ しゃる とお り

だ と思 い ます ね。 よ くわか ります。

司 会 技 術 の進 歩が 非 常 に速 い です か らね 。

高 月 そ うです。 一 々つ い てい け な い です か らね 。 そ れ に,余 り新 しい技 術

は ユ ー ザ ーさん と して は導 入 しに くい です よ,リ ス クが あ ります か らね。 やは

りに らま なけ れば いけ ない です よ。 これ は あ る程 度 ア クチ ュア ル ・リザ ル トに

な っ た も(うを とって い く とい うの が 正 解 です か らね。 そ れは よ くわか ります 。

司 会 そ れ では,名 前 の 出 ま した ところ で風 田川 さん。
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21ホ ー ム ユ ー ス ・ア プ リケ ー シ ョン と

漢 字 入 力 の 重 要 さ

風 田川 大 体皆 さん お っ しゃ いま した の で私 の方 で つ け加 え る こ とは 余 りな

いの です け れ ど も,電 電 公 社 さん の サ ー ビス ・メニ ュ ーい ろい ろあ ります の で,

そ れが 実 現 で きれ ば確 か に こ こに挙 が って い る ような質 問 の 中で の ア プ リケー

シ ョンに結 構使 え る な とい う期 待 を非 常 に持 って お ります 。 現 に い ろ い ろ な商

品販 売 の 方式 と して ホ ー ム ・シ ョッピ ングとい うの が 一例 に 出 てい ま したけれ

ど も,そ ん な面 で い けば ま さに 音 声入 力 と ビデ オ とを結 び つけ た 形 とい うの は

小 売業 と しては期 待 して い る とこ ろ大 だ とい うふ うに 思 い ます 。

あ と,音 声 入 力 に 関 しま しては,現 在 よ くスー パ ーの発 注業 務 な どで プ ッシ

ュ ホ ンを使 った りプ ッシ ュホ ン パ ッ ドを使 っ て発注 の エ ン トリー を して い るの

が あ ります。

それか ら,百 貨店 サ イ ドです と,配 送 業務 で す ね,こ れ は 中元,歳 暮 で承 っ

た もの を配送 して,以 前 です とは が き を皆 さん にお 戻 し して配 送 終 わ りま した

とい うこ とにな るの です が,最 近 はそ うい うこ ともす べ て シス テ ム化 され ま し

た とい うこ と で な くな った わけ です けれ ど も,あ そ こ ら辺 の 間 い合 わ せ もプ ッ

シュホ ン を相 手 に で は な くて,音 声 を相手 に 問い 合わ せ サ ー ビスが で きた ら相

当 有効 な もの に な るの で は な い だ ろ うか と思 い ます 。 い ろい ろ なそ うい うアプ

リケー シ ョンに 関 して こ こ ら辺の シ ステ ム化は 結構 出 て くるん じゃな いだ ろ う

か。 それ も先 ほ ど高 月 さん が黒 板 にお書 きに な りま した よ うに,ホ ー ム ・ユ ー

スの ところ に結 び つ く とい う面 で,こ うい うよ うな ものが 進 展す る とい うこ と

を非 常に 望 み たい とい うふ うに 思 って お ります 。

それ か ら,私 ど もの企 業 サ イ ドの面 で まい ります と入 力の 問 題 が1つ ご ざい

ま して,こ れが 漢 字 な どの例 で ご ざ います 。電 電公 社 さん い ろい ろ とい ま研 究
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さ れて い らっ しゃる よ うです が,漢 字 な どが どん どん 簡単 な入 力方 式 で うま く

コン ピュー タ ・サ イ ドに 入 って まい ります と,相 当 こ こ ら辺 の ア プ リケ ー シ ョ

ンが 広が って くる とい うふ うに 思 い ます 。 これ も先 ほ どの 配送 シス テム との関

連 で ご ざいま す け れ ど も,最 近 は ス ーパ ー も含 め て です が,漢 字 で承 り票 を プ

リン ト・ア ウ トして,承 った もの を今 度 は 配送 伝 票 に 漢字 で もって プ リン トし

て とい う よ うな ア プ リケ ー シ ョンが ここ1～2年 の 間 に あ っ とい う間 に 広 ま っ

て きたわ け です け れ ど も,そ こ ら辺の 大 き な ネ ソクは や は り漢 字 入 力 とい うこ

とで ござ い ます 。 こ こ ら辺 も何 か うまい解 決 策 が ない か な とい う感 じが ご ざい

ます。

あと,い ろん な シス テ ムが あ るで し ょうけ れ ど も,再 三 話 が 出て いま す よ う

に,そ うい う もの を組 み 合 わせ て,店 舗 サ イ ドの 問題 と取 引先 サ イ ドの 問題 を

うま くミ ックス で きる よ うな シ ステ ム を組 む に は,ど うして も制 度 を うま く解

決 して い って い ただ か な い とな らない。 そ れ を,前 回 も 申 し上げ ま した けれ ど

も,私 ど もの よ うに計 算 サ ー ビス を行 うの を業 と して な か なか 許容 され ない部

分 も出て ま い ります の で,最 近 の 寛 政懇 の提 言,そ れか ら何か 通 産 の方 で も相

当 前向 きの 提言 といい ます か,逆 に 解決 す る時期 を延 ば す よ うな要 因 に な るの

で は ない か とい う心 配 をす る 向 きが あ ります け れ ど も,う ま くま とめ て で きる

だ け早 く開放 の 方 に 向か って いた だ きた い とい う感 じが い た します 。

高 月 最後 の話 は,確 か に寛 政 懇だ け じゃ な くて,通 産 の 産構 審 に しま して

も,経 団連 の情 報処理 懇 談 会 に しま して も,汎 ネ ッ トワー ク推 進委 員 会 に しま

して も最 近 出て い るの です け れ ど も,全 体 の ムー ドと して はや は りああい う方

向 で し ょうね。

利用 しやすいDDXへ の検 討

私は前回 と今回 出席させ ていただ きま したけれ ども,前 回皆さん方か



ら非常 に 貴 重 な意 見 を いた だ きま したの で何 とか ご恩返 し,反 映 しなけ れ ばい

け な い と思 い ま して,実 は こ うい う点 だ け 一応反 映 す る よ うに いま検 討 させ て

お ります。 多 分実 現す るの じゃな いか と思 うの です けれ ど も,そ の うち大 きな

の が2つ あ りま して,1つ はDDXの 加 入 区域 を何 と して で も広 げ よ う と……。

司会DDXの 話 です ね 。

高月DDXの 加入 区域 を広げ る 方法 として,い ま まで の よ うに 物 を入 れ て

加 入 区域 で は な くて,さ っ き言 った擬 制加 入 区域 をつ くろ うとい うこ とで,方

向 と して大 体 固め つつ あ ります。

司 会 あ りが と うござ い ま した。

高 月 そ れ か ら も う1つ は,こ の 前 どなた かか らの ご意 見 で,ど この 区域 が

いつ サ ー ビス 区域 か わか らない じゃない か とい う話 が あ りま したね 。そ れ では

ネ ッ トワー ク も広 げ ようが な い とい うこ とが あ りま したの で,3年 先 ま で公 開

しよ うか とい うこ とを い ま検 討 させ て お りま す。 た だ し,前 提 条件 が あ りま し

て,大 蔵 省 が 何 と言 うか とい う前提 条件 が あ るの です け れ ど も,し か し公 開 し

ない とユ ー ザ ーさん の方 で シス テムが 全 然 組 め ない の です ね 。そ れ では も う全

然DDXと い うもの は発 展 しない の じゃ な いか とい うの で,そ うい うの を前 向

きに検 討 して くれ とい う こ とで,い ま 下の 方 に検 討 させ て お りま して,実 現 の

方 向へ い ま 向け てお ります 。 そ うい うこ とでせ め て ご恩 返 しと い うか 反 映 させ

て い ただ きた い と思 って お ります 。 大変 貴重 な ご意 見 をあ りが と う ござ い ま し

た 。

司会 あ りが と うご ざい ます 。そ れほ ど明快 に して いた だけ れば … …。

高 月 明 快 に しない と ど う しよ う もない で し ょ う。 検討 します では ど う し ょ う

うもな い。
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23社 会 制度 前 進 へ の相 互 協 力 を

司会 ひ とつ私か らなのでござい ますけれ ども,た だい まの電気通信 や,そ

れに関す る制度や料金 の問題 も含めて,広 い意 味で技術 とその利用の仕方が進

み ま して も,輸 出入におけ るインボイスのサ インの問題 であるとか 貿易 関係書

類の書式の統一の問題 とか あるいは通関の 申告 における 申告者の,日 本の場合

には印鑑で ござい ますけ れども,こ の問題 である とか,あ るいは有価証券,

(一 般大衆に一番身近かなこ とで言 います と乗車券が あ ります)の 出力の問題

である とか,あ るいは 代金の自動決済 におけ る銀行法 の問題 である とか,つ ま

り広い意味 での技術以 外の社会の制度 といいますか仕組み といいますか,こ れ

らの問題がやは り同時に解決 されてい きません といけ ませ んの で,そ うい うふ

うな面で,わ れわれ自身一応 コンピュー タとか通信の分野 で仕事 しておるわ け

でございます けれ ども,そ うい う社会全体の 大 きな仕組みの前進に も今後十分

気 を配 って といいますか推進 に努 力を していただ きたい ということで,本 日締

め くくりをさせ ていただ きたい と思 います 。 ど うもあ りが とうございま した。

(了)
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新 デ ィ ジ タ ル 網

と

デ ー タ ・フ ァク シ ミ リ ・音 声/総 合 ネ ッ トワー ク

へ の ご 意 見

調 査

全部○ 印をおつけ頂 くだけ です ので ご協力下 さい。

昭和55年12月 現在

貴社名(ま たは団体名)

所 在 地 TEL〒

ご回答者役職名 ご芳名

本 調 査 にお き ま し ては,完 全 に機 密 を厳 守 し,個 別 デ ー タは 絶 対 に公表 い た

しませ ん。

ご回答 賜 りま した事 業 体 には,集 計 分析 結 果 を,昭 和56年7月 な い し8月

にお 送 り申 し上 げ ます 。

1981年 度

(財)日 本情報処理 開発協会
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Q1-1DDXの 周 知 度 調 査

下 の該 当番号 に○ 印をつけ てお答え下 さい
ユ

/
12_

1

今 回添 付 の 「DDX利 用 の 手 引 き」 を ご覧 に な る前 に,一 般 的 なDDX関 連 啓 蒙,解 説 につ い て下 の質 問 にお

答 え下 さい。(今 回 添 付 の 「DDX利 用 の手 引 き」 に、つ い ては,次 のQlL2で お 答 え 下 さい)

項 目 繰 嚢曇襲 曜R懸 緒

1314

④DDXの

サ ー ビス

メ ニ コ.一

に つ い て

1 接 した こ とが あ る 1 だい た い わ か った

一

一

Ψ

2 "熱' 一↓ 2 よ く わ か ら な い 一

⑧

へ

果 ご 質 問,ご 意 見
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項 目

⑧DDXの

料 金 につ

い て

◎DDXへ

の接 続 可

能端 末 機

につ い て

各種 解 説(書),PR,

説 明 ・講 習 会 等 の 経験
結 果

1516

1 接 した ことが あ る 1 だ い た い わか った

一

一

一
2 〃 な い 2 よ く わ か ら な い

丁
◎

Ψ

◎

1718

1 接 した こ とが あ る 1 だ い た い わ か った 一

一
2 〃 な い 一↓ 2 よ く お か ら な い 一

⑪

Ψ

◎
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⑪

へ
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各種 解 説(書),PR項 目

説 明 ・講 習 会等 の 経 験
結 果

⑪DDXの

イ ンタ ・

フ ェ ー ス

条 件 につ

い て

に

度

つ

X

制

に

D

う

題

て

D

伴

問

い

⑧

19 20

1 接 した こ とが あ る 1 だ い たい わ か った 一

一

Ψ

2 〃 な い

丁
2 よ く わ か ら な い 一

21

⑧

へ

22

「

ー

⑧

へ

1 接 した こ とが あ る 1 だ いた い わか った 一

一

Ψ

2 〃 な い

丁
2 よ ぐ わ か ら な い 一

(Q1-2)へ

たつ

、し.よ

ヘガト⑯

ご質 問,ご 意見
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Q1-2DDXの 疑 問 点 調 査

同 封 の 「DDX利 用 ・手 引 き」 を ご覧 頂 い た上 で下 の質 問 にお答 え 下 さい 。

項 目 結 果

23
「

⑧ 各 種 サ ー ビス の使 い わ け

(S1～S3)

⑥1
へ

1

　

}
L

1 だ い たい わ か った 一

2 よ く わ か ら な い 一

Ψ

ご質 問,ご 意 見

　

:
1
l

l

;
:
l

l

l

l
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項 目

⑥ 使 い わ け判 断 に 必 要 な

自己デ ー タ

(S4)

⑪DDXサ ー ビス地 域 外
か らのつ な ぎ こみ

(S5)

24

結 果

1 だ い た い わ か った 一

2 よ くわ か ら な い 一

Ψ

25

⇔

へ

1 だ い た い わ か った 一

2 よ く わ か ら な い 一

Ψ

①

へ

ご 質 問,ご 意 見

1

1

1

1

l

ll

l

l

L

l

l

|

l

L______________________」
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項 目

① 制 度 問 題

①DDXと の{XPt

(S8～Sll)

26

結 果

1 だ い た い わ か った 一

Ψ

2 よ くわ か ら な い 一

27

①

へ

1 だ い たい わ か った 一

Ψ

2 よ く わ か ら な い 一

(終 り)

ご質 問,ご 意 見
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その他DDXへ の ご質 問,ご 意 見
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総 合 ネ ッ ト ワ ー ク へ の ユ ー ザ ー ビ ジ;ン 調 査
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前 提

◇1990年 ま で,現 行 回 線 サ ー ビス ・メ ニ ュ ー とDDXサ ー ビス ・メ ニ ュ ーー一は 併 存 す る も の とす る。

◇1990年 ま で,現 行 回 線 料 金 水 準 とDDX料 金 水 準 の 相 対 関 係 は,現 状 の ま ま とす る。

注)利 用 度 につ い て の5点 法

番 号

5非 常 に多 く使 用(す るだ ろ う)

4割 合 多 く使 用(す るだ ろ う)

3相 当程 度 使 用(す るだ ろ う)

2あ る程 度 使 用(す るだ ろ う)

1使 用 しない か 殆 ど使 用 しな い(だ ろ う)



シ ナ リ オ の 順 序

情報 の形態に よる伝送路 の選択 と 異種形態情報

の複 合伝送の ときの伝送路 の選択 を検討

デ ー タベ ー スサ ー ビス の 利 用度 を検 討

通 信 処 理 機 能 の 集 中 と 分 散 の 検 討

◎ 一一般 に ネ ソ トワ ー ク は トラ ン ス ペ ア レ ン トで あ

る こ とが 望 ま しい か,フ ル ユ ー テ ィ リテ ィ で あ

る こ とが 望 ま しい か,そ の 中 間 か 。

・企 業 内 シ ス テ ム の と き

・共 同 ネ ッ トワ ー ク の と き

・VAN

・公 社 ネ ッ トワ ー ク の と き

注

帯域使用 アナログ伝送路は,将 来 とも残 る方がよいか,デ ィジタル化時代に

は不用 とな るかをお答え頂 く。

企業,家 庭における回線使用機会の増大。

*ト ランスペ アレン ト ・

回線が,基 本的な通信機能 のみを もち,多 様 な付加機能(条 件つ き接続,各 種変換 蓄積 など)を もたないとき,そ の回線は「トランス

ペア レン トである 」といい,多 様な付 加機能を もつ とき「ユーテ ィ]」テ ィに富む 」とい うことにす る。



S2専 用線 で の複 合 伝 送

専 用線(デ ー タ が関 係 す る場 合 を除 く)ま た は特 定 通 信 回 線 のD規 格,1規 格,J規 格 の場 合,音 声 ,図 形,デ ー タの

2種 な い し3種 の交 互 使 用 を行 うこ とが で き ます し,と くにD1,DlS,11,J1規 格 では,帯 域 分 割 に よ り同時 に

2種 な い し3種 の情報 の伝 送(混 合 使 用)を す る こ ともで きます。

い ま,交 互使 用 と混合 使用 を あわ せ て複 合 伝 送 とい うこ とに します。
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Q2

専用 線 また は特 定 通 信 回線 を 使 う,次 の よ うな 組 み合 わせ の複 合 伝 送 につ い ての現 状 お よび今 後 の可 能 性 につ い てのお

答 え とご意 見 をお 示 し下 さ い。 112
⑬,⑭ な ど曝 計用 ‥ ・けた数でお紅 に・・関係あ りませ ん.以 桐 ・。/2ノ

現 在 5 年 後

音 声 と フ ァ ク シ ミ リ 利用度
⑬小 大 ⑭小 大
<1

2 3 4 5>
∈1

2 3 4 5>

音 声 とデ ー タ 〃
⑮

1 2 3 4 5

⑯

1 2 3 4 5

フ ァ ク シ ミ リ と デ ー タ 〃
⑰

1 2 3 4 5

⑱

1 2 3 4 5

音 声 と フ ァ ク シ ミ リ と デ ー タ
〃

⑲

1 2 3 4 5

⑳

1 2 3 4 5

ご意見
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S3デ ィジタル 化 音 声 の 利 用

音 声を デ ィジ タ ル化 す る技術 は,大 体 完 成 を してい ます。

現

・

●

将

●

在

ふ つ うデ ィ ジ タ ル 化 音 声 は,2 ,400bps程 度 で 送 り ま す が,こ の 場 合,声 の 個 性 は ↓まぽ な くな り ます 。

D規 格 一 本 で,こ の よ うな デ ィジ タル 化 音 声 回路 を4チ ャネル まで と る こ とが で き ます。

64Kbpsで 送 るな らば,声 の忠 実 度 は ふ つ うの電 話 と変 りませ ん 。

通話 交 換 方 式 が 蓄積 交 換 方 式 の と きは,宇 宙 か らの 声 の よ うに まの び が します。

来

同一－D規 格1本 か ら とれ る,デ ィ ジタ ル化 音 声チ ャネル 数 は さら に 増 え るで し ょ う。

相 当遠 い将 来(15～20年 後 以 降)に つ い ては,キ ャ リヤ サ イ ドでは,技 術 的 な 見 地 か ら公 衆 電 話網 の デ ィジ タル化

まで想 定 してい る よ うです。



Q3

デ ィジタ ル 化音 声 の利 用 につ い て,お 答 え とご意見 を お示 し下 さい。

現 在 5 年 後

利用度 ⑳ 弓≧ 〉大
5

⑳慢 〉大5
1 2 3 4 1 2 3 4

ー

N
O
ト
ー

ご意見



S4デ ィ ジタル化 情 報 の複 合 伝 送(回 線 の 種 類 を 問わ な い)

フ ァク シ ミ リの デ ィジタル 化 は 既 に完 成 した技 術 で す か ら,音 声 の デ ィジ タル 化 が 実 用 され る と ,す べ て デ ィジ タル信

号 とな る音 声,図 形,デ ー タ の複合 伝送 が,種 々 の場合 に考 え られ る と思 わ れ ます。

ー

N
O
切
ー



Q4

次 の よ うな 組 み 合 わせ の デ ィジ タル 化信 号 の複 合伝 送 につ い て の現 状 お よび今 後 の可 能 性 につ い て の お答 え とご意 見 を

お示 し下 さい 。

ー

N
O
O
ー

現 在 5 年 後

デ ィジ タ ル 化 音 声 と

デ ィ ジ タ ル 化 フ ァ ク シ ミ リ
利用度

⑳ 小 大
>5 ⑳ 小 大

51く 2 3 4
く1

2 3 4
〉

デ ィジタ ル 化 音 声 と

デ ィジ タル デ ー タ
〃 ⑳

1 2 3 4 5
⑳
1 2 3 4 5

デ ィ ジ タ ル 化 フ ァ ク シ ミ リ と

デ ィ ジ タ ル デ ー タ
〃 @

1 2 3 4 5
⑳
1 2 3 4 5

デ ィ ジ タ ル 化 音 声 と

デ ィ ジ タ ル 化 フ ァ ク シ ミ リ と

デ ィ ジ タ ル デ ー タ

〃 ⑳
1 2

、

3 4 5
⑳
1 2 3 4 5

ご意見



ー

N
O
や
ー

S5コ ン ピ ュー タへ の 音声 入 力

コ ン ピ ュータ シ ス テ ムに よ る音 声認 識 技 術 は ,次 の程 度 に まで進 歩 しま した。

現 在

・ 特 定 の人 の声 で

・100～200語 ぐらい の範 囲な らぱ

・90%台 の正 確 率 で人 の 声 を認 識 で き ます

将 来

・ 甚 だ し くは 個 性 差 の大 き くない ,限 られ た複 数 の 声 を

・ 多 くて も限 られ た数 百語 の範 囲 で

・80～90%台 の 正 解率 で ,人 の 声 を認 識 で き るで し ょ う



Q5

S5後 毅 の程 度 の 音声認 識 シ ス テ ムが,買 取2,000万 程 度 以 内 の価 格 で あ る と し ます 。

イ ンハ ウス の場 合 は別 とし,通 信 回 線 を使 っ て,音 声 でデ ータ を コ ン ピ ュー タ に入 力す る方 式 の,利 用 度 に つ い ての ご

意 見 を お示 し下 さい 。

現 在 5 年 後

利用度
⑳小 大>

5

⑳ 小 大

51く 2 3 4 1く 2 3 4
〉

l

N
O
oo
l ご意見



S6コ ン ピ ュー タ シ ステ ム に よ る音 声応 答

DIALSや プ ッシュホ ンに よ る国鉄 座 席 予 約 で よ くしられ る コ ン ピュータ シ ス テ ム に よ る音 声応 答 装 置 も,買 取1 ,200

万 円程 度 の もの が 出現 してい ます 。

l

N
O
㊤
1



Q6

音 声応答 装 置 の利 用 度 につ い て,お 答 え と ご意 見 を お示 し下 さい。(買 取1,200万 円程 度 と して)

現 在 5 年 後

利用度
⑬ ・」＼ 〉大

⑭ 小

1
〉大
51 2 3 45 2 3 4

l

N

　
O

l

ご意見



S7コ ン ピ ュー タへ の フ ァク シ ミ リ入 力

パ ンチ ャー レ ス ・シ ス テ ムは,コ ン ピ ュータ ・ユ ーザ ー に とっ て魅 力 が あ り.電 気 的 な通 信 費用 に比 較 して,物 理 的 輸

送 費 が相 対 的 に上昇 傾 向 に あ ります。

そ こで,遠 隔 地 で発 生 す る原 始 伝 票 を,キ ー イ ンす る こ とな く,あ るい セ ンタ ーへ 郵 送 な い し輸 送 す るこ とな く,そ の

ま まフ ァクシ ミ リでセ ンタ ーへ 送 り,コ ン ピ ュータ に入 力す る こ とは,技 術 的 には既 に可 能 です 。

この よ うな リモ ー ト ・フ ァクシ ミ リ入 力 には2方 式 が考 え られ,次 の第1の 方 式 は実 際 に使 わ れ て い ます 。

l

N
戸
戸
1

第1の 方 式

遠 隔 地 の 原 始 伝 票 を フ ァ ク シ ミ リで 送 り,セ ン タ ー の フ ァ ク シ ミ リで 図 形(文 字)と し て 再 現 し,OCRで 読 み 取 り,

コ ン ピ ュー タ に入 力 す る 。

第2の 方 式

遠 隔 地 の 原 始 伝 票 を フ ァク シ ミ リで 送 り,セ ン タ ー で こ の フ ァ ク シ ミ リ信 号 を コ ン ピュータ 信 号 に 変 換 して,入 力 す る 。

一 般 的 な図形 情 報 の リモ ー ト ・フ ァクシ ミ リ入 力は,ま だ まだ 特 殊 な例 だ と思 わ れ ます が,文 字情 報 と くに伝 票 の場合

の リモ ー ト ・フ ァクシ ミ リ入 力 は,十 分考 え られ る方式 で し ょ う。

もち ろん,起 票 者 が 整 った文 字 ・数 字 を 書 くこ とを前 提 と し;こ の場 合,現 在 の 手 書 き文 字OCR認 識 は 実用 の域 に達

してい る こ とが背 景 に あ ります。



Q7

リモ ー ト ・フ ァ ク シ ミ リ入 力 の 利 用 度 に つ い て ,お 答 え と ご意 見 を お 示 し下 さ い 。

現 在 5 年 後

第1方 式

FAX-OCR 利用度
⑮ 小
∈ 〉大5 ⑯ 小

1<

大>

51 2 3 4 2 3 4

第2方 式
FAX信 号/C信 号変換

〃
⑰

1 2 3 4 5
⑳
1 2 3 4 5

l

N
声
N
ー

ご意見



l

N
声
ω
ー

S8コ ン ピ ュ ータ 出 力 の フ ァク シ ミ リ伝 送 また は,フ ァク シ ミ リ出 力

s・ とは 逆 に,セ ンタ ー ・・ ン ピ.一 夕 に よる漢 字 ・図 形 出 力 ピ 遠 隔 地 の 図 形端 末 漢 字 端 末 で再 現 す る よ りも,。

アク シ ミ リ機 を 出 力端 末 と して使 うほ うが,便 利 な場 合 があ る と思 お れ ます。(と くに,同 一 出力(同 報)を 複 数地 点に送

る場 合)

この場合 も2方 式 が考 え られ ます 。

第1方 式

セ ンタ ー にお け る漢 字 ・図 形 出力 を,フ ァク シ ミ リ機 で送 り,フ ァク シ ミ リ機 で 再現 す る。

第2方 式

セ ンタ ー にお い て漢 字 ・図 形 出 力信 号 を,フ ァクシ ミ リ信 号 に変 換 して伝 送 し,遠 隔地 の フ ァクシ ミ リ機 で再現 す る。



Q8

コ ン ピ ュー タ 出 力 の フ ァ ク シ ミ リ伝 送,ま た は フ ァク シ ミ リ出 力 に つ い て,お 答 え と ご意 見 を お 示 し下 さ い 。

第1方 式

図 形 出 カーFAX伝 送

第2方 式

出力信号/FAX信 号変換

利用度

〃

現 在

⑲ 小
12 3 4

大

5

⑪

1 2 3 4 5

5 年 後

⑩ 小← __________→ 大

12345

⑫
1 2 3 4 5

l

N
戸
ふ
ー

ご意見



S9フ ァク シ ミ リ伝送 路 の 選択

フ ァク シ ミ リを送 る には,今 回 の シナ リオ の タ イ ムス パ ンで あ る現在 か ら,5年 後 な い し10年 後 に,次 の4種 類 の伝

送 路 が考 え られ ます。

l

N

声
m

l

伝 送 路 の種 類

1-1電 話 網(ま たは 公 衆 通 信 回線 電話 型)

ア ナ ログ画 像情 報 また は,デ ィジタ ル化 した画 像情 報 の ア ナ ログ 伝送

1-2専 用 線(ま た は特 定 通 信 回 線)

同 上

2フ ァク シ ミ リ専 用 網(構 想 中)

フ ァクシ ミ リ端 末 か ら交換 局 まで は,ア ナ ログ伝送.局 間 は デ ィジタ ル伝 送

3DDX網

デ ィジ タル 伝 送

通 信料 金 の 特長(設 備 費 除 外)

MAX

近 距 離 長 距 離 近 遠料 金 費

1電 話 網,専 用 線 比 較 的 安 高1:72

2フ ァクシ ミ リ専 用 網 不 明1と3の 中間 か?

3DDX網 比 較 的高 安1:12



＼

Q9

フ ァクシ ミ リを送 るの に,ど の伝 送路 が使 わ れ る と,お 考 え で す か。 お答 え とご意 見 を お 示 し下 さい。

ー

N
声
O

ー

現 在 5 年 後

1-1 電話網(ま たは公衆

通信 回線電話型)
利用度

⑬小
く 〉大 ⑭ 小く 〉大

51 2 3 45 1 2 3 4

1-2 専用線(ま たは特定
通信回線)

〃 ㊨

1 2 3 45

⑯
1 2 3 4 5

2 フ ァ ク シ ミ リ専 用 網 〃
⑰

1 2 3 45

⑱
1 2 3 4 5

3D DX 〃 ⑲

1 2 3 45

⑳
1 2 3 4 5

ご意見



S10ビ ジ ネス版VlDEOTEXの 利 用

電 話 で希 望情 報 を検 索請 求 ・ぽ 話 線 を 通 ・てデ ・ス プ レイ(家 庭 で・・TV受 像 器)蚊 字 図 形 情報 での徽 授 け る

VIDEOTEX実 験 が 世 界 で進 ん で い ます ・(イ ギ リス のPRESTEL,躰 のCAPTAINS実 馳 ど)

これ は一 種 の デ ータ ベ ース サ ー ビス で ・ そ の ビジ ネス版 が当 然 考 え られ ます.た だ い 正 規 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ

ス に くらべ れば ・情 報 の 範 囲 は広 くと も深 さは浅 く・所 在情 報 とか予 約 繍 とか 力沖 心 と な るで し 、 う。

イ ギ リスPRESTELの 場 合 ・電 話 料 金 の他 購 報 料 と して ・画 面4・ ～5・ 円程 度 が 徴 され ます
。

わ が国 で.こ の種 の ビジ ネ ス版VIDEOTEXが 実 用 化 され るの は数 年 後 以 降 と思 わ れ ます
。

l

N
」
ベ
ー



ビジネ ス版VIDEOTEXに つ い て,お 答 え とご意 見 を お示 し下 さい。

現 在 5年 後 にVIDEOTEXが 実 現 してい るとして

利用度
⑪ 小 太
"
1234言

ー

N

Ｌ
oo

ー

ご意見



l

N
」
㊤
ー

S11通 信処 理 機 能 の集 中 と 分散

ど うや ら,情 報 の伝 送 につ い て の ニ ーズ や パ タ ー ン,伝 送路 の選 択 肢 な どは,ま す ます複 雑 に な る よ うです。

この よ うな錯 綜 した 情報 動 態 を背 景 に,次 の問 題 と して,通 信 処理 機 能 の 配 分 通 信 処 理 機 能 は通 信 ネットワーク(そ

れ が 自社 網 で も公 社 のDDXな ど で あ っ て も)内 に集 中付 加 した ほ うが よいの か(集 中型),そ れ と も,通 信 ネ ッ トワー

クは 極 力い わ ゆ る トラ ンス ペ ア レン トに保 ち,通 信 処理 機 能 を 端末 側(処 理 側)に 分 散 した ほ うが よ いのか(分 散 型)一

につ い てお考 え 下 さい。

例1高 級 ファクシミリ(G皿 タ イ プ)機 は,ア ナ ログ画 像 情 報 を デ ィ ジタ ル化 す る機 能 や同 報 通 信機 能 な どを 内蔵 してい ま

す 。 つ ま り端末 側(処 理 側)に 通 信 処 理 機 能 を 分散 し てい ます。

これ に対 し,伝 え ら れ る公社 の フ ァ クシ ミ リ専 用網 構 想 で は,A/D変 換 機 能や 同 報 通 信 機 能 な どは,専 用 網 内 に設

置 され,端 末 側(処 理 側)に 通 信 処理 機 能 は 不用 で す。 自社 網 で も同 様 の 機 能集 中は 可 能 です。

考 え方

1.集 中型 と分散 型 の ユ ーザ ー負担 コス トは等 しい,と 仮 定 。 集 中型 の付 加 通 信 処 理機 能 に対 しネ ッ トワー クが 徴す る コ

ス ト(ま た は 自社 網 に付 加 され る コス ト)と,分 散型 の端 末 側(処 理 側)で 付 加通 信 処理 機 能 の た め増 え る コス トとは,

あ る期 間 を とれ ば等 しい,と し ます。

2.使 い勝手 に対 す る判断 を 求 め る

問 題 は,集 中型 で 諸種 の通 信 処 理 ニ ー ズ が大 体 満 た され る と判断 す るか,こ まか い 個別 ニー ズは 集 中型 では 解 決 され

に くい,と 考 え るか で す。



企業 内 オ ン ライ ンシ ス テ ム の場 合,集 中 ・分 散 型 につ い ての ご意 見 を お示 し下 さい 。

現 在

⑫

5年 後

◎

集 中 型 1 1

分 散 型 2 2

未 定
1/

3

ご意見



Q11-2

企 業 間 オ ンラ イ ンシ ス テ ム の場 合(直 接 結 合 で営業 セ ンタ ーを 介 さない)集 中 ・分散 型 に つい ての ご意 見 をお示 し下 さ

いo

ー

N
N
戸
ー

現 在
⑭

5年 後

⑮

集 中 型 1 1

分 散 型 2 2

未 定 / 3

ご意見



Q11-3

民 間 の情報 サ ー ビス ・セ ンタ ー を 介 す る企 業 間 オ ン ライ ンシス テ ム の場 合,集 中 ・分散 型 につ い て の ご意 見 をお示 し下

さい。

ー

N
N
N
ー

現 在
⑯

5年 後

⑰

集 中 型 1 1

分 散 型 2 2

未 定 / 3

ご意 見
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